


社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

1999年7 月に発刊した旧本建築協会80年史1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、増刷 ・頒布することにいたしました。

大正6 年3 周30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五 以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正 昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長 関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく 、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

干530-0001 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

TEL 06- 6348- 0635 FAX 06- 6348- 0634 

頒 価 1部3. 000円(税 送 料込み)

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。
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「日本建築協会80年史j

A4判 ・240頁・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f 建築と社会」の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一 ・池田 賓・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・横漬 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 幹・野村一郎・古字国 賓・

松室重光 ・松井貴太郎 ・安井武雄・中津誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池稼ー・伊東五郎・竹中鎌一・鷲尾健三 ・松村雄吉・

償尾義貫・足 立 孝)

・座談会「戦中から戦後初期の協会活動J 一尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言ー

*  

- 執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 悔宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康白

・80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近醸達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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「日本建築協会の遺産と功績J (坂本勝比古) より 「草創期の人々 」より片岡安の項
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平成 ＱＵ 年 Ｖ 月 Ｔ 日Ｈ水Ｉｾフ日Ｈ土Ｉｾ謀説ヰ器立す

インテックス大阪 4 号館

大阪市住之江区南港北 1・5- 102

・ニュ ー トラム中ふ頭駅

建築トレンドセミナー

直 語 蕪 租 ※ ただし、当日定員になり次第締め切ります。

インテックス大阪・ 6号館2階F会議室( 先着 120名)

6月4 日0 13:30------15:00

「チャレンジド( 障害者) や高齢者が、

いきいきと暮うせる都市と住まい」

・社会福祉法人フロップ・ステ シヨン理事長 竹 中 ナ ミ 氏

6 月5 目。 13:30------16:30

日本健康住宅協会による講演

「草屋根の家J

・Y URI DE S I GN社長 前 田 由 利 氏

「暮うしを変えるリフォーム」

・( 株) パレットホーム社長橋本 敏 氏

「室内空気を浄化する観葉植物J

. 南紀グリーンハウス( 株) 社長 芝 崎 裕 也 氏

6月6 目。 13:30------15:30

「建築基準法に基づく性能評価について」

・( 財) 日本建築総合試験所建築物理部部長工学博士 吉 田 正 友 氏

「防火材料・防耐火構造の性能評価の実際」

・( 財) 日本建築総合試験所耐火防火試験室室長 田 坂 茂 樹 氏
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インテックス大阪・国際会議ホール( 先着300名)

6月7 日0 13:30------15:00

「住宅リフォーム市場の動向と

住宅リフォーム推進協議会の役割J

. 住宅リフォーム推進協議会事務局次長 佐 野 徹 氏

女抽選で折畳み自転車、デジ力メ& ビデオ機能っき双眼鏡、

芯ど素敵な景品が当たります。( 打Ilj 躍はお 人材1J  l"l llj{ りです)

包含( 社) 日本建築材料協会

海面私議薪聞社

主 催

Ｍ・・・・叫 ｾ ｦＴ＾ｾ 悼る［ＱＧＡＮ刃掃 ｦ 山手ー・・・・・
会場内特設コーナー( 先着6 0名)

日 程 |  時 間 |  出展会社

6月4 日( 水) ｉ ｊＳＳＰｾＱＴＺＳＰ＠ Iエスケー化研 (株)

ＱＴＺＳＰ ｾＱ ＵＺＳＰ＠ I東亜コルク (株)

ＱＵＳＰｾＱＶＺＳＰ＠ Iコ二シ (株)

Ｖ 月 Ｕ 日Ｈ木Ｉ Ｑ｟Ｑ ＰＺＳＰｾＱＱ : 30 I松下電工 (株)

ＱＳＺＳＰ ｾ ＱＴＺＳＰ＠ I阿部ストラクト (株) ・旭化成建材 (株)

ＱＴＺＳＰ ｾ ＱＵＺＳＰ＠ I橋場建設 (株)

ＱＵ ＺＳＰｾＱＶＺＳＰ＠ Iアキレス (株)

6月6 日( 金) 11  ｾＳＰｾＱ Ｑ＠ : 30 I  (株) アイダy ク

ＱＳＳＰｾＱＴＳＰ＠ Iコニシ (株)

ＱＴＺＳＰｾＱＵＺＳＰ＠ 福井コンビュータ (株)

ＱＵ ＳＰｾＱＶＺＳＰ＠ I  (株住宅防火技術研究所

嘩 語 系 図 ※ ただし、当日定員になり次第締め切ります。

経済産業省、国土交通省

後 援

社団法人 日本建築材料協会

干550- 0003 大阪市西区京町堀 1- 3- 13 辰巳ピル9 階

T E L: 06- 6443- 0345 ( 代) FAX: 06- 6443- 0348 

ht t p:// www. kenz ai. or.jp Emai l : of f i c巴@k巴nzal . Or.)p

事務局

日本工業新聞社事業部

干530- 0001 大阪市北区梅田2- 4- 9

TEL : 06- 6343- 3222- 3 FAX: 06- 634ト4 7 7 3

ht t p: / / www川 co. j p Emai l : osaka- i nf @jij.co.jp 



|  出展会社・団体 ｾ拝 Ｓ 月叩現在 ｉ

- ( 株) アイダック

. アキレス( 株)

・ 旭化成建材( 株)

・ ( 株) アシスト

. ( 株) 東商会

. アスワン( 株)

・ アルタークス( 株)

・ 石川ペイント( 株)

. ( 株) ウイズダム

・ ( 株) ウィルサポート

・ ( 株) ヴイクエスト

・ ( 株) 字治川ブロック工業

・ (株J梅 彦

. 工イシン

・ エスケー化研( 株)

慣 工スコ( 株)

. 榎本金属( 株)

・ 王建工業( 株)

・ 大阪ガス( 株)

・ 大島応用化学工業( 株)

・ 岡部ストラクト( 株)

. ( 株) オムコ医研

- カナフレックスコーポレーション( 株)

. ( 株) カネシン

・ 亀井鍛工( 有)

. (株)JI 旧妓研

・ 関西建築市場協議会

・ 関包スチール( 株)

. ( 株) キシモト

・ キマド( 株)

・ キャテア販売( 株)

・ ( 株) キョーワナスタ

・ 久保田セメント工業( 株)

・ 光洋化学( 株)

. ( 株) ゴール

・ コニシ( 株)

・ コンドーテック( 株)

. ( 株) 佐渡島

. ( 株) 山王

- サンコーテクノ( 株)

. サンユー( 株)

. ジ工イ・ビー・工イチ( 株)

・ ( 緋; ) 次世代住環境研究所

. ( 練) シブタニ

. ジャパンシステムサービス( 株)

・ ( 株) 住宅防火妓術研究所

・ ジョー プリンス竹下( 株)

. ( 株) シンコー

- 積水テクノ商事酋日本( 株)

聞 ゼネラル化成( 株)

. ( 株) セブンホーム

- 全国サンタック防水工事業協同組合

. ( 社) 全国タイル業協会

・ 全国タイル工業組合

・ 全日本ウレタン工事業協同組合

・ ( 株) ソーゴ

. ( 株) 大久

. ( 株) ダイケン

. ( 株) 大築

. ( 株) 高本コーポレーション

- タカラ産業( 株)

・ タキロン( 株)

. ( 株) タケシマ

・ ( 株) 竹屋化学研究所

・ 田島ルーフイング( 株)

( 株) タナカ

. ディエムカードジャ J I . ン( 株)

・ 東亜コルク( 株)

. 東レペフ加工品( 株)

・ 徳島県木の家づくり協会

・ ( 株) トピア

・ ( 株) トピックス

・ ( 株) ナガヱ

. ナブコドア( 株)

. ( 株) ニイテック

・= 三産業( 株)

・ 日新グループ

聞 こツタイ工業( 株)

・ ( 株) 日本才キポン

聞 日本躯体処理( 株)

・ 日本健康住宅協会

・ ( 社) 日本建築材料協会

・ 日本工業新聞社

・ 日本電気硝子( 株)

l :rh. tぜ l l 2003

T  

勤務先

所在地

勤務先名

所属部課

・役織名

御 氏 名

T E L  

Emai l  

とのカードを展示会受付へお持ちください

(ご来場の節は名刺をお貼りください) お持ちでない ) 1はご記入ください。
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- 日本プラスチック型枠工業会 . 松下電工( 株)

- 日本ユニシス工クセリユーシヨンズ( 株) - マツ六( 株)

. ( 株) 1¥ウジングエージ工ンシー - 三井化学産資( 株)

- 福場建設( 株) - ミヅシマ工業( 株)

- パネフリ工業( 株) . ( 株) 目黒防災

- 早川ゴム( 株) . 森村金属( 株)

. 原因セメント化工( 株) 聞 ( 株) ヤマト

. ( 株) ピー・アイーシー . ( 株) 山中製作所

• B A S F  I NOAC ポリウレタン( 株) - 山本窯業化工( 株)

- 兵庫県粘土瓦協同組合連合会 . ( 株) ユニオン

- 福井コンピュータ( 株) . ( 株) 淀川製鋼所

. ( 株) ふじわう . ( 株) ライフガード

- 古河電気工業( 株) . ワープ太陽( 株)

. ( 有) ポリマー商工

- E U Gateway  t口J apan [ 欧州諸国] ( 25社)

・ 英国総領事館[ イギリス]

・ 日本デンマーク貿易センター [ デンマーク]

・ 伊藤忠商事( 株) [ イタリア]

・ ミズインテリア コーポレーション[ スペイン]

・ 米国針葉樹 日本事務所[ アメリカ]

- APA- エンジニアードウッド協会[ アメリカ]

・ アメリカ広葉樹輸出協会[ アメリカ]

. プレミア・ビルディング・システムズ[ アメリカ]

・ 岡本インターナショナル ( 株) [ カナダ1

- Pal r am I ndust ri 巴s Lt d.  [イスラエル]

- GA MA GE  S TE E L  F UR NIT UR E  [ スリラン力]

・ C AHA J AY  A  T I MBE R I NO.S ON.BH O[マレーシア]

. Wi nopy Inc. [ 韓国]

. ( 有) 慶隆商事[ 台湾]

- Sanyo Pot t ery &  Porcel ai n I ndust ry C o.， Ltd.  [ 台湾]

・T A WI N I NT ERNAT I ONAL  CO. ， L T O.  [ 台湾]

- J OUNC E  I NOUS T RY  CO. ， L  TO.  [ 台湾]

・ 台湾貿易センター[ 台湾]

・ 上海佳情複合材料有限公司[ 中国]

. 庖門軍需徳盛石材工芸有限公司[ 中国]

. ( 株) 東洋石創[ 中国]

- S HANGHAI  Y I PI N I NT E RNA T I ONAL  PI GME NT S  CO. ， L  TO.  [ 中国]

. 大連実徳集団[ 中国]

・ 中国国際貿易促進委員会大連市分会[ 中国]

. 遼寧中日産業経済発展促進会経質分会[ 中国]

キリトリ線

< アンケート> ( ゾ印をお付けください)

1_ 年齢( 才) ( 男 ・ 女 )

2，どこからお越しいただきましたかっ

口大阪市 口大阪府下 口京都府 口兵庫県 口奈良県

口滋賀県 口和歌山県 口東京都 口その他 ( )  

3，御社の業種は?

口官公庁・公団 ・公社・団体 口設計事務所 口総合建設業

口建築業 ・工務底 口ハウスメーカー 口工事業

口建材・設備メーカー 口商社・販売業 口一般 (学生含む)

4_ あなたの職種はつ

日経営 ・管理 口総務・資材 口広報・宣伝 口生産 ・技術

口研究・開発 口営業・販売口設計 口建築・施工

口一般事務 口その他

5. あなたは本展示会を何でお知りになりましたか?

口招待状 口協会からFAX 口新聞・雑誌 口電車の中吊り

ロポスター 口友人・知人から ロホームページ 口その他

6_ 本展示会に来うれた目的は何ですか?

口設計・施工のための情報収集 口新築 ・リフォームのための参考

口取引先の出展会社との交流を深める 口製品の購入・商談

口他社の動向を知るため 口次回出展の参考

口その他 (



日本建築協会
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総会議決お知うせ

平成15年3月26日開催の平成14年度第 1 平成15年度事業計画 (p.l に18，1，1: )

2回総会において、 下記議案が原案ど 2 平成15年度収支予算書 (p.2にm，1革)

おり承認されましたので報告します。

l 平成 15年度事業計画書

、[<IJxI4年は、孜が凶においては年度、li 初こそ長

づｼく不況からの浮 Ｑｾｪ への兆しが見られたものの、

米 ＱＱ Ｑ の ｉ ｔ パフ Ｇ ルの破綻、金融併の不民的権 ｉＺｾ ｊ Ａ 題解

消の)111述、位界的なデフレて年々により "1三! 主後判こは、

また不況からのJ l lt ，'I' ，が凶日ft となってきた年であった。

さらに、長ヲ |く不況、公共股資の)'il)i 成等により主) !

築関係業界は企業再編成、スリム化叶; の対応を余

儀なくされた年でもあった これらの状況は( 社)

11本住築協会の会員数減少、協会終的活動への参

Ａａｬ ｦ￭ 数減少の ｪ 杉とな って 別れ 、 協 会 ＡＡｾ政Ｉ￟ＩＮ￳の主

P，Iとなっている 。

本協会は上J i l i の状況に対応し、さらに 21世紀に

大きく羽ばたくために、IL成 12- 13" 1 ' . の協会の将米

を検 討 する検討委 μ 会において作締の ｾ［ｊ ｾ 起を行い、

平成 Ｑ Ｔ 年度はその提案を ｉ ｉ ｾｩ 次実践する Ｂ Ｑ 三と 位世 付

け ｩ 活動してきた 。 ｬ 抑 ｬ えば、 Ｇ￬ ｩ ｾ Ｈ 壬 ｩｬｬ Ｑ ，Ｉｾ 会に Ｑ ｩｴｩｩ 党委 只

長を) J l Iえ、協会幹部が 11 仰がJ に協会前助の進捗状

況をｾ混し、活動の軌道修正を ｩ さやかに行えるよ

うにしたこと、ホームページを IJM設し広く社会に

協会活動のPRをしたこと等々がある

しかし、会民の減少は協会! 日政をさらに任泊し

ており、この状況から抜け，'1'，すためには現行の諸

活動のあり方を ー から比 Ｑ Ｑ Ｇ ＱＺ し、 ｊｾ に ｴ ｬ 会に氏出入す

るが業にi l ! 点を i泣き、深化することにより村会に

本協会のイ ｦＮｻｦＮｬｾＺ 誌を理解してＱＧｹい、Ａぶく協会活動

に参両して頃ける| 人l谷としていかなければならない

、I<]J，止15:{pl .ir l主、前年に IJ Iきあい、てスクラップア

ンドビルドを合めてM R'JOj 包している ;U'j J作業活動

1;1、l符の大胆なP始時築の検;t-t . 実施をお阪lいしたい。

また、事務日においては- P; o)の終7' 1 節減に勿め、

組織の改変も合めて効〉容のよい |均会運' 肉体制|の桝

築を進める 。

平成15年度の活動計画

IIIjlili の観点に立ち、、1"成 15"1三位ーを 『協会は変わ

る 2 ＢＱ 三 ｮ ｊ と Ｑ 立 ｦｴｦ 卜 ｬ け、以ドに仰げる Ｇｲ￧ｾ を ｾｭ 面

する

1 . 会誌「建築と社会J の発行 〈 術集委 ｴｾ 会 〉

大 IE 6  "f. 9  Jl f: 11刊以来、! : i l 2次大戦終戦前後の

時 ｊｾｉ を除いて毎 Ｉｭ 行を統け、会 ｴｾ 辿， ｩｩ＿ の子段

として、また建築ザ{ とト1: 会をつなぐ触燃として本

会の毘 ＡＮｴと伝統を継ポする役 ［ｉｾ ｊ を以たしてきた 。

ｾＢ｜ＸＴＧ ｲＮ ｈ ｔｨ行にあたっても、 ｩｬｬ 築抗 ｬ の絶えざる ＱＴＱ い

を社会に発信することを J :: II Uにお きつつ、よりビ

ジュアルに読みやすい紙 l而づくりを " 桁していき

たい本年で第剖司を迎えるr . ' i''' f-t ｾＡ Ｚ ￮ 削 や、 m 

? l 1; と社会1t J などの顕彰njl) 肢をとおして、 ｾ，ぷへ

の親しみがI D ' ! 成されればと願う次第である 。

なお、、1 ' -1戊15年度も本誌の編集、印刷にかかわ

る議終伐のコスト削減、により ー層勿め、本誌収支

の均衡を| 文|りつつ、会μ 羽I f1の交流のIEJ となる誌

而の充実に勿 ) J していきたい。

2.  r建築技術選舎J とくプロのノウハウ> の企画

＼ ｮＧ ，Ｉ 仮委 ｴｾ 会 〉

本 ｮＧ ，ｽ 仮委 ｴｾ 会は ｩｬｬ 築技術の単行本発行を企 ｬＧ ｬｩｪ す

ることを 11 的とする、 r  /J' ，} 促企阿と著者T hWU に

アンテナを仮り巡らせている 一周の採作l! . R団とい

える

協会創立60) 叩 |三記念事業 (1印刷15] 11' - ) として悠

築技術選 l'ｾを￭ￎＧ ｬ ｬｬ ￮ｪ . 刊行して以米、今 日までに、

枝市町耳目 ，lt391I1f. 将校版 131111 ・プロのノウハウ等40

IlI t  ( ¥、ずれも、学ぷ，'1' ，版社 1'11 ) の討'92!11tに及ぶ lF.

行本を |止に送り 1'1'，してきた

本年度は、さらに委 ｴｾ の災知 ｬ を集め、よりよい

技術" ｾの， Ｇ Ｑ Ｇ ，版を ＱＧＭＧ＼Ｑ る また、，'U，版 ，1ｾをテキ ストと

した汗 (i- による議di : i 会も企附- 実施する 。

3  講習会等の実施

( 1  Ｉ 建築ｲＺＧＩｾｾ務Ｂ昨例会の実胞 〈教育委只会〉

l昭和32"1三位以降、毎年、 ill 築，! ' ¥室技術荷を対象

とした rill ?l1;r:・!C尖務講門会J を開催、平成 14年

度までに延べ741"1を数えている 。特に、 liij"I '- I.irは

テキストを全 IO" j 的に改訂し、実践的なノウハウを

多く収り人れた 本"1'- /肢の実施に際しでも、別助

実務に役立つよう ｉｉｧｾ ｊ＾ ｬ ｬ 勾千干のさらなる充実を ＱＧＭＧ＼ Ｑ る

また、俗文部とのｾ併を衝にして、引き続き、実

務誠門会参加行の拡充を 1'-'<1る。

( 2)  ＧｨＧｊ 却の総 Ｈｊ ｾ < ・作業委口会〉

II -H ( にマ ッチしたテーマを選択し 、会誌 r m喜

と社会 」 の特集や Ｇ Ａ ￇｾ 委 μ 会が企画する比乍 会と

の述般に ｦ￬ＧＱｩｾＺ しつつ、議 ｩ ｊＡ，ｴ会 講演会を企阿 ・)，f

Jj 在する 。 また、 ，/i J.!J1ill 築物について、そのm 誌の

怠1'-'<1、投，i ! t 行などを ThyJ : ( i 設五|者から聞く会

をIJ f.l f保する 。 また、 「これからの住築と社会J と

いうテー 7 で社会的な広がりをもっ都市、 ill 築、

1m発事業等について誕 I ' i の訴を 1mく。各組メディ

アを稲川した引制の拠Ｈｊｾについても検討する 。

( 3 ) 凡学会の' XI.施 ＼ ＧＩￇｾ 委 μ 会 〉

まrrill 築や地域IJf l T hプロジ ェク トなどを対象とす

る見ヤ: 会を f ω1 1  1  "IW. l J ! っく・施する 。

また、年 [ - 2 1"1、主主' -i i ・近代建築 阿， ｬｾ み似

作地区等の見 学会を行い、当該 地域の歴ｾや伝統

文化との触れ合いを通じて会μ 相互の交流創立|る

さらに、地Jj の特色ある作l'i ，，こrtl l した企阿を行い、

地 ｊｊ 会 ｴｾ との交流も Ａ ＧＭＧ＼ ｉ る 。

( 4 ) 行い会只の交流 ＼ ， Ｉｾ ［定委 ｴｾ 会 〉

f，:l 、会nの感性をさらに! 符き、前 )J を111i めるた

めに、サロン形式の集会を適Ｇ臼 ｉｊｦｬｦｴｾ し、ｾＺｾ印 ｬ ｩ と 参

加l 行との対話に重点を; 泣きつつ、行い会μ 相III の

籾11告ー交流を1'-'<1る。

4. 新建築材料の調査検討 < ill 材委u会〉

ill 築材料の品質 ・性能はもとより設計 ・胞工上

のwi な}，'Xなどの調査 ・検討を行い、(1'(1ドかな，t，'j '報の

収.¥15‘ にラ7め、会誌、「建築と社会/ 新ill 材の頁j の

誌 I(ij を通じての紹介を行ってきたが、それにあわ

せて本会ホームページなどでも仙制の紛介を行い、

より lぷ範凶に多くのデータを腿供していきたい。

5. 第 6 回 「日本建築協会賞顕彰」の実施

＼ ＱＱ 本 ｩｬｬ 築協会Ｇ｝Ｑ選考委 ｴｾ 会 〉

" 本建築協会11は協会主l) i O OJR)年 (11行羽161イド)

を記念し創設されたもので、 m築を通じて広く

社会に u 献する J という本協会の 11的に沿 ってill

2誌のあらゆる分野において社会に点献している例人 ー

| 司体の来約を対象に 3 - 4 年ごとに 11"1ぷ彬する

ml)l . l l ーである 昨年度までに 5 1"1 低べ26件の顕彰

を行っている

本" f - は、平成11年度に続いて 61"111の顕彰を行

うべく、 ｊ ぶく見 ｉｾｗ の必ｾを行う 。

6. 青年妓術者の顕彰 <  ， Ｇ ￭ＧＺｻ ｦＭ ｗｫ Ｈ￭ｾＩＱＧ・ Ｔ を μ 会 〉

II{{ 平日29年度から本顕彰を実施し、平成 14イ|三度ま

でに7981'，の顕彰を行った。本年度は節 11となるm

501"1を迎えるため、 何らかの記念的な1 f : 阿を与え

fこL、

また、アトリエ設計事務所などの }J 々も多数応

br できるよう応募資料の簡略化などもづ |き続き検

討し、より 1") 戸を広げ、阪秀なれ F 技術前の洲市長

のfJJ としたい。

7. 工高生デザイン コンクールの実施

〈数行委民会〉

本デザインコンク ー ルは ｉ Ｚ，ＺＧＺｪ Ｇ ｴ の ， ￬ＩＱｾ Ａ 技能 ｉ ｴ ， ｝ 1: 

奨励のため、 lI il.j<n30年度に創設。以' *、 f正午新し

いテーマを準備して実施してきた 参加i校は年々

広域化し、 ｍＵｾｾ 件数も噌加 。 まさに全ＡｦＮＩ的規般の

コンクールとして発展してきた。

本ＢｊＧ Ｍ ｉ Ｎ立は穿 ｜ＴＹ Ｑ 日 ｬ を迎えるが、Ａ必ｾｾ校のさらなる

広がりと応必，'1二数のWWI を通じ、所JUI の 11 的が県

たせるよう勿める 。

8_ 工高等建築科優秀卒業生の表彰

〈 教育委 ｴｾ 会 〉

11:1利27年度に本( j jl)J . i rをf: 11;没阪f ; j な ill 築利t : :業

生を表彰することにより、卒業後の本人のさらな

る研鈴をf J J ! し、激励することを 11的としてきた。

姐築と社会 ・2∞3.5 1  
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平成14年度は227校 ・233名を表彰したが、本年度 10. 支部 との連携強化

の実施に際しては、表彰対象校を本会会員校に限 木会の 会 員組織は、ｊＩ｜位、本部およひ 京 都 ・ Ｂ ｉ ｾ Ｇ 図・

定して実施するかどうかを検討中である 。 東海 ・和歌山の各支部所属会員ならびに地方会員、

9. 会員の噌強 学生会員により桝成されている 。 しかし、協会 と

社団法人にと って、 会只数の維持・噌強は最重 しての活動は、 会 誌 へ の投稿、建築工 Ｇ ｊ ｾ 実 務講習

要事項の 一 つである 。 本 会 においては、 会 勢 ｾＧ ｉ ｾ 会の支部での実施等一部の事業を除き、本部、支

会を中心として、 会貝数の増加活動を展開している 。 部問の]!sWi は十分とはいえない市がある 。本会の

本年度は、 今後本会がさ らなる飛躍ができるよ 活動は、本来、広域的な視野で展開される べきも

う常設委員会の各極活動を通じ、協会全体を挙げ のであり、 会勢の噌強を含めて、 支部活動のより

て建築に! 刻巡する幅広い分野一金融 ・損保、住宅 幅広い活性化に期待するところは大きい。昨年度

産業、不動産、メンテナンス業界等 からの会員 は初めての試みとして、支部長会議を IJ f I ( Hi し本部、

精強活動に力点をおいた活動を行う 。 支部!日] の怒見交換を行った。

また 、I T委員会 と連携して昨年度開設したホ一 本年度も、 会長を交 えた支部長会議を桜数回 IJfI

ムページの内容をより充実 し、協会活動のPRに努 flii し、本部 支部11¥1 の意思疎通を阿るとともに 、

めるとともに、 会員噌強の強力な手段として活) 11 支部|間同士の交流の一助とする 。

していく 。

2. 平成 15年度収支予算書 - ' 1'IOCI内 円11-1村 平成J 6i lo3J 13111までー

11. 事務局業務の効率化・ 経費削減 〈事務局〉

事務局業務の見直しを含め、事務局組織の改変、

業務の効率化、人材能力向上策の検討 ・実施およ

び財政恕化に対応するために型城を設けない事務

局経費の一階の削減を推進する 。 また、本会の財

政状況全般を間接している立場から、治任理事会

等へ定j則的な予tl 執行状況等の報告と、積極的な

提案を行い、理事会等における財政方針決定に寄

与してい く。

12. その他

本会は、建築関係諸団体と 友好的な関係を築き 、

協力 ・協調に努めつつ、本会の目的達成に寄与す

る諸団体の優良な事業企画に対しては、後援 協

賛を行なう 等の支援をしてきた。

本年度ーも 、社会に役立つ事業に対してはこれま

でと同綴な協力・支援を実施する 。

(l li 位。千円)

勘定科目
平成予15算年度平成予14算年度

差
。廿111 

考 勘定科目
平成予15算年度 平成予14算年度

差 考

1. 収入の部 受託事業費 。 。 。現状予定なし

1.会 費収 入 63，519 71，870 - 8，351  記念事業費 300 。 300 協会1' t委只会、募集経i，( 等

個人正会員 20，952 23，830 - 2.878 1-115年度当初l見込み数 事業主( fJ'( 450 600 一150 監査報酬は常1 mに31上

個人正会員 (地方) 1，575 1，890 - 315 
個人正会只 1836:l'，

2. 管 理費 80，209 73，290 6，919 

団体正会員 40，975 46，110  - 5，135 
団体口数 16941  1  

人件費 46.820 55，555 - 8，735 嘱 ｾｴ 費 Ｎｩｦ￹ 自社 ｵｮＮ 社会保険料‘通勤賢官む

学生( 準) 会員 17 40 - 23  
-学生会只 :2名

退般金 16，337 。
16，337 

2.事 業収入 51 ，630 53，500 一1，870 福利厚生・教育費 20 45  - 25 官M'I 、教r m

会誌収入 40，000 46，000 - 6，000 会誌広告料等、kI!材委n会収入含む 助 成vi. 3，000 3，450 - 450 支部への助成金

契約約款収入 2，600  2，400 200 会 議Y1. 840 1，120 - 280 理事会ー総会・特別安日会経費等

会員名 i簿収入 4，000 。 4.000 H15年度発行予定 旅 費 ・交通貨 50 240 - 190 1-114年度嘱託通勤7!i 含む

出版委員会収入 1，000 1，000 0 111¥版企画料、講座参加料 通信運搬1'1 600 650 50 

事業委員会収入 1，200 1.200 Ｐ 見 学会 ， ｊ ， ｾ￰ｩ￭ 会参 加 ｬ 料 集金 ｾＧｩ 1，500 1，700 - 200 会'1'i' 広fli 7!i 等!s金(1長込m等

教育委員会収入 2.000 2，000 日 実務講習会参加料 消耗品 ｾＡｪ 1，500 900 600 HP維持費、文房具、パソコントナー等

受託事業収入 。 。 。現状予定なし 修絡7!j 50 100 - 50 誘草2幻沼郡l工'If 等修繕1'(

記念事業費取崩収入 300 。 300 EI 本立II 築協会11・I-IJ6i 1'6F!表彬 印刷製本1'1 80 100 - 20 協 会パン Ｗ ｊｬＧｬｾＨ， ＱＱ 等

事業雑収入 530 900 - 370 kI! 築。ラプ 光熱vi. 320 330  - 10  電気代、水道代

3. 寄付金収入 。 。 0 現状予定なし 火災保険料 16  20 4  

4. 雑収 入 1，712 1，572 140 

flj 金fll 虫、貸会議室使川料、過 '1'.1)1分

租税公認ｾ 3，000  3，100 100 ii'i '1'i税、 1i'! 1定資産税等
j' ，簿版光等

当期収入合計 (A ) 116，861 126，942 - 10，081  消締 ｉｾ Ｇｩ 183 180 3  

当期事業収入 (8 ) 115，589 125，670 - 10，081  s = A一退職給与 til 立金取JiJ l分 建物管理7'j' 4，093 4，100 - 7  共益費、建物修締般立金

n. 支出の部 車(H' !j 1，800 1，700 100 全jf 未収金問却、協世童、慶市首. 監査報剤事

1 事業費 48，650 52，230 - 3，580 3 予 備費 150 150 。

会誌発行費 40，000 46，000 - 6，0∞ 編集 ill 材委員会経'I'i .吏通過(im等合む 当期支出合計 (C ) 129，009 125，670 3，339 

契約約款費 1，400 1，400 。 当期収支差額 (A) ー(C) ー12，148 1，272 - 13，420 

会員名簿発行 ｾＡｪ 3，000 。 3.000 1-114年度発行なし 当期事業支出(盟主支払を障( ) (0)  112，672 125.670 - 12，998 D= C 逃級金支/1'，

出版委員会事業費 300 300 Ol /J j版委員会経費、焚通過(i'i 'l't 等合む 当期事業収支差額 (A)ー(D) 4，189 1，272 2，917  退職金支 ＱＭＧ 恰除く ｊ ｬｦ ｾ 住収支

事業委員会事業費 1，200 1，200 。 τ ｬ ｩ ＺＱｩ 委民 会経 費 、突 通過Ｈ， ｾ Ｑ ，Ｈ 等合む 皿. 借入金限度額

教育委員会事業費 2，000 2，700 - 700 教育委員会経費、交通過(im 等合む
-平 成15年J真の借入限度額は3，000万円とする。

建材委員会事業費 。 30 - 30 交通過信伐等
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企 画 (社) 日本建築協会

著 者 I埋物の結露j 畠革委員会届著

発行所 (株) 学芸出版社

発行日 2003年3月10日

体 裁 B5判 160頁

定 価 本 体3，600円+ 税

これかうの建築と社会

第5 回 講演と見学の集い

阪神・ 淡路大震災記念

人と防災未来センター

( 再掲)

日 時 2003年6月20日(金)

18: 00-ー20: 00

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第3ビル21階

講 師 岩 崎 秀 郎 氏/ r建物の結露」

編集委員会委員・清水建設 (株)

関西事業本部建築技術部

定 員 30人

受 誘 料 会 員 1，800円、一般 2，000円

* 税込

テキスト 『建物の結露 トラブル事例ヒ解決策j

テキスト代特価3，500円* 税込

* 当日ご持参の方は不要。

申 込 先 着 順 で 受 講 票 を 送 付 し ま す。

下記事項をお知らせくださし、。

①催し名: rプロのノウハウ講座27J

②氏名

③個人or団体会員 、一般の別

④職場名or学校名

⑤ 受講票郵送先所在地

@漣絡先電話番号

申込先 干530- 0001

大阪市北区梅田1-1-3-2100

建物の気密イ主が向上した昨今、結露の

問題は依然として後を絶たない。原因

を追求していくと結露対策が全く無い

わけではないか不十分さが自に付く 。

そこで原因をもう 一歩掘り下げてみる

と「部屋を暖めさえすればJ r外気を

取り入れさえすれば'J r断熱材を入れ

さえすれば」等、結露に対する理解不

足や誤解が自に付く 。

結露の卜ラフル防止に取り組む第一歩

は、具体的なトラブル事例をもとに結

露のメ カニズムとそ の対策をよく理解

することである。

< プ口のノ ウハウ > 誘座「建物の結露

ートラブル事例と解決策」はトラブル

事例を 中心に何故結震が起こるのか、

どうしたら良いのかを具体的に解き明

かすことにある。

今回講師をお願いした岩崎秀郎氏は、

様々な結露のトラブルとその解決に長

年取り組んできた、言わば「結震の実

務派」で‘ ある。

大阪駅前第3ビル21階 今回は住宅、工場、事務所、倉庫等々

(社) 日本建築協会編集事業課 に生じる結露現象について 、その原因

TEL. 06- 6348- 0臼 3 や処置方法を解いてもらう予定です。

FAX. 06・6348- 0634 多数の方々のご参加をお待ちしています。

e-mai l  :  j i gyoka@aaj .or.j p  出 版 委 員 中 川 徹 (清水建設)

日 時 2003年5月24 日(土) 「人と防災未来セン

13 :  3ひ- 16: 00 ター」は、阪神 ・淡

会 場 人 と 防 災 未 来 セ ン タ ー
路大震災の経験と数

1階ガイダンスルーム
訓を後世に継承し 、

* 神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2
国内外の災害による

* 阪神「岩屋J駅から徒歩約 8分

被害の軽減に貢献す

*  JRr灘」駅南口か ら徒歩約10分

るとともに、いのち

* 阪急「王子公園j駅西口徒歩約15分

講 師 兵 庫 県

の尊さや共生の大切

高津重雄

さなどを発信するた

昭和設計企画設計部執行役員
めの施設として、 「防

古田和夫
災来来館J (平成 14 1  

，.  ， 

日本設計建築設計部主管 年 4 月開館) と「ひと

定 員 50人 未来館J (平成15年 4

* 申込者多数の場合は抽選 月開館) で構成されています。

参加賀 無料/ 資料代1，000円と入館
「防災未来館」は、震災のモニュメン

料800円(一般大人) が必要

卜性やシンボル性を持たせるため 、震

申 込 5月16日(金) までに

災の記憶を風化させない強い意志を 『シ

①催し名: 人と防災未来セ ント

ンプルな立方体j で、時間の経過によ

②氏名

り成長拡大するイメージを 『ガラスの

③個人会員 ・団体会員 ・一般の別

④職場 ・学校名

結晶体j で、中の活動を見せる透明感

⑤参加証郵送先
を 『ガラスの被膜j でそれぞれ表現し

邸 主絡先電話番号 ました。

をお知らせ願います。 ー方、「ひと未来館」はいのちの尊厳と

* 参加証を5月19日( 月) 生きる喜びを高めるため総合的なア プ

に発送します。
ローチを行う“ ヒューマンケア" の理念

申込先 (社) 日本建築協会編集事業課
を発信するイメージとして、無垢のい

大阪市北区梅田 1-1ふ 2100

〒530・0001

TEL. 06- 6348・0633
主 催 (社) 日本建築協会

FAX. 06- 6348- 0634 
事業委員会情報小委員会

e-mai l  :  j i gyoka@aaj .or.jp 
担当主査 佐均木栄/ 昭和設計企画設計部

岩 崎 秀 郎 (1、わさきひでお)

lI ?: l荊146年 治水i J ! 設( 株)人村。

現場経験を経て、59年建築技術部へ円Gkf; 。

以 米、結露 、 背、娠 卸 ｊ など ｻ 主広 Ｑ 境 問 題に 従 事しｾ

1;Cな経験を持つ。

のちを 『乳自のガラスのキューフ j で象

徴し、I丸い大きな壁面に縦リブj で、

大きく包むやさしさを表しています 0

・ ｾ築概Ｒｴ ｩ

所 IE )也 pI' P rl i oJ' 央区脇浜海lif通 ト 5-2

ｾ築主兵庫県

設m法理

1  .  2  ｉｾ ｉ＠ 兵庫県県上整備部まちづくり防官締謀、設備課

1  191 1昭和 JJ-l;汁

2  JUI " 本設計

施 c

1  191 竹中不動神鋼興産村上 太本件J V

2開1 .k林 /" 1本近畿韮興砧IJ I. J '. 十今日tJ V

ｾｘＩ 出 ｔ ｊ￶ 禎 Ｑ Ｒ Ｎ ＳＸＷ Ｎ Ｖ Ｑ s1'  

主ll ?i); IJoM 1  191 1. 888.97111'  

2191  2.086.14111'  

延ば而航 1  191 8.573.49111'  

2  191  10.181. 28 s1'  

ｾｾ冶ｊ［ｉｉ掠 1  191. 2州共 RC' S、71' 、Pl

!日両日さ I 1削44.30m、21別43.35m

c  m 1191平1庇13'1三 111 - 、1勺皮 14<1' 3  I1  

21別、1'1ま13'1' 1111- 平1此15年2 J1

3  



神戸赤十字( 新) 病院

兵庫県災害医療センタ一

見学会

住友活機園

(伊庭貞剛記念館)

見学会

4  

日 時 2003年6月4日(水)

14: 00 - 16: 30 

講 師 小 川 恭一/ 神戸赤十字病院院長

小J華修一/ 兵庫県災害医療セン

ヲー開設準備本部長

立林富士男/ 山下設計主管

森田富夫/ 鹿島ほかJV所長

集 合 軍部由/ 神戸市中央区脇浜海岸通1ふ1

* 阪神「春日野道駅j 下車約10分

定 員 60人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員 500円、一般 1，∞0円* 税込

申 込 5月28日(水) までに

①催し名・神戸赤十軒両院見学会

②氏名

③個人会員・団体会員 ・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑮ 重絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を5月29日(木)

に発送します。

申込先 (社) 日本建築協会編集事業課

大阪市北区梅田1-1ふ 2100

〒530-0001

TEL. 06- 6348- 0633  

F AX.06- 6348・0634

e- mail :  ji gyoka@aaj . or. jp 

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査多国光男/ 鹿島建設

各

、

機

す

し

層

卜

が

演

い

北

層

こ

の

え

な

や

ま

吉

岡

ツ

広

の

短

南

高

る

院

揃

接

り

し

、

セ

、

聞

に

、

の

け

病

を

密

図

引

は

を

せ

空

西

で

困

避

両

能

ら

を

一

日

観

練

さ

る

束

中

周

を

、

機

か

嫁

匡

外

病

ク

あ

、

の

、

渉

た

の

時

速

計

。

の

y

の

と

地

け

干

ま

階

平

能

い

た

部

バ

り

出

敷

設

の

く

音

。

多

騒

た

を

や

し

室

線

ま

病

視

し

の

と

慮

光

物

配

採

築

に

面

建

と

医

経

応

宜

ロ

の

対

災

災

に

県

震

害

庫

大

災

兵

路

模

山

火

規

院

・

大

病

神

的

阪

え

俸

は

ま

字

J

踏

十

一

を

赤

タ

訓

戸

ン

教

神

セ

と

「

療

験

できるように計画されました。平時に

は、神戸赤十字病院は 2 次救急医療を

はじめとする地域医療を 、兵庫県災害

医療センターは 3 次救急医療を担い、

災害時には、両病院は基幹災害医療セ

ンタ ーとして臨時増床を行い、被災地

から患者さんを受け入れます。

この計画は免震事詩造の冠水文様として、

医療機関を地階に設けないことにしま

した。但し 、 1階は患者さんの利便性

からメイン工ントランス、主要な外来

部門、中央診療部門の配置を不可欠 と

考え 、主厨房等のサービス部門を 2階

に、エネルギーセンターを非免震ゾー

ンのロ タリ ーの地下に設けました。

ライフラインの確保はエネルギーの多

重化によるリスクの分散と平準化によ

るランニンク コストの低:;1成を4主にしま

したが、特に水の確保は万全を期して

います。 (立林富士男)

・i J ! 築慨ll
i

所 (1:地 神戸 市中央区脇浜制作過 11 日3- 1

i J ! 祭主兵101m. ＱＱ 本占、 Ｑ ＭＧ ｮ ｬＺｊｾＯ ， ｪ ｬ ｾ ， ｬ 支部

J没 ，11' iJ J  1' ，]l! ，11 

1誼 ｾｈ＠ ｮｊＴｴｾ ｬ ［ｴＧ￬ ヰ締ｊＧＮｉＡ Ｇ ＱＱ Ｑ ド投 ＮＱＱ

胞 工 l克/;d Ｎ 竹 中 新 Ｉ Ｑ Ｇ Ｎ 大 ｾＮｊ リ ｬ 剥 リ ｖ

敷地 l師刷 14. 000∞m'  

ili 築 l師般 7，077.37m'  

延床 l而般 33，704.01  ni 

構造Jjl 校 Il C (免i j N間活) .  s I ・7F

[  )UI 200J i 1'  3  Jl -2003{ド4)1 

オ ー 7 ン 2003年 8 JI ( 予定)

病 床 数 神 戸，A' 卜字病院 310/A<

ｲｾｊ ， ｩ ｴｌ ｉ ［ｴ 災符際線セ ン タ ー ＳＰｍ Ｇ

日 時 2003年6月7日(土) 大津市石山寺に近く 、瀬田

14: 00- 16: 00 の唐橋を望む景勝の地にあ

議 師 坂 本 勝 比 古 る「住友活機園j は、かっ

神戸芸術工科大学名誉教揮 で住友の総理事を務めた伊

集 合 現 地/ 大津市田辺町10-14 庭貞剛翁の旧宅である 。こ

*J R石山駅より徒歩約15分

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

会 費 会 員1，000円、非会員1，500円

申 込 5月29日(木) までに

①催し名 : 住友活機圏見学会

②氏名

③ 個人会員・団体会員・非会員の別

④職場 ・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を5月30日(金)

に発送します。

申込先 (社) 日本建築協会編集事業課

大阪市北区梅田1-1ふ 2100

干530-0001

TEL. 06- 6348- 0633 

FAX.06- 6348-0634 

e- mail :  j i gyoka@a aj.or.jp 

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担 当 主 査 権 伸 夫/ 東畑建築事務所

の住宅は貞剛翁が明治37年

勇退するにあたって建設し

たものであり 、周囲の環境温

から推して山荘的性格をも F

つものといえるが、和館と

洋館部を併立させており、

それは近代の住宅洋風化の

一過程を示すものである。

和館は長らく住友家出入り

の大工であった二代巨八木

甚兵衛の作であり 、洋館部

は住友家の建築家であ った

野口孫市の設計である。

明治後期の格調高い和洋併

立の姿を、 100年 を経て今

に伝える貴重な邸宅として、 2002年5

月に固の重要文化財に指定された。現

在「住友活機園 : 伊庭貞剛記念館J と

して 、年 2 回春と秋に一般公開されて

いるが、今回は建築設計者 ・技術者の

学術技能研究を目的に特別に見学会を

開催させていただくことになりました。

所( f . J由 大 ij!rli 川辺111110.14

所イ l 市 住友林業

符思 丹 住友イミ副 ｾｻｉｩ

維持符 ｐ ｊｬ ｴｾ 拠 ＯＱＧ， fUx: グループ20トl

洋1i i' ｾ必然 ｩ 而 ｢ｾ 242m' 椛治JJli'J ノf-: Jri 2附ili

利 館 建 築I師航 383m' hI ' I l l ' i 脱税木造、l' l; l. ill

綾 C 19例年 (191治37"1三)

その他、新座敷 (1922
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'1') 、"4"1. 東 厳 丙 説 、 IEI"I など



主催 日 本 建 築 協 会

平成15年度 第49岡工高生デザインコンクール

設計課題学校に建つメテ‘ ィアセンター

課題の趣旨

現在の図書館は、 コ ンピュ ー タ

を 利 用 し た 電 子 目 録 検 索 シ ス テ ム

( O P A C ) の 導 入 だ け で な く 、 他

の 図 書 館 や 大 学 ・ 研 究 機 関 な と と

の連携( ネットワーク) を図ること

が 可 能 と な り 、 そ の 機 能 の 広 が り

を 見 せ て い ま す。 最 近 で は 、 そ の

機 能 を さ ら に進化させたメ デ ィアセンタ ーが つ

くら れ て い ます。

メディアセンタ ーと は 、 従 来 の 図 書 の 活 用 を

設 計 条 件

1 敷 地 敷地の大きさ 1倒犬ともに自由。

2 規 模: 500rrl 以下( 増築の場合は既存部分を含む) 。

3  所要スベ ス: 提案趣旨にそって必要なスペースを適宜設ける。

所 要 図 面

なお、現在利用している図書館や校舎の建て替え ・増

築も可とする。

1 配 置 図: 縮尺自由

2 平 面 図 : 縮尺1 :  100 

3. 立 面 図 : 縮尺1 :  100  CI 函fJ.._上)

4. 断 面 図 : 縮尺1 :  100 ( 1蘭以上)

5 透 視 図 : 設計意図が最も反映するところ( アイソメも可) 。

着彩行二上げ。模型写真に替えてもよい。

6. 設 計 説 明 : 設計趣旨( 立地、周囲の状況などについての説明を含

む) および建築概要( 敷地面積、建築物の構造 ・階数

および床面積なと) を示す。

設計意図を表すサブタイトルをつけるのが望ましい。

7  そ の 他ー 平面図、断商図には、室名 ・寸法を記入する。その他

必要と思われる図面を加えてもよい。

応 募 条 件

1 用 紙 製図用紙A l半1) (594醐 x 84l mm) 1枚を使用し、その中

にすべての要求図面を描くこと 。

2 仕 上 げ0 ・図面は黒色鉛筆仕上げとし、ワープロ、 C GやC A D、

スクリーントーンなとによる仕上げは禁止する 。 (た

だし、色 ＦＧｊｾ による着色は可Ｉ 。 透視図は彩色用紙を用

い、製図図面にのりづけしてもよい。

透視図や模型写真以外のものを貼りつけることや、図

面のパネル化は行わないこと 。

3  応 募 資 格 ー平成15年4月現在、高等学校在籍の生徒で、個人または

共同で制作したものとする。

審 査 員 (50音順 - 敬称略)

委員長 塘 伸夫/ 側来: t ll 鑓築事務所建築設計室設計統括部長

委 員 井上 久実/ 井上久実設計室主宰

遠藤 秀平/ 側遠藤秀平建築研究所所長

川原村勝幸/ 側安井建築設計事務所設計部副部長

阪田 弘一/ 京都工芸繊維大学工芸学部造形工学科助教授

指図孝太郎/ 側日建設計設計主設計室長

末 包 伸 吾/ 神戸大学工学部建設学科助教授

中 心 と し た 機 能 に 加 え て 、 イ ン タ

ーネ ットの利用や ビデオ・ C D .

D V Dなどの新しいメ デ‘ ィアを自

由に活用し、情報を収集、蓄積、

編 集、 送 ・受信できるネッ トワ一

入選賞綿 ク 環 境 を 備 え た 新 し い タ イ プ の 施

設 と い え ま す。

本 課 題 は 学 校 の 敷 地 内 に建 つ も の と し 、 さ ま

ざまなメ デ ィ ア を 利 用 し た 多 様 な 学 習 活 動 が 可

能 と な る 魅 力 あ る 空 間 の 提 案 を 求 め る も の で す。

4. そ の 他 用紙や図面には、学校名 ・学年 ・氏名など応募者がわ

かるような表示は行わないこと 。

応 募 方 法

※ 以上の条件に違反した応募引さ品は 、失格とすること

がある 。

1 別紙用紙に、 学校名 ・所在地 - 学年 - 氏名を記入し、封筒に入れ密

封し、図面の裏に貼りつけること 。 ( 記入用紙が足りない場合は複

写して下さい)

2  共同制作で応募する者は 、l の記入用紙に連名のうえ、代表者に丸

印をつけること 。

3. 応説作品は学校を通じて提出すること 。

締 切 期 日

平成15年9月30日(火)付の消印をもって締め切る。

送 付 先

干530-0001 大阪市北区梅田トト3-2100 大阪駅前第3ビル21階

社団法人日本建築協会 第49図工高生デザインコンク ール係

T旦. 06-6348-0633 FAX. 06-6348-0634 

入選作品の数および賞

1  入選作品は 10点とする。

2  入選作品のうちから最優秀賞l点、優秀賞2点を選び、i'a減 . trl 枠お

よび記念品を贈る。

3  他 の入選作品には、貨 ｬｾ［ たおよびＺｷ仰を贈る 。

4. 応募者全員に参加賞を贈る。

※ 入選作品の版権は本会に属し、また入選作品は本会にて保管する 。

入 選 者 発 表

審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌「建

築と社会J I I月号に発表し、入選作品は翌年l 月号に掲載する。

竹原 義二/ 大阪市立大学生活科学部居住環境学科教授

野 村 秀 治/ 清水建設側関西事業本部設計二部部長

橋 寺 知 子/ 関西大学工学部建築学科専任講師

林 浩二/ 附大林組本庖建築設計部部長

前川 治彦/ 前川治彦建築研究所

松田 善弘/ 側昭和設計彰t.1'T役員

杉原 繁 Ｏ 大阪府都市建築部公共ｾ喋室特 別建築諜謀長補佐 宮城 浄ー/ 側竹中工二務庖大阪本庖設計部副部長

このコンクールは、高校生の設計 枝能の向 t を目的とし、 H自利30年より毎年テーマを変えて lifl Ht しています。
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l- 会 一 泊 )  

新刊書籍発行会員特価販売のご案内|

企画 日本建築協会

定 価 本 体3 6 0 0円+ 税

I S BN4- 7 6 1 5- 3108- 8  

高気密 ・高断熱の建物に とって、

特に冬場には悩ま しい問題であ

る結露。

本書では、「結露はなぜお こるの

か』といったメカ ニズムをやさ

しく解説するとともに、大手ゼ

ネコン ・工務庖・設計事務所が

関わった過去のトラブル事例を、

惜しげなく勇気をもっ て公開し、

発生状況、原因、処置方法、再

発防止策などを 10 0 事例にまと

めた。

建物

の

結露
De w Condensat ion of  Buil di ng 

ト

ラ

ブ

ル

事

例

と

解

決

策

発生メカニズムを知り

再発防止を事例に学ぶ

- 本書・トラブル事例目次より

壁や梁の隅部に力ピが発生した/ GL 工法で、張った断

熱ボードがシミでよごれた/ 妻壁に力ビが発生した/

断熱しである居室の壁に力ビが発生した/ 外壁に面し

た押入の壁に力ビが発生した/ 小屋裏が結露 し、カピ

臭が漂 った/ スパンドレルのガラスがくも った/ 印局IJ

室の外壁が内部結露し壁仕上材がよごれ床がぬれた/

グラスウールを張 った外壁の床がぬれた/ 外壁ALC版

の吹付けタイルに浮きが発生した/ ロッ力一室の壁が

結露 しカビが発生した/ 鉄骨造の屋根から結露水が落

下し床がぬれた/ 地下食堂の壁に力ビが発生した/ ト

ップライ卜から結露水が落下してきた

など100事例で解説 l

6学 芸 出 版 社 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入干600- 821

tel  075- 343- 081 1  fax 075- 343- 0810 

日本建築協会会員の皆様 に特別価格 本体価格の 1 割引+ 税 にて ご提供いた します。

※ 送品手数料は 2 冊まで 300 円、 3 冊以上は無料とさせていただきます。

ご注文書籍の送付 ・請求

等 につきましては 、学芸

U: 版社 より行いますので

お含み願います。

( F AX 送信先 075- 343- 0810)

お 申 し 込 み 書 ( コピーの上、ご使用くだ さい)

書 名

建物の結露ー トラブル事例と解決策

建築工事の祭式

新建築基準法を読みこなすコツ

改訂版 都市計画法を読みこなすコツ

建築基準法の難解条文を読みこなすコツ

建築基準法の性能規定を読みこなすコツ

新版 建築物の消防法を読みこなすコツ

建築関連法規を読みこなすコツ

インテリアコーディネー卜の 100 ポイン卜

木づくりの常識 ・非常識

建築の現場管理システム

木造住宅監理の話

環境と共生する建築 25 のキーワード

著 者

「建物の結露」編集委員会

本体価格

3 ，60 0 円

「建築工事の祭式」編集委員会 1 ，8 0 0 円

高木任之

高木任之

高木任之

高木任之

高木任之

高木任之

町田ひろ子監修/ 松本茂 ・村元俊子著

上 村 武

伊 東 貞 夫

山 田 修

大西正宜

2 ，40 0 円

2 ，6 0 0 円

2 ，5 0 0 円

2 ，5 0 0 円

2 ，3 0 0 円

2 ，4 0 0 円

1，6 0 0 円

1，7 0 0 円

1，8 0 0 円

1，8 0 0 円

2 ，5 0 0 円

[送 本 先 ・ 勤 務 先 / 自 宅]

(本体価格 × ご注文冊数 X 90% X  l . 05  = )  

[請 求 先 : 勤務 先 / 個人名 ]

合計( 税込)

[ 日 本 建 築 協 会 。 会 員 / 非 会員]

円 冊

( いずれかにO を)

お名 前

送本先; 干口口口一口口口口

送本先のTEL&FAX I  T E L  

送料は 2 冊まで3 0 0円、 3 冊以上は無料

FAX  
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今月の4白紙

表 紙 デ ザ イ ン /田村昭 彦

企画/ 量測奈子干

建築写真ン河合止揚

・愛知県立芸 術 大 学 講 義 室 棟

設 計 / 占 村 順三 奥村昭雄

施 工/ 鈍尚組・大成建設・矢作ill 設

竣 工/ 1部 5 - 1蜘年( 日時室棟}

所l E J 也/ 愛知県民久手村

・丘陵地をそのまま生かしたキ

ベンパスは紛が多く、学生数も

それほど多くないようで、ひっ

そりとした印象を受ける。

組Ａ築 Ｑ 咋の中では講義主主事ｾが目を

引く 。 110m水平に短びる雄物は

まるで機関 ・11のようで、芝生、

j l f 笠をパックに映える白いんー

パーと相候って強い印象を肱っ

ている

ヒロティでカメラを構えている

と学生が気軽にモデルになって

くれたり、先生が話しかけてく

れたりして、温かい雰問主1の 中

で似ｾすることができた 。

( 河合J l ニ扮)

. 特 集 予 告

建 築 と 社 会 面

1旬閉9引1昨 創 刊 第倒 集 / 通 巻974号

A RC HI TEC T UR E  A N D  S O C I ETY  

J OURNAl  OF  THE ARCH I了ECTURAl AS S OC I  AT  I ON QF  J APAN 

特集・ 建築と五感

[ 総論]

[視覚]

[ 聴覚]

[ 聴覚]

[P臭覚]

[P臭覚]

[ 角虫党]

[味覚]

五感を考える ・111'" 俊夫

視野制御ガラス ・近厳正之

日本建築にみる伝統的な癒しの音 ・M 鞍

アクティブ ｐ コントロー ｪ レ Ｎ 中山 ｾ､ ｊｬ

香りで快適空間をデザインする ・長谷川俊雄

室 内 に お け る 臭 気 と 機 能 性 建 材 に つ い て ・武成絵皇 子

オンドル( 泊突 : 床下暖房) の心地よ さ. 乍允熊

浪花の味覚 ・松附l' 介

総会議決お知らせ 平成15年度事業計画書. 平成 15年度収支予算書 出版委員会企画

⑫〈 プ口のノウハウ 〉講座 ・建物の結露- トラブル事例と解決策一 . これからの建築

と社会⑤講演と見学の集い ・阪神・ 淡路大震災記念 ・人と防災未来センター 神戸赤

十字 (新) 病 院 ・兵庫県災害医療センヲ一見学会. 住友活機園 (伊庭貞剛記念館) 見

学会. 第4 9回工高生デザイン コンク ールー学校に建つメディアセン合 一

。

。

?

-

パ
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υ
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J
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υ
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υ

1

'

ー

今

4

?

"

守

d

T

d

手

J

3

4

7 月号/ コンパージ ョン イン

テリアから発信するま

ちなみー

8 月号/ 介笹と建築・殺備

9 月 号/ 建築とノスタルジー ( 1&

称 )

一

人
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一

三
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横

山
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夫

郎
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災
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文
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藤
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日
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河
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H
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会
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M
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島
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本
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谷

m

m

宅

村

策

本

則

野
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m
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岨

町

中

野

田

リ

山

片
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住

t

H

1
西

山

中

湖

村

井

川

傭

井

闘

副

典

編

力

上

岡

投

竹

山

帥

広

州

松

特

刷

M

M

V

梅

小

鈴

聞

紅

細

松

辻

三

世

口

組

"

一

江

引

小

結

笹

仰

所

野

三

れ

加

小

佐

凶

府

商

ペ

本

戸

禍

稲

大

大

大

厄

金

木

小

住

岡

田

松

向

占

股

旧

陀

釦

・

・

園

口

安

謀

女

米

*

川

町

口

※

口

※

. 6. ! t .  
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作品作風 あいおい損保淀屋橋ビル

大栄環境( 株) 本社社屋 和泉エ コプラザ

東洋製織中条社宅

O

O

A

U

今

4

1

l

 

ロ法令分科会

部本 三卯

岡 本 質 犬

山 村 俊 郎

滋鶴田 和幸

中 山 有l 也

治 上 省二

・作品作且4唱量生

赤本 能

石探なぎさ

galiery 

建築の眼

作まいを創る 三つの町屋 ( 角田続治) ・川上比奈子

都市環境の共同所有・森山正和

おせっかいのススメ . 千葉桂司

「植物の幸せ」こそ機能緑化の決めて・大高一博

渋谷五郎 ・長尾勝馬「 日本建築 (上巻)( 下巻) J  (学芸出版社1954 ・1959年干1]) ・樫原健一

灯かりのいえなみ協定・山根正利

辿伝的アルゴリズムの構造計画への応用・河村廃

坑 道 利 用 低 酸 素 走 路・大屋康幸

ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー を 目 指 し て . 大阪工業大学工学部電気電子システム工学科

エネルギー科学研究系

m

H

一

行

一

行

一一

め

14  

16  

法令コーナー

構造の頁

担j 内 章 夫

) 1上 雅 佑

i也上 明

川 t 比 奈 子

CHtml 奈 千 子

寺1珂 宏 治

相可聖I i手百l

中村 文紀

林 孝司

IIl f川 治彦

ll'l rn 敏彦

山悶 { 費紀

・全員企画 l、要員会

有E木 総 子

大谷由紀子

i可 崎 敦 子

消 水 関 子

。高岡 f'l' 一

自 国 光 鍵

辰 巳 i由一

嫁 口 明 洋

辻川ひとみ

l  福 山 瑞 砲

圃広告企画版画室

就本 i費lifJ

k 迎 敏 樹

設備の頁

研究最前線を追う

やさしいケンチウ数学ぱなし その 5寸 丘似 値 と 有 効 数 字・山 田 修

評 近代建築史を超えて「建築家三代一安井建築設言|事 務 所 継 承 と 発 展」

( 佐野正一若) ・古山正雄

47 

48  

第 13回近代建築公開講座フォーラム「近代建築を旅する J. スペ ースデザイ ンコース開講.

大阪駅北地区国際コンセプトコンペ入賞作品決定.日 本工芸館の工芸展けんざい20 03、6

月に開催.ビルテ2イングドクヲー 〈建築設備〉講習会.シンポジウム「ハイブリ Y ド換気の原理」

福岡道雄展 、ア トスベ ス虹で.医療福祉建築賞2002受賞 .第 11 回 ri 主まいとコミュニティ

づくり活動助成j 助成対象者決定

『実例に即したー やさしいケンチク文章術J ( 山田 修)

I NP O法人の設立と運営Q&AJ (三木秀夫十岡村英理+ 中務裕之+ 荒木康弘+ 長井庸子)

平成15年 3 月分

information 4 9  

新干IJ 紹介
50 

月間の動 き
5 1  

昭

久

生

介

彦

一

衛

文

治

和

健

一

健

治

山

藤

田

内

制

閲

海

小

芥

樹

竹

林

市

前

渡

。
。委日艮 4 即l安貝長 i語幹事

印 刷 2 0  0  3 年 4 月 25 日

発 行 2 0  0  3 年 5 月 l 日

発 行 入 社 団 法 人 日本主s 築 協 会

発 行 所 社 団 法 人 日 本 主 主 築 協 会

大阪市北区嶋田l ート3.2100

電 話 06.6348-0635

仮 替 口 座 00910. 9. 39975 

印刷所 ) l i 柴 印 刷 綜 式 会 社

日本データネ ット隊式会社

定 価 12∞円 〔本体価絡11431'1)

撞築と社会 ・2003. 5 7  





作E 彊

闘車 風

言宣言十・監 理.

会 田 ・加 藤 建 築 事 務 所

施 工園

大 成 ・大 日 本 ・竹 中 ・ 昭 和 共 同 企業 体

あいおい損保淀屋橋ビル

この建築はII n 代川火災と近畿 n本ツーリストの跡地 に、 「あいお

L、Hr;i {- 保険株式会社」 が、 地|併に機械式! t l : 'Ii.装f立を( 111，え、 J  - 2 1析

をJ.i f命Ii 、 3 - 11断はオフィス宅1111を氾tA: した、 地上 11防止.I! てのテナ

ントピルとして 訂附 したものである 。

敷地は御'l :r Wi と |て依Jj:l¥通りのうど泊するおど原稿 にhi: iuし、 地 F欽のおi :

ｊＮｴ ￆ 柿駅， Ｇ Ｑ Ｑ Ｑ 人 Ｑ Ｑ に ｼ 境 対 決している 。一 二 ｽｊＢ に ｉｊｦｬ かれた敷地は、 Ｍ Ｑ ｴＱｊＱｩ ｉ に ｉ ｾ ｟ ｦ 不

Jj;l¥川 をはさんで、 '1' 之J:J の 11本銀行大|波文円、大阪市役所、 II :I' _立'1'

K と!:Mヌ|J F館 、 '1'* 公会'i ;. i : :など、大|仮の代表的 な公共施，没を 噌むことが

できる 。 また 内1J1i lは銀街悦木に代表される大|販のシンボルス トリー

トである御勺E筋、そして l判官[11は! 日正わいのある 仁!なJj;l¥通 りに l侃してい

る。 またこの敷地 は、大|仮rl i が都心 '1' *の Wel 向上ーを |ヌlるため、災

しく ｦｉ 百 ｗ ｕ 内 な ＯＱｉ ￭ ， ｬ ￭［［ｴｗｬ の誘導を進めている 「 立ｊＡｾお ￟ｗ ＯＮ 議導 ｊ の対象

となる I也J戒で、もある 。

設［Ｑ Ｑ にあた っ ては、その「え ＮｉＡ 築夫似誘将 」 の ｊ ， ｾｩｖ を ＩＵ・ Ｑ 位 し ｉ Ａ よく まれ

た立 地条 ｮ ｊ と 「 場所 のもつ Ｉｊ ｊ を ［ ｾＯＨＮＺｉＺｊＭ， At るべき H、i代 の J1i しいテ

ナントビルとして成立させることにあ った。 そのが，米一、外壁には、

ｩｬｬ 築のもつ不安 的 な イ ｕ ｴＺＡＧ ｧ，をなくし、 ｊ ，Ｇｩ｝［ｮ ｊ ｾＱ ｊ 克と調 布ｼ し、えＮｉＡ築その

ものを 11' iの光のなかに溶け込ます材 料 として、ガラスという透明 な

業材 を選択した。宅 l人lのガラスの範I 1 J : j は、. RJ Iーからばまでの全ての

IJf ll - 1部に適川することにより、 lリl るい執務宅川の f，'(lif呆と、この敷地

を取りどをく大 ｼ 仮の 代ぷ的 な ｽＡｦｾ｜Ｚｬ［ ，-と 11
、
l滞空 川 を、例党的に つの空間

として泌 ，11
1
，することができた。 カーテンウオールのガラス l而は1"11

1
lJ JJ:

_ >，; ; による紡似を|仰ぐため、 IJ f r 熱フィルムを lIr' iると共に、タイマ- J ! [ (

'1凶こよる ペ リメーターフ 7 ンを設ibj している 。

透 明 ガラスで似われた 「あいおいm似ちi:! ，. l柿 ビ ル」 が、この街の Jl 4

季のｾ 化 や、 Ｇ［ ｩｊ ｬ タの 庁 ｬ ￭ ｲｬ ｩ の ｉ｀ｾ 誌を ＷＷＮ し Ｑ Ｑ ＱＧ ， し、新しい術 任 みの ー っと

して、訪れる人びとに縦しまれていくことを j則的 している 。

( リG，I;，γ[ : 1，政/ 会川 ｽｊ ｉ ｉ Ｉ 終止ＮｉＡｾ迄 Ｇ ｉｾ 務所Ｉ

所 在 地 大 阪 市 中 央 区 北 浜3- 1- 22

敷 地 面 積 一一一 376. 82rri  

建 築 面 積 一一一 34 0.40rri  

延 床面 積 一一一 3，934.35rri

4荷造規模 ー一一 S 、一部R C、B1 F 、11F

工 期 2001 年 11月 - 2 0 0 3年 2 月

最 寄 駅 一一一 大 阪 市 営 地下 鉄御 堂 筋 線、京 阪 本 線 ・淀 屋 橋 駅

擁 影 三 輪 晃 久 写 真 研 究 所

基準階オフィススペースから土佐堀川を望む
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貯留ヤード
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企工 場 棟 1 階 平 面 図 1  :  1000 

マ工 場 似 2 階 平 商 図
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設 計 ・監 理・

大 林 組 本 底 一 級建 築士 事 務 所

施 工・

大 林 組

大栄環境( 株) 本社社屋

和泉工コプラザ

この産業J{e棄 物処 j :ll lItlli 設 の 品!I に巧たり、 事業主から りえ ら れ た命

足立は「従来の I:I:II IJI処l "IU庖設の持つイメージからの脱却IJ で あった。

それはそのまま事業主の卯境川地に対峠する淡勢であると 1，;111、れ二、

これからの古IIrl 1施設の在 り方を 川 う重裂なコンセプトとな った。

住民を大きく包む(裂しい山 l白ltl 似てかI] f [ ) ( られるスカイラインは、 |寸

大 な 位而 と一体 とな って、 lli ぜする 山、l在みに溶け込んでいる 。

騒音 . 1辰動・ 恕尖等、 周辺にワえる fJ; 1J党的影響にも配慮し、 外 ': ;uIII

の 1Jf. 1口部を最小限にJ"q' えることで、それらを大阪 に低減している 。

内部は広々としたヤードを '-1

'

心 に刻'J'f'l: よくプラン 卜機器が配位され、

リサイクルサ[80%を実現するために、災なる! 充一薬物が11i ざらない工

夫 が随所に施されている 。II fe くなりがちな工場内 には、コーポレー

トカラーの主げr@ を法淵色 としたフレームが展開 し、スカイライン

から降り ｴ ｬＺぐ自然光と介わさ っ て ｲ ｬ Ｇ ￍｩ ｾｾｬ なイメージと 制動 ｬ さのある大

空 Ｑ Ｑ ｜Ｑ を 泌， ｾ Ｚ ｈ して い る 。

また、 外 に広く 1J f. 1かれ たエコプラザは見学者ルートを持っており、

大|妓j荷稲祉の ま ち づ く り 条 例 強ul1i 必準適介託の交付 も受けている

( 刃金国雄 ー熊倉昌志/ 大林組)

所 在 地 一一一 大 阪府 和泉市 テクノステージ2-3-11

敷 地 面積 一一一 11 ，217.2 8 m

建 築面積 一一一 5，537.2 4 m

延床 面積 一一- 8，560.5 9 m 

摘 造 規 模 一一一S 、 2 F

工 期 2002年 4 月- 2003年 3 月

最 寄 駅 泉北高 速 鉄 道 和 泉 中央 駅

鋸 影 一一一上諸 尚 美

断 面 図

左 頁上 施設東側全景 ( 左. 本社社屋、右 和 泉 工 コ プ ラ ザ)

下 工コプラザ1陪ヤード部分

右頁上 工コプラザ西側外観

中 工コプラザ外部階段

下 本 社 社 屋 全 崇

制
山

F

刊

川

P

叩
山

F

制

川

P

一
回ーー一ー一一ー
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設 計 ・監 理・

竹 中 工務 庖

施 工・

竹 中 工務 庖

東洋製躍中条社宅

食品m符総を製造する大子メーカーの十|宅の込IHヰえを行 った。

厳しさを閉す111=今の社会状況の '1 'で、この純のJt/I ド. 胞設のあり j j そ

のものがＩ ｾ｛ｬ ｉ Ｈ されつつある 。 他 の保 イ ＱＢ Ｊ Ｑ Ｚ 宅との ｘｙ 己をノ ｼ 二み ＱＧＱ Ｑ Ｑ す Ｚ ＲＺ ｉ ＮＢｲ Ｑ ・

設 倒的 「ゆとり 」 の ｶＺ 易な採 川 は厳しく ｦ ｊ ｬｩ ｬ Ａｩｬ ｊ され、 ｊ ｮ Ｒｲ ｴ ｾ おの必然性

カ河川L 、u' l さオ1 る。

しかし、こうした状況は却 って( f:宅11¥j に茨求される本米的 な 11' (J

とは何 かを与える契機を勺えてくれた。

ディテールと全体、京料と )1主体、それら相互の関係と秋) joを厳待; に

組み立てること 。 それによ って彼得される住空11¥1の は り を 川 うと

いう、設日|において追求されるあたりまえとも行える行為にもう

岐点呼 ｴ に取組むことから、何かの ｷ ｲ， 答［を ｦ ｾｽ ょうと与えた 。

・jJ ioli ，みにワえる :ur しい秋})';

敷地 はやや過信で特徴の乏しい住宅地 にある 。 そこに悠つ集合11:. 宅

として、 ｲ ，ＧＱ￬ｾｩＡＧ ，ぷのある Ｈ Ｑ い ｬ 侃によるシンプルな外仰を勺えることで

街並みに新しい秋序を、また、シンプルな '.1'にも印象的なフ ォルム

を持たせることで記憶に残るＩＱ｜｜京をｦＺ Ｑ ＮＱ Ｑ ｾ Ｑ Ａ ，することを Ｎ ｴ ＱＺ Ｑ 文 ｼ した 。

. シンプルな秋山がっくりだす{ _ i : J _ ) 辺境の 11'U

余分な2 X i : ポゃをtt1: 的 なな匠は極力排除し、集合住宅を桝jえするれ々

の自1I分と、それらの関係をいかに美しく見せるかに腐心した。

|士|い而やフレームが' 失mし、浮かんで、いる 。 それらは) 1 ¥¥誌を切取り、

やや街並みの '1' で大きなスケールとなるヴォリュームを分節し、抜

けのある通りのよい表 的 をノ ｼ ご み ｉｾ ｉＡｉ している 。

ill 築、桝五i 、設(，Hi から外椛訂阿まで、可能な|浪り単純な 「秋J ド」の

上に組み立てた 。 それらが、ここに氏、まって住むＭＱＧＧｩＧｾ 、lIt 代の生活の

11' およ」 として、 i迎} . l 1 に緊張感と美認識を伴った、ある日! の 「心地

よさ J を生み出し似るのではないかと考えている 。

所 在 地 一一一 大 阪 府 茨 木 市 新 中 条 町2-7

敷 地 面 積 一 一 一2，188.31ni 

建 築 面 積 一一- 661 .84 ni 

延 床 面 積 一一一2. 804. 69ni

構 造 規 模 一一- R C、 6F

工 期 一一一2002年 4 月- 2003年2 月

最 寄 駅 一一一 J R東 海 道 本 線 ・茨 木 駅

撮 影 一一一古 川 泰 造

<;"1合析犬/ 竹 '1' 仁務};1";)

配置図・ 1階 平 面 図 1:  1200 
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都市環境の共同所有 ¥ おせ っかいのススメ

森 山 正 和

ｷＭ 門 分里子を 問われれ ば 「 立ＮｬＡ ｾ お Ｎ &'11市関与Z工学」 と答える τl干に

している 。 しかし、呪花私たちが生活している背11"1を 「紺iノjり

され斜る環境とするには［ｊＮｦ ｽ ｊ ｾ のハードルが日すぎて Ｑ ｮｕｊ 感に襲

われる 。蜘妹の* が空を桜うかのような電線の見T1T しさに伯り

を感じながら大方の人々は公 ｉ ｾ ｾ 院 し ｉ ｾ ｊ 也 もほとんどない 件 ｊ セ 官 ｉｉￎ 桁の

i15いM! I"I に耐えてきた。 おそら く風桁のある 美 しいMII"i セII'dを

共同で所有する道を見1'1'，すことに火ー敗してきたのではないだろ

うか。未だに感ぜられる殴米諸1.liIの /f llrl i J)j'JJ党における先進性は

人々のノtffi になくてはならない施設や設備などの作l型的 な共|白l

ￎｾ ￭ イ ｉ の形態が発迷しているところにあるのではないだろうか 。

しかし、それに気づきながら組織ii i
.位の見当述いの1児科Iから解

き放たれ得なか っ たのが我々の ｊｊｾ 兆ではないであろうか 。 ｍＡ Ｑ Ｂｩ

は人々が制14f に住むと乙ろである 。 そこには共有の 向然、共イl

の美しい空間があ ってはじめて121かな都"1生活が成立する 。 そ

のためにはやはり客観的で、冷仰な科学的介在II 性を慌にしてし|本

の伝統や近代化 を再考し、 ltl かなノ1"滑空1，'¥] を築く ) 1向 に歩み1'1'，

さなければならない。 J :: J 也が投機の対象からはずれたかの感が

ある 今 こそ 、美 しL 情11"1を浴uるチャンスではないだろうか。

神戸大学工学部建設学科教慢

「植物の幸せJ 乙そ機能緑化の決めて

大 高 一 博

快適な白11市を作るため、 j五上緑化 が話題である 。l五上緑化の

良いところは、ヒートアイランドを防 ぐ、建物の冷I万負併を減

らす、人に in月L 、をワえる、の 3 つといわれる 。 しかしこれらの

;.':J JJ.Hは、いずれも緑化 に十分な水や上段、風通しなどの条件 が

liili わって初めて発押 されるものではないだろうか。

たとえば、緑化 がヒートアイランド、防止に役立つメカニズム

とは、 円射熱を本分蒸発によ って治熱に変換することである 。

緑そのものは 日射 のl吸収がよいので、恭li 女作用で熱を水蒸気と

して ｊ ｩＵ ｕ ｉＧ ， しないと植物そのものの体 Ｑ Ｑ Ｑｾｌ が高くなってしまう 。 従

って、ぷl放作用の活発な植 物がこの H的に向いているし、常に

卜 分な水と 風通し が与えられることが必要である 。 ＭＪが Ｑ Ａｬｾ くて

も大丈夫なカラカラの柏物を風通しの必 いところに柏 えておい

てもヒートアイランド防 止にはならない。

次に緑化の断持続))栄 を考えると、 ill ' } l i なことは、上のjヲーさと

保水性にあると思われる 。 七は断熱材としてみると必ずしも殴

れた材 料ではない。熱伝導率 ( 熱の通し易さ) はコンクリート

の 77i リほどもあり、グラスウールと 上t，べると 201背である 。 しか

し民家の分厚い土壁から想像できるように、 j扉いー|二段は熱の通

し易さを熱谷呈でカバーする 。任の熱を千;Jtえて時mlを稼ぎ、 ィ矢

に放熱するので結果として断熱効果を発押する 。 また水 を合む

と常 に- * 分蒸発を維持して 向身の1rit1友を 低 く保つため、条1' 1に

よってはほどんど熱を 通 さない材 料に変わる 。つまり 上 はJ'? さ

と保水 ｼ 企があることで 、 ＱＱ ｾ 尚 の ｴ ￬ｖｊ を発 ｊ 軍する天然 糾 といえる 。

このように考えると緑化 は r 1分 なぶとよ と風 通 しJ という

「 柏ｾￍＧｽ自身にと っ て 幸 せな関 ｪ 党 」 が、人 間 にとってもその機能

を ｬｬ ｾ 向に発押させる条 ｦ 十 であることに気づく 。 やはり生き物と

の ｾＱｾ イ子とは ｾｾ Ｚ ｉ 子のことを十分考えるということだろうか 。

日建設計大阪設備統括部長

16  強築と社会 ・2003. 5

千 葉 桂 司

先 LI 、ある座談会の司会 をした。 そとで 日限部出てj乙( ひぎり

まりこ) さんにお会いした。 ご存知のとおり 日限 さんはアメリ

ヵ ｾ［ ， ｊ や 北 ｊ ｪｩ￯ｬ ｴ ｬ ー などのまちづくりのキ ッ カケをつくり ￱ てた ｪｊ だ Ｐ

ｾ ｉ ｉ のテーマは少しキザ っ ぽいが、 「美 しいまちづくり 」。

その '- 1' で彼交は 「討はおせっかいをやいて、 1:1ヲを育てる人が

いた。私も科い人迷やお山や旬 Iに、 _ .;j;ィ、おせっかいをやいてき

た。J ｲ おせ っ かいは ｬ ｾ ｴＧｊｉＺ としては成り 立 たない 。 でも 同 じ考

えの人が集ま ってきて、街が動 き，'1' ，した J rもっとおせっかい

になると楽しい簡ができる」 と。 それを受 けてI! C ¥海阪大教肢が

「頼まれもせず、倣がられるけどやる 。小 さな動 きを集めて広

げるまちづくりこそ大 ・lり と 仁子く話をまとめて頂いた。

(j'ft! かに思う 。我 々建築をよす行 たちが、今、 街 に刻して峨々

なな兄や挺案を投げかけることがとても少なくな ったと 。かつ

て60ー70年代にかけては多くの辿築家が占11"1や街』こ 向けて発目ー

した。 いつのは1からか辿築家は白分の作品に閉じこも って、発

言 しなくな っ た 。 Ｚ ｾ ｉｉ｜ ｉ を作る立 ｴ 築家迷が 都 ｔｉｉ や街について諮ら

な くなって、街にはつ まらない控築が氾il 設するようにな った。

1 つの佳物をデザインする H与も、同じくらいのな気込みで、も

っと百II"i や街についておせっかいにな って欲しいものだ。 その

おせ っかいを平易な言葉で、 rli 民に語 ってもらいたい。

都市基盤整備公団関西支社副支社長

渋谷五郎・長尾勝馬旧本建築( 上巻) ( 下巻) J

( 学芸出版社 1954年 '1959年干1/)

樫 原 健

ＱＱＹＹ 年、東大 王 ｾ ・ ・ 南大 ＱＢＱ の ＱＧＫ 辿にあた っ て民 構 造で 補強し たノミ

竺織の 11木建築が生まれた。続く鎌倉・室III J)引に H木の代表的

な木造佳築が次々と立ｾてられ、 一 つの日本文 化 が完成した 。 ｲ 方

丈記J <II! 息長11m にあるように、 " 1 世から近 世に入ろうとする

1585年に京都を襲った大地淀はじめ屯巻や火災などの災? ? が美

しい建築をhi'tJ 決したとともあ った。 しかしうち続く災害に l耐え

た 11木建築も現 代に多く残 っているのである 。 日木の伝統的な

控築中1IIIt 法は硯代一鎧築や米主|その建築に刻して教えるところが大き

いはずで 、 ある 。 ｬ リ ｼ 治 以降 の ｉ ｌｹ 洋技術導入の ｈｾ で、あるいは戦後

のがむし ゃ らなＱ￭ＡＺＡｬＧｬ ｾ 'J  i業とこれに続く経済成長のもとに 、われ

われ ＱＱ 本人は ｩ ｾ ｩ統の継ポという大 切 なことを忘れていたのでは

ないだろうか。 その反省に立っ て 11本住築を見直し たとき、 11

本建築の歴史的な仕峨や巡り方、独特の桝造技術について系統

立てて説明する本がなかなか比つからず、断片的 な学術 論文 や

ｌｉ 本位築の雌史 干 ｲｾ に ｍＱ らざるを ね なか っ た 御 にも多いかと 思 う 。

しかし、ここにまれに見るロングセラーの教科占 がある 。JJ i' iQ' i2

は大正則に生まれ、 II r{ 利 12年に 同卒さ れて、 l以後にf創 刊された

本引 は、満足な木造住築の教育を受け得なかったわれわれによミ

E な的報を与えてくれる 。

(株) 鴻池組建築本部エンジニアリンデ部長

建築の眼
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総論

五感を考える

山 中 俊 夫

はじめに

「いい建築とは? J 、この間いに一言で答えられる人は少ないで

あろう 。建築の評価には様々な側面があり、時代、文化、地域、評

価主体によ ってその答えは奥なると考えられる 。ただ人は建築を

様々な感覚によ って知覚し、さらに認識し、自身の知識を基にした

思考を経て評価する 。ここで言 う感覚には、 「視覚J 1唆覚J 1聴覚J

「自rt! 覚J 1温冷感」などをはじめとする様々な感覚がある 。人r: 日の感

覚の代表的なものとして五感 (視覚、 l奥覚、聴覚、白rt !覚、味覚) が

挙げられるが、こと建築の評価に関して言えば、建築を舌で、味わう

ことができないゆえに、 「味覚j と 「温冷感」 を入れ替えた五つの

感覚こそ 「五感J と|呼ぶべきものかもしれない。本稿では、建築評

価iに欠かせないこれらの五感を題材として、建築内外において人を

取り巻く環境と人間とのかかわりにおいて五感の果たす役割につい

て考察することで本号の特集である 「建築と五感J の導入としたい。

環境と人間

人は、自身を取り巻く環境からどのような経路を通して刺激を受

け、それにどう反応するのであろうか。図 1 は赤木ら 1) が環境作用

と人間の反応との関係として示 した図である ( 一部追記) が、光、

音、温度、空気などの環境から各種感覚器官を過して受けた刺激が

感覚中枢によ って知覚され、認識し、行動へとつながるプロセスを

模式的に示 している 。例えば、 「いい建築だJ 1好きな建築です j

「快適な建築やj などという様々な建築の 「評価」は、図中の 「行

動」に当たるものであると理解することができる 。人が自分の判断

を言語を用いて表現するとき、それは単に知覚のみならず、認識や

思考とい った高次の精神活動を経ていると考えられる 。 しかし、そ

温熱環境 空気環境 など

自由自画など |

|感明白由自由直日

正 二 二 Ｚ［ ＺＱ ァ ｉ ｾＭＭＭ ＿Ｍｩ

?:? |  環境認識 |付 :  I  

1  知識 思考 r---- ・Jj

図 1 環境と人間 (文献" に一部泊 ;tc)

18 建築と社会 ・2∞3.5

こには必ずバイアスがかかる 。「明るいけれど、何か嫌だJ 1締鹿だ

けれど冷たい感じがして好きになれないJ 、こうい った人間の微妙

な表現の裏には、それまでの記憶やも っと原初的な気持ち、ときに

はトラウマなどが評価を動かす大きな力として働いていると考えら

れないだろうか。また人間の認識がもたらす心理的な作用もこの気

持ちを作 っているのではないだろうか。例えば、人は長い冬の支配

にや っと陰りが見えるようにな った春先に、少し肌寒い風を感じな

がら日光浴するときの快適さを経験するとき、その太陽のまぶしい

エネルギーを決して不快なものとは思わないであろう 。 しかし、そ

れと同じ照度を 実験室内において人工光源で作り /1¥すとき、人はそ

の I1直しさ 」に不快感を感じる 。これは、太陽の光が地球上の全生

物に恵みをもたらすものであることの認識、あるいは生物としての

太古から遺伝子に埋め込まれた記憶が、どんなに|位しい光であ って

もそれを受け入れ、好意的に評価[j する方向への大きな作用にな って

いると考えられるのである 。その心理作用を取りあえず 「情緒J と

|呼び、図中に併記した。ここでいう 「情緒J とは、人 間が快適を感

じたり、幸せを感じたりする 気持ちの働きを表現するものとして理

解して頂きたい。

このように環境と人とのかかわり合いは非常に複雑であることか

ら、ある建築内外におかれた人がその環境あるいは建築をどう評価

するかを予測したり推定したりすることは非常に困難な作業である

と言えよう 。 しかし、| 時として建物を設計するとき、建築家や建築

技術者は勇敢なる決断を迫られる 。ある事務室の窓の大きさを決め

る、天井に取り付ける照明器具の数を決める、こうい った通常何で

もなく行 っている設計行為の根拠としては、例えば! ! l i ( 度と 室の明る

さ感との関係、明視四要素 (背景輝度、世li 度対比、 大きさ、| 時間)

と文章の読みやすさとの関係などの基礎的な環境工学の研究データ

が必ず存在している 。 しかし、それらは無機質な笑験室内において

強制的に次々と提示される条件に精一杯努力して「明るさ感」ゃ

「読みやすさ 」の主観評価 を申告している数多くの被験者の努力の

成果であり、現実の空間における非常に数多くの影響要因を単純化、

均質化、あるいは排除した結果得られた限定的な適用性を有する評

価liであることを忘れてはならない。学問とは、少なくとも工学が学

問と呼べるならば、そのような単純化こそがモデルであり、方法論

であり、それを否定する ことは学問の発展を阻むことになるのであ

ろう 。考えられる限りの要因を考慮する試みは、モデルの精度を高

めるであろうが、それは果てのない自慰行為に繋がる危険性を苧ん

でいる 。放に必ずしもこの 「情緒」ファクタ ーを評価に組み込む必

要はなく、 実際数多くの建築環境心理学研究において無視されてき

た。多くの心理II 評価実験から研究者があぶり出 したいも のは、設計

に直結した答えを常に出 して くれる標準人間なのである 。



曝覚

2%  

図 2 五感を通した脳への情報量の比較 21

話が少々脱線したが、 このような環境と人間とのかかわり 合いに

おいて、 五感こそが様々な環境条件の情報を提供しているのであり、

五! 惑を抜きにして環境を認識する ことはできない。図 2 は、 五l惑を

通して得 られる情報量の比率を示したものである 。視覚か ら得られ

る情報量が圧倒的に多く、 80%以上を占めている ことがわかる 。視

覚の次は角9!覚、 l聴覚と続き、 |奥覚、|床覚が最も少ない。人IIUが生活

を送る上で得ている視覚的情報量は他の感覚を圧倒していることは

明 らかであり、 高度な精神活動が文字を読むという行為の上に成り

立っ ていることからも理解できる 。図 3 は感覚と連動に使われる脳

の相対的な領域を 人体図を用いて示 したものである 。 この図か ら、

情報ii1: の多 さに比較して、視覚に使用されている脳の領域は感覚の

入力よりも (1恨の) 運動に使われている ことがわかる 。いずれにし

ても五感は人間と 外界とを結ぶ重要な情報の経路であり、 五! 惑に配

慮した建築設計をする ことが良い建築空間の創造に繋がるという こ

とができょう 。

五感の特t性

人の感覚を分類すると下記の通り、遠覚、皮膚感覚、深部感覚に

分類する ことができる 付。

1. ( 主要な遠党〉視、聴

2.  ( 皮膚感覚) fj!l! 、瓶、冷、 痛、|床、映

感覚 |  運動

ホムンクルスあるいは「小さな男」

人JUJの脳がどれだけ感党 (入力) に使mさ

れ、どれだけ体の部分を動かす こと( l 1J 力)

に使川 されているか、相対的に図示する万

法として使JHされる 。脳の大きな部分が、

手や顔、そして生殖絡に使われている。将

や生殖日告は巡動 よ り感覚により大きしま

i/  た、目や手は多くの感覚情報をこれらの部

分に依存するのにかかわらず、感覚 より迎

動により大きなl民の部分地河出Jf! されている。

図 3 感覚と運動に使われる脳への領域 31

3 .  ( 深部感覚〉筋肉、関節、平衡感覚、内臓感覚

視覚と聴覚は遠くに離れた物体か らの光や音 を知|党できること

か ら「遠覚j と呼ばれ、味覚と l央党は化学感覚とも呼ばれるが、舌

や必の粘膜 (1県上皮) を広く皮胞の一種とも 考えられることから皮

脂感覚に分類 されている 。深部感覚は筋肉や関節の位世や運動によ

る感覚、 三半規管などによ って生 じる 平衡 (前庭) 感覚、 FJgJ 臓感覚

を含んでいる 。 このように人間が環境を知覚する感覚は実は五感だ

けではなく、様々な感覚を総動員 して環境を知党しているも のと言

うことができる 。

五感の一般的特性として、祝覚 と聴覚及び触覚について知覚経路

を表 したものが図 4 である 。いずれも刺激→感覚器官→神経細胞→

Ｉ ｊ￬ｾ の感覚投射 領 という 経 路で人は感覚を 得 る 。 感覚によ っ てその 経

路は奥なっており 、そこからそれぞれの感覚悶有の特徴が得 られる

わけである 。以下視覚、聴覚、 l民党について概観する 。

視覚

目の構造はカメラに例え られることが多いが、 「ものを見る 」 こ

とは写真 とは異なり、視覚情報をどう処理するかという人間の知党

構造に依存するため、錯視をはじめとする様々な現象が知 られてい

る。図 5 は、眼球の網膜状に存在する照度分布に視細胞が反応して

その刺激を事11経細胞に伝えるときに、隣の視細胞には興千lfを抑制す

る信号を送る こと (側抑制) によって明るさの知党が笑際の!照度分

布と 異なってくる理由を模式的に説明した図である 。このメカニ ズ

ムは、 1865年に物理学者マ ッハによ って発見されたマ ツノ、ノ〈ンドの

説明図として池田引によ って紹介されているも のである 。このよう

に人の 目は網膜状の光の分布を正しく 評価しているとは限 らない の

である 。

また、我々が知覚している映像は写真ではなくあくまで心理像で

J Fぷi;db
ＧＢん皿 ｾｾ Ｚ Ｍ ｜＿ｻ ｾ i  ?  

， ［ ｾ ｾｾ ｾ ＼ ｓ＠ i  i  ｾ＠
D. 感覚投射領

(7-視覚，8・聴覚， 9・触覚)

A  

図 4 視覚 ・聴覚・触覚の知覚経路叫

19  
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あることを認識していなければならない。これはさまざまな錯覚現

象を見れば明らかであろう 。図 6
51

は1908年にイギリスの心理学者

フレーザーによ って考案された絵である 。何が錯覚かと 言えば、何

本かのひもが渦巻き状にねじれているように見えるが、実はこれは

渦巻きではなく、いくつかの間心円にな っているのに過ぎないので

ある 。信じられない人は円を鉛筆の先で、辿ってみてもらいたい。渦

巻きでないことがわかるであろう 。この図は人間の視知覚がいかに

不正確であるかを物語 っている 。図 7
5

) は1980年にイギリスの心理

学者 ピーター・トンプソンが考案した 「サ ッチャ ー錯視J と名付け

て発表したものであるが、人の顔の表情の認識が写真を逆さまにす

ると正しくできないことを表している 。左右の写真の表情の差は普

通に見る| 浪りさほど大きくはないが、本を逆さまにしてみると非常・

に大きな表情の差が現れてくる 。笑は図 7 の左の絵では、目と口の

音11分がくり抜いて上下逆さまに張り付けてあるのである 。

視覚の特性や錯覚についてこれ以上の説明は専門書に譲るが、以

上のように「ものを見る J ことの不思議さを再認識 して頂ければと

思う 。

ところで知覚した視環境を人はどのような ｾｉｉ ｊ 面で捉えることがで

きるであろうか。これには心理rrilllJ 定にどのような言語評定尺度が用

いられるかを調べれば良いであろう 。建築環境にかかわる 言語評定

尺度としては、 「明るさ J I1位しさ J 1見やすさ J 1読みやすさ 」など

があり、 雰囲気、印象、 美的評価になると 多種多様の形容調が用い

られているが、活動性因子、価値因子などいくつかの因子制|で整理

されることが多い。

聴覚

聴覚とは、空気の非常・に微細な圧力振動を鼓膜でキャ ッチし、耳

小骨によ って機械的に振帽を増幅し、その振動をリンパ液で満たさ

れた蛸牛管内の基底膜と呼ばれる l県上の聡細胞が刺激として感じ、

聴神経を経て音を知覚するものである 。振動の圧力が音として認識

されるわけであるにもかかわらず、 普通我々は音を圧力変動として

は認識していない。生まれっき耳の聞こえない人に音がどのような

ものか、つまり 音の肌触りを説明するのはかなり難しいことであろ

う。 また視覚では多くの錯覚が知られているが、聴覚についての錯

覚現象はあまり多くはない。そのなかでよく匁l られている錯覚とし

ては、シ ェパードの無限音階というどこまでも音の高さが上がって

いくように感じられる 音がある (図 8参照) 。

知覚した音 をどう評価するかという点においては、「音の大きさ

(I oudness) J  1ノイジネス (noisiness)J  1アノイアンス (annoyance) J

という 三つの心理的影響が知られている 。このなかで未だその評価fI

手法が機立されていないのがアノイアンスである 。アノイアンスは



音による迷惑さとでも 言 えようか。 これは音の評価において心理的

影響の大きさを表しているいい例である 。マンションで、生活上最も

問題になるのがピアノ、足音、ペ ッ トの l鳴き 声 などの生活騒音であ

る。1974年には階下の住民のピアノの音に腹を立てた住民による殺

人事件が起 こっており 的、同じ音刺激が音楽にもなり騒音 にもなる

のが音のむずか しいとこ ろである 。m: 車の中でのヘッドフ ォンの音

や寝静ま った夜のバイクの音などのように、 音の発生状況や内容、

li 日く人の状態、聞く人と 音源との関係などで変わ ってくるのが音の

アノイアンスなのである 。アノイアンスと同種の心理側而を反映し

ていると考えられる騒一音の不快感に| 刻して言えば、騒音暴露量の不

快感に寄与する程度はせいせ. い20%であり、 音源に対する態度や騒

音に対する敏感さなどの個人的な要因の方が寄与率が高いという こ

とも報告されている 8) 。

唄覚

|央党は五! 惑のなかで最も原初的な感覚であり、人間の生存にと っ

て必要不可欠な感覚であるにもかかわらず、以外にそのメカニズム

は知られていない。図 9 は非の断而図であるが、においを感じる峡

細胞は、鼻腔内の奥深く、 JI単に近い天井の小さな l史上皮 ( 1県粘膜)

と呼ばれる部分に密集している 。その l皮細胞は網11長く、その一端が

頭蓋l控内に入り脳の先端部にある l央球につながっている 。|政調11胞か

ら発せられた信号は|奥球を経て |央脳( 脳の辺縁系) に伝えられ、に

おいとして知党される 。 このようにｼ見調 ＱＱ 胞が Ｉｊ￬ｾ の辺 縁系に直接つな

がっていることが、においが他の感覚に比べて原初的で感情と結び

ついている 一つの原因である 。感情と結びついているため、におい

の記憶は画像の記憶に比べて消えにくい。図10は、 1977年にエンゲ

ンによって調べられたにおいと画像の正再認率の| 時間変化である 。

再認率とは、対で提示された画像ゃにおいのうち一度提示されたこ

とのあるものを 言い当てる割合のことであるが、画像とにおいとで

は顕著な差違があることがわかる 。においは提示された直後でも正

しく認識できる割合は70%程度だが、 l 年後でも同じように正しく

認識できる 。一方、画像の場合には、提示直後では完壁に認識でき

るが、 4 カ月で・正再認識率は60%以下に下がってしまう 。においは、

感情と結びついているが放に長く人の記憶に留まることができるの

である 。

おわりに

紙而の fl剤約で、五感全てについて述べることはできなか ったが、環

境デザインを行う上で、五感の役割を考える際の参考になれば幸い

である 。
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感覚 !  視覚

視野制御ガラス

近 藤 正 之

現代において、建築における関口部の役割が非常に注目を 集める

ようにな ってきている 。従来、内装、外装を問わず、関口部は建築

にはなくてはならないものであり、建築物の内部に生活する人々に

快適性を与えるものであった。 しかしその反而、熱、日射、 音、プ

ライパシー、防犯などといった面から考えると、建築を構成する他

の要素である壁、屋根などとは異なる難しさがあり、極端に言えば、

関口音11はすべての要素に関して、背反する 二面性を要求される 。例

えば、内部空間に快適性を与えるために採光はしたいが、光のエネ

ルギにより内部の温度が上昇しすぎて冷房負荷が増大するのは防ぎ

たいなどである 。一つの要素のみで説明したが、実際はすべての要

素を満足しなければならない。残念ながらこれらすべての要素にお

いて満足すべき性能を備える材料は存在しないため、実際には何か

を犠牲にし、あるいは複合させて使用しているのが現実である 。こ

こでは、人間の視野に関する制御という 意味で使用される関口部用

のガラスについて代表的な二つの製品を紹介する 。

瞬間調光ガラス「ウムJ ( プライバシーガラス)

カプセル化された液晶を透明導電膜付き P E Tフィルムの問にコー

テイング した液晶フ ィルムを 二枚のガラスの問に挟み込んだ合わせ

ガラスであり、液晶層に電圧を印加|した状態では透視、電圧を印力n

しない状態では不透視 (光の散乱) となるガラスである 。

・構造

二枚のガラスの関に液晶フィルムを特殊な接着層 を介して挟み込

む構造であり、ガラスが万が一破損しでもひびが入るだけで脱落し

ない、安全ガラスの一種である 。(図 1)  

フロ ト板ガラス 中間膜

フロート板ガラス

図 1

- 原理

液品フィルムは、ポリマーマトリ ック スの中にネマチ ック液晶を

分散させ、直径数 μ mのマイクロカプセル化された液晶エマルジョ

ンを 2 枚の柔軟性のあるプラスチ ックフ ィルム (P E T) に挟んだ構

造とな っている 。 このプラスチ ックフィルムの液晶層仰lには金属酸

化物である透明導電) 院が コーテ イングされている 。図 2 に動作原理

を模式化して図示する 。電圧が印加されていない状態( 図 2 a) で

は棒状の分子 として表現される液晶分子はカプセルの内壁に沿って

22 強策と社会 ・2∞3.5

カプセル 透明導電膜 カプセル

一一一一ー一、、

図 2 a 図 2 b

整列する 。この状態で液品フィルムに入射した光は、ポ リマーと液

晶の屈折率の迷いおよび液晶の複屈折性によ ってカプセルの内聞は

内部で屈折する 。その結果、光は直進できず散乱し、液晶フィルム

は不透視に見える 。電圧が印加された状態( 図 2 b) では、液晶分

子が電圧を印加された方法と 平行に並ぽうとするため、電極に対し

て垂直に配列される 。この状態で、ポリマ ーと液晶の屈折率が一致

するために、カプセルの界面がないのに等しくなり、光は散乱せず

に直進する 。その結果、液晶フィルムは透明に見えることになる 。

・特長

このような新しい技術を利用した液晶方式調光ガラスの特長につ

いて述べる 。

(  1  ) きわめて速い応答速度

応答速度がきわめて速く、| 即時に透視度を変化させることができ

る。不透視から透視へは 1/ 1000 秒単位、また透視から不透視へは

1/100 秒単位の速度で変化する。

(  2  ) 大きな寸法

新しい液晶シ ート の開発により 、最大で、約2700mmx  990mmとい

う大きなガラスが製造できるため、通常のガラスと同じ感覚で建築

に使用できる 。

(  3  ) 消費電力が小さく経済的

消費電力が非常に小さく、ランニングコストが小さくてすむため

に非常に経済的である 。調光ガラスを透明にするために必要な電力

はわずか3. 5W/ ばであり、得られる効果の大きさからすれば驚くほ

ど経済的である 。蛍光灯 一本分と調光ガラス 10ni の消費電力がほぼ

等 しい。

( 4 ) 優れた安全性

調光ガラスは物理的な構造から 言えば合わせガラスの分野に属

し、強力な接着力をもった中間! 院が二枚のガラスをしっかりと密着

させている 。従 って、自lれにくく、たとえ割れてもガラスの破片が

落下したり、飛散したりすることがない。

(  5  ) 多様な電気制御

調光ガラスは電気で動作するために、電気信号による制御が可能



写真 1 写真 2

である 。従って各種プロ グラミングによる個別の制御、各種センサ

ーとの組み合わせなどと、組み合わせて使用することもできる 。

・調光ガラスの製品仕様

調光ガラスの製品仕様を表 1に示す0

・調光ガラスの使用例

(  1  ) オフィス空間での使用例

写真 1 および写真 2 はオフィスの応接室での使用例である 。オフ

ィスは二つの側面を持つ。一つは当然のことながら企業内部での必

要性によるものであり、ここでは事業に従事する人たちに働きやす

い環境を与える こと によって、生産性を向上させる ことが必要とな

る。もう 一つは顧客との重要な接点となる場所としての側面1である 。

金融などの自に見えない尚171を扱う企業にとっては顧客を4整得する

ための重要な活動拠点となる 。写真の例では、通常その応接室が使

表 1 瞬間調光ガラス「ウムj

品種 ｩＱ ｮｾ￭ ｬｌ力 応答速度

ウム

スマート

ウインドウ

3.5 W/ ni :  ON  

ウム

(透明 11寺) OF F  (不透明) → ON (透明J )

スマート

約1/1000秒

スクリ ーン

O N  (透明) → OFF (不透明)

約11100秒

ウム

0. 3W/ 111 :  ON 

24V 

タイプ

(透 IYJII 寺)

写真 3 写真 4

用されていない場合には調光ガラスを透明にし、より広い空間とし

て来訪者に認識してもらい、 IJ 日放感を与えている 。同時に家具など

の効果的な配世により、インテリアに拡がりを持たすことができる 。

その反面、業態によってはプライパシーが重要視される 。来訪者が

ある場合には、調光ガラスを不透視として顧客のプライパシーを確

保する 。この二而性によ って顧客に企業力を認識してもらい、信用

などに基づく| 刻係を築くことができる 。ブラインドなどとは異なり、

先進性を感じさせ、さらに ijl;. 耐性、メンテなどの面で優れていたた

めに常にその美 しさ、機能性を保つことができる。

(  2  ) 建築における演出性の創造

写真 3 、4 、5 はホテルに併設されたチャペルでの使用例である 。

本来の外装は透明ガラスで構成され、その内側にダブルスキンとし

て調光ガラスが施工され、調光ガラス l 枚ごとに単独でON/OF Fが

制御できる屯力供給方式が採用されている 。一般的に言 うと、ホテ

ルに併設されたチャペルは教会ではなく、結婚式などのセレモニ ー

用である 。その而から 言えば、チャペルに独自性を持たせ、さらに

セレモ ニー を魅力的なものにすることで集客力が増すことになる 。

さまざまなi貸出パタ ーンがあるが、 一例を挙げると 、

①新婦の入場前はすべてのガラスが透明

②新婦のバ ージン ロードの歩調にあわせ、その位世にある両側の

ガラスが順次不透視になる 。

平行光線透過率 へイズ率 iIl i原

透明時 72%  透明JI 時 6%  

不透明時 ・8% 不透明時: 88% 

A C100V 

50/60Hz  

透明l時 :  69%  透明l時 :  11%  

不透明l時 196 不透明l時: 93%  

透明時 :  73% 透明H寺・ 4% AC24V 

不透明時: 12% 不透明 11寺・ 77% 50/60Hz 

写真 5
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①神父の言葉につづ き、新郎新婦の苦いの言葉が終了すると同時

に全面のガラスが透明になる 。

視野的に閉鎖され、外部と遮断された厳かな雰閲気のl中で行われる

儀式の終了に合わせて瞬時に してガラスが透明になる ことにより、

閉鎖空間が|苅放空間に変化 し、新郎新婦の喜び、と輝かしい未来が表

現される 。

(  3  ) 映像スクリ ーンとしての使用 ( ウムスマ ー トスクリ ーン)

この調光ガラ スの特殊な用途として、プロ ジェク ターなどの映像

投影装置のためのリヤプロ ジ‘ ェクションタイプスクリ ー ンとしても

使用できるが、その例を写真 6 、写真 7 に示す。調光ガラスの背後

のプ ロジェクターから投影された画像を反対側から見るためのスク

リーンとなる 。調光ガラスを不透視とした状態では完全なスク リー

ンと しての映像が得られ、透明状態でも映像が得られ、いわゆる透

明スクリ ーンとして活用できる 。すなわち、透明ガラス、 映像スク

リー ン、透明スクリ ーンの三種類の機能が一つの製品で、実現で、きる 。

( 4  ) エレベータでの使用例

いわゆるシ } スルーエレベータの外に面するガラスにも調光ガラ

スが使用されている 。一番多い例では、 シャフ ト内を通過中はシャ

フトの内壁 を見せないために不透視となり、 f託銀が望めるところか

らガラスが透明になるように自動で、制御される 。

最近採用された例では、来客が任意にO N/ OF Fを切り 替える こと

ができるシースルーエレベータも登場 している 。401暗に近いビルの

エレベ ー タに採用されているが、 こ の エ レベ ー タが ｾ ｉ ￴ Ｇ 常に高速運転

され、 しかも 高い位置から下を覗き込む ような環境にある 。そこで

その速度や高 さに不安感を感じた場合には、操作パ ネル上に O N/

OF Fスイ ッチが設置され、乗客が自ら不透視とすることができる 。

写真 6
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視野選択ガラス「アングル21 J  

視野選択ガラスは 「特殊な光学特性を持つ高分子膜J を挟み込ん

だ合わせガラスである 。入射角の違いで光の透過状態が変化し、見

る角度によ ってガラスが透明・不透明となる 。見える角度が異なる

= つの タイプが用意 されている 。縦 横使いする こと で、上下 ・左

右方向での視野の選択ができる 。A タイプ、B タイプ、 C タイプのガ

ラスがあり、前方、上下方向、下方向とそれぞれに視野を選択 (制

限) することができる 。 また横使いすることにより 左右方向の視野

を選択できる 。

・特長

(  1  ) プライパシ ーの保護

前方は見えるが上下の角度は見えない選択をする と、上下から見

られない環境を得られ、前方が見えない選択をすると 、空は見える

が前方から他人 にのぞき込 まれない環境が得られるなど、プライバ

シーを確保しながら、それ以外の視野は確保する こと ができる 。

(  2  ) 光の拡散と透視性

不透視の方向からの光は拡散されるため、直射日光を拡散し柔 ら

かな光がとりいれられ、同時に選択された角度の景観を見ることが

できるなど、 二面性を持った窓を得ることができる 。

(  3  ) 優れた安全性

合わせガラス構造であるため、割れにくく、たとえ割れても破片

が落下したり飛散 したり しない。

・製品仕様

視野選択のタイプは三種 類 ( 図 3)  

最大寸法 縦使いの場合 H2438mmx  W1219mm 

検使いの場合 H  1219mm x  W2438mm 

構成されるガラスの種類によ ってこれ以下となることもある 。

写真 7



Aタイプ 正而不透明タイプ H イ1: 正面透明・片}jiOJ 不透明タイプ Cタイプ :正面通明。両方向不透明タイプ

視点から正面方向に、 視点から正而の片方向

約50。の範聞は不透明 に、約25' - 約55' (約

状態となり、それ以外 30' の範聞) が不透明

の部分は透明となるガ 状態となるガラス

ラス それ以外の部分は透明

図 3

- 視野選択ガラスの使用例

約30.

約30.

視点から正而の両方向

に、約25' - 約55。まで

(約30。の範閤) が不透

明状態となるガラス

正而約50。の範聞は透明

写真 8 、 9 は住宅のテラス部分に使用された例である 。 この住宅

は人通りの多い道路に而しているため、透視性のある手摺り構造と

した場合に、すぐ下を通る 人から見られるという悩みがある 。 ここ

で視野選択ガラスのB タイプを使用することによって、下から覗か

れることを防止し、同時にテラス手摺りの内側から、水平方向の視

野を確保することができる 。

視野制御ガラスの将来

以上に述べてきた二つの機能を用途別に使用することにより人間

の視野を制御することができる 。 しかしながら、 二つの製品の性格

は明確に異なる 。調光ガラスによる視野の制御は能動的( アクテイ

プ) であり、視野選択ガラスによる制御は受動的( パッシブ) であ

る。調光ガラスによる制御においては、使用する 側が電気的に

ON/ OF Fするだけで他者の視野を制御することができるが、視野選

択ガラスによる制御の場合には、あくまで想定された他者と自分と

の位世関係に依存し、その範囲内で、のみ制御が可能で、ある 。 しかし

写真 8 写真 9

ながら両製品に共通することとしては、 一つの製品で従来、複数の

ガラスが持っていた機能を実現することができる画期的な商品で、あ

るという ことであ る。

最後に視野制御ガラスの将来について語りたい。視野という 言葉

には二種類の意味が含まれる 。一つはここで紹介してきた、 「見え

る、見えない j の視野に関する制御である 。 もう 一つは「目に感じ

る明るさ J という概念である 。調光ガラスと視野選択ガラスは「見

える、見えない」は光の透過の性質である直射と散乱を変化させる

ことにより制御できるが、明るさの制御、すなわち「明るくする、

i倍くする 」 というエネルギの透過に関する調整ができない。

ここ 最近の建築の トレ ンドに| 刻して言えば、透明性を追求する傾

向にある 。窓に| 刻して言えば、フロアから天井まで透明ガラスで構

成され、窓、と壁の区別は無くなっている 。Low-E ガラスや熱線反射

ガラスなどの技術によってエネルギの制御 に対する配慮はされてい

るが、あくまで機能に関しては一面性しか持たない。 日射の制御や

プライパシーの確保に |刻しては相変わらず従来技術のブラインド、

ロールスクリーンなどが使用されている 。冒頭に述べたように、あ

るl時はありのままの景色を見たい、ある時は まぶしさを防ぎたい、

夜間には外部からの視線を遮りたいという視野的な選択ができ、冬

季と夏季でエネルギの取得率を選択したいなどといった矛盾する機

能を 一つの窓で実現できるのが理想である 。それを実現するために

各社で様々な開発が行われている 。エレクトロクロミ ック、フォ ト

クロミックなど様々な方式による試行錯誤が行われている 。

ψ 社では、以上に紹介した液晶方式の調光ガラスを発展させた製

品の開発中である 。液晶に特殊な染料を混合し、エネルギの透過率

を変化させて、省エネルギ機能を持たせる 。現在の「見える、見え

ない」の機能はそのままに、より付加価値を付け、用途をさらに拡

大するものである 。 これを 実現する ことによ って、建築デザインの

自由度も拡大されることが期待できる 。 まだまだこの分野は発展の

余地が残され、さらなる努力が必要であることを認識して当社でも

開発を進めていく所存で、ある 。

( こんどう まさゆき / 日本板硝子ウムプロダクツ株式会社営業部営業部長)
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感覚 Z 聴覚

日本建築にみる伝統的な癒しの音

十 倉 毅

日本の盲風景

「残したい日本の音風景100選J ( 実業之日本社、環境庁監修、

1997年) という本がある 。同書に付属 C Dのないのが惜しまれるが、

それでもページをめくると豊富なカラー写真と簡潔な説明が楽し

め、それぞれの音色をある程度想像できる 。

この 「日本の音風景100選」は、環境庁の事業 としておこなわれ、

ュ国の個人および各種団体から合計738件の応募があ ったという 。

募集| 侍の基本コンセプトは、「人々が地域のシンボルとして大切に

し、将来に残していきたい音風景J である 。選定にあた っては、 9

名からなる 「日本の音風景検討会J が一定の基準をもとに、ょうや

く100に絞 った、と同書のあとがきにある 。 9名はいずれも都会に

住む人である 。 したがって、人選を変えれば内容も変わるという向

きもあろうが、それを言い出したらキリがない。

「オ ホーツクの流氷j 、「ねぶた祭り」、 「水沢駅の南部風鈴」、「伊

勢志摩の海女の磯笛j 、「三井の|免鏡J 、「京の竹林」、 「琴が浜の鳴き

砂」、「 山口線の S LJ、「出水の鶴」、「エイサー J (11ド純県) など、

映像でおなじみの音風景も入っているので、まずは妥当な選択であ

るとしよう 。

100選の内訳は、自然が奏でる音風景52カ所、人と物が奏でる音

風景品カ所、いずれも「聞いて・見て・心が和むJ 点で共通する 。

l聴覚だけではない。視覚だけではない。これらが海然となるところ

に音風長、あるいはサウンドスケ ープなる造語が登場する 。そして、

さきの「心が手11むJ は、 「ヒトを癒す」と同義語と解釈される 。

音風長 1100選J にお ける 音そのものは、音の大きさ- 高さ・音

色( 音の三要素という) がそれぞれに奥なる 。また、音の持続| 時| 旬、

減衰状態も異なるから、音を周波数分析したとしても共通の要素を

見出すことは、まず不可能に近い。つまり、 「癒しの音J の音響的

特徴は、その不規則性にあり、これを「ゆらぎj とl呼ぶこともある 。

以下、本稿では「日本建築にみる伝統的な音」を探る ことにする

が、そのほとんどが上述の 「癒 し系j に属する 。

鐘の音・太鼓の音・水琴窟・風鈴

前述の「人と物が奏でる音風景品カ所J のうち、わが国の伝統建

築もしくは庭園に関係するものに、「鐙の音」、「太鼓の音」、「水塁手

窟J および「風鈴J がある 。これ らをリストから抜き出せば、本頁

右棚上段のようになる 。

「鐙の音j 、「太鼓の音J は遠く、近く、これを聞く人に一 日の始

まりと終わりを告げる 。最も相応しいのは、暮れなずむ頃、壁が黄

金に染まる頃である 。この時の寂多感は、聴覚 ・視覚のほかに気温

の低下を感ずる皮膚の触覚も関係するであろう 。

鐙の余韻は、調11 く、太く、聞く人の位置によってそれぞれの感情
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鐘の音 Ｎ 上野のお山のｼ時の鐙 ｏ ｬｾ 京都 Ｉ 川越の l時の鎖( 川越市)

善光寺の鐙( 長野市) 寺町寺院Mの鐙( 金沢市) 彦綾

城の l時報鐙と虫の音( 彦被市) 三井の i免鈍( ; k . ilt rIi )  

春日野の腿と諸寺の鈍( 奈良市) 千光寺m音楼の鎚( 尾

道市) 大窪寺の鎖とお遍路さんの鈴( 香川県長尾町)

観世音寺の鐙( 大宰府市)

太鼓の音Ｎ道後 温泉振 ｾＡｴ ｬ 品ｼの刻太鼓Ｈ松山市Ｉ

水琴窟 ・水琴亭の水琴翁 ( 群馬県吉井町) 卯%I ! の町の水考結1 (美

波市)

風 鈴 : 水沢駅の南部風鈴 (岩手県水沢市)

を変化させる 。夕暮れl時の鐙の音には、赤く染ま った稲穂と杉のシ

ルエットがよく似合う 。まるで固定忠治か伊那の勘太郎の世界であ

るが、これが日本人の平均的なイメージか。敬皮な祈りを絡げるミ

レーの I1ぬ銭」 とは余枝、越を異にする 。

「水琴窟」は、日本語大辞典( 講談社) によれば、江戸時代の庭

師の考案という 。茶室の入り口の手洗い (つ くばい) 近くの土に、

底に小さな穴をあけたカメを伏せておく 。水がカメのなかに落ちる

と、なかで反響して 「チンチン、シャリンシャリーンJ のような清

音を聞くことができる 。琴のような音を発することからこの名が付

された、ともある( 図 1 ) 。

15年ほど前に日本音響学誌で 11: 1本における水琴甜」のような題

目の調査結果を見た。当時、その数は全国で30カ所余りではなか っ

図 1 水琴窟の構造 1 )

直径1.5- 3c mの孔

水がたまる

( 自然に排水される )

小粒のくり石



たかと思う 。現在では日 l壊大工の j苫に行 っても、小型ポンプに直結

した信楽製 ( 間違っていたらご免なさい) 小型水琴窟を見かけるほ

どポピュラーにな っている 。 また、本格的な新しい水琴窟も造園工

事の際に、しばしば取り入れられている 。

[ 閑話休題] こ の原稿を依頼された本年 2JJ 中旬、京都に行く用事

があ った。午前中に仕事が終わり、その午後は雪の三千院を訪れた。

雪 の反射を受けた阿弥陀堂は絵［Ａｗ ｾ ｾｲＭのようで、説明してくれたお寺

のおじさんも「お客さんは幸速です、年に 2. 3 回のチャンスですJ

と得意げである 。そのあと、勧められるままと 「入園料 500円、お

うす・茶菓子付」につられて隣の宝泉院に入ったと ころ、 素晴らし

いl廷があるではないか! そして、そこには 2 述の水琴窟がしつら

えであった。

お寺の美しいお販さん ( と思う ) にお茶をいれていただき、妙な

る音をIlfJ く。たいへんに安い入閣料ではあ った。なお、水琴績は双

方とも問じような音が| 溺 こえたから、カメの大小に差はないように

思った。

「風鈴の音j もまた、日本建築の音風景である 。「人と物が奏で

る音風景品カ所j では、駅舎の風鈴群として登場するが、風鈴は単

数でも複数でも一向に差し支えない。一陣の風に I鳴る風鈴は、暑さ

をしのぐ互の代名詞である 。騒音で体をむしばまれる例もあるから、

風鈴はまさに 「癒 し系音風景」の代表選手であろ う。

わが研究室の引き違い窓には、東に姫路の I1列珍風鈴」が、西に

は「南青11風鈴」が懸かっている 。普段は東西どちらかの障子 を少し

だけ開けておく 。 ドアを聞けた途端に窓辺に風を生じ、風鈴がl鳴る

仕掛けである 。これには客人のお褒めを頂いたことが一再ならずあ

る。「建築と社会」読者諸賢にも 是非お勧めしたい と思う 。

うぐいす張り廊下・シシおどし

「うぐいす張り廊下J は、京都知思| 旋の波り廊下が有名である 。

剣l恩院には、「甚五郎の忘れ傘J があるから、「うぐいす張り J も同

氏の考案とも伝えられているが、真偽のほどは定かでない。

大学 3 年の夏休みに一週間ほど、同院に泊り込んだこと があった。

クラブ活動の一環として同寺の経蔵を実iJl Uするためである。そして、

人目の無い| 時を見計らって「うぐいす張り 」に挑戦した。が、ギシ

ギシと音がするだけで、友達からは、うぐいすも歳をとったのう、

と冷やかされたことがある 。

この廊下を下から見ると、 厚めの床板が「目かすがい」に よって

床梁へ比較的にフリ ーに固定されている( 図 2 ) 。そして、外界の

温度変化によって床板が延び縮みすれば、目かすがいが微小回転し

床梁側面を滑ること、および目かすがいの穴と釘( 和釘) との聞に

切欠き

床梁

図 2 うぐいす張り廊下の構造

は若干の遊びを生ずること、が予想される 。

このような状態のもとで、ヒ卜の荷重が床梁に加えられたらどう

か。梁成約20cmの床梁は挑み、これと連動して下記の現象により廊

下が発音すると考えられる 。

①床梁上而と床板下而との接角9! 面における摩擦

②床梁側面と目かすがい平側との接触面における摩擦

① 目かすがいの穴と釘との摩擦お よび衝突

①②において発生する摩擦力は樹種によって異なり、破木ほど音色

鋭く ｲＡｾ く、に違いない 。 もっとも、以上の発音のしくみについては、

確固たる証拠もない。 したがって、推定の域を出ないことをあらか

じめお断りしておきたい。

「シ シおどし」も 「水琴翁」と同様に、よく見かける造作である 。

京都では、一乗寺詩仙堂のものが名高い。その原理はよく知られて

いるように、一方を切り落とした竹筒を支点で支え、切り口への

「注水→落下→排水j の繰り返しによ って、その行桂ごとに竹筒の

他端が石を強く打つしかけである 。

子供をシ ーソーで遊ばせている親、そ して、お尻を強く 打って泣

く子供の光景がこれに近い。

鴫き龍

建築音響の分野では、この現象をフラッタ ーエコーといい、平行

平面の聞で手を 叩く と、音は両者の閲を往復反射して、 |時間間隔の

等しい減衰音を聴取できる 2) 。 また、 一方の面が湾 曲し ている場合

には、継続時間の長い、さらに顕著な往復反射音となる。

Ir鳴き龍j の名称は、上記の特異現象を有する 日光東照宮本地堂

の板天井の龍に由来する 。明治のころ、本地堂に迷い込んだ鳩を追

い出そうと寺人が手を叩き、あたかも 「龍の鳴くがごとく J に初め

て気が付いたそうである 3) 。

このような現象は、 天井に龍の捕かれているお寺の法堂( はっと

う) や経蔵では、そう珍しいことではない。一般に法堂や経蔵の天

井は、む くりをつけた「板天井J、土問は「瓦の四半敷き」、いずれ

も音の反射性材料であり、「むくり」はパラボラの役目を果たす。

堂内の周囲 は、明かり附子、凹凸のある盤、柱など、 音を i吸収もし

くは拡散する材料で構成される 。手を rrnいたのち、音は堂内一杯に

響く 。 しかし、時間の経過とともに天井~床間の往復反射音が優勢
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になる 。

さきに大学 3 年夏休みの知恩院における合宿についてふれた。そ

の翌年の調査対象は、京都相国寺の法堂であ った。その当時、 l鳴き

龍について筆者にはまだ何の知識も無かった。えらく大きい龍( 伝

狩野光信筆) が天井に抜かれている、光信は墨だらけになったろう、

その程度であった。

ところが一 日の作業を終え、帰り支度をしながら何の気なしに手

を打つと、天井から 「パタパタパタ・. • • .  J、龍が雄大に l鳴い

たのである 。興味にまかせて堂内のあちこちで手を叩くと、現象の

顕著な場が 2 カ所あることが判った。

後年、本地堂の l鳴き龍をテープで聞いた。 この方は 「ビィ一一一

ンJ というような鳴き声であった。これは本地堂の天井高さが5. 9m、

相国寺法堂のそれが10. 8m、音の往復反射の時間間隔が短いためで

ある 。

その後、これが l鳴き龍研究の発端となり、同法堂の断面図、 l鳴き

龍分布、および鳴き龍の音響分析結果などをまとめ、卒業論文とし

て il 鳴き龍」を提出した。 また、大学院に進学、建築音響を専攻す

ることとなった。 この意味では、相国寺の l鳴き龍が、 筆者の進路を

決めたといってもよい。

図 3 、4 および図 5 に当時の調査結果刊の一部を示した。

能楽堂の音響

1969年10月、国宝 「本願寺奥( 北) 能舞台J ( 京都市) で60年ぶ

りの演能会が催され、 N H K より京都大学工学部 ・松浦邦男教授

( 当時) に事前の音響調査が依頼された。

本願寺能舞台は、桃山時代に建てられたわが国最古のものである 。

図 3 相国寺法堂の天井見上図 〈作図: 大阪工業大学建築文化研究部〉
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図 4 鳴き龍の減衰パタ ーン( 相国寺法堂で手をたたいた場合)

外

陣

図5 相国寺の鳴き龍の分布( 十倉毅・松浦邦男による祖国寺法堂の鳴き龍調査より )

舞台床下にカメが置かれ、これがのちの能舞台にそのまま踏襲され

たことは、何かの機会に聞いていた。 しかし、 実際に同舞台の床下

にもぐるとカメは散乱しており、そのいくつかは土中になかば埋も

れている 。 どう見ても 「ある種の音響効果 をもたらす」 とは思えな

かった。

そしてその後、能舞台もしくは能楽堂の音響に関する文献集めを

開始したが、この分野における既往の研究は乏しく、「舞台床下の

カメは共鳴吸収の現象を有し、舞台の足拍子、太鼓による音の lゃか

ら105Hz付近の音を吸収して澄んだ音にする J いう共 I! 鳥吸収務説 5)

が|唯一の科学的文献であった。

しかし、日本能楽協会のご協力を得て、全国53カ所の能楽堂を対

象に、能i賞者( シテ、ワキ、磯子、謡方) によるアンケート調査を

実施したと ころ、カメに「音のはねかえり J を期待する意見があっ

た。 また、カメには寸法の大小があり、共鳴周波数もそれぞれに異

なるはずある 。そこで、カメは音響反射器として働くのではなかろ

うか、と推測 した。

また一方では、得られたアンケート調査結果をもとに、全国20カ

所の能楽堂Ｈ好評 ＱＰ 、 ｾｉ Ｚ 好評 ＱＰ Ｉ の 現場調査をおこない、それらの

能楽堂における残響l待問、足拍子の周波数分析およびカメの寸法と

配世、舞台各部の寸法などを捌べ、データシ ー ト化した (図 6 ) 。



ウンドアメニティ J である 。そして、この中の記事に 「日本サウン

ドスケ ープ協会設立の気運が東西で熟してきた・. • • J の記述が

ある 。 したがって、崇観とマッチした音環境を意識的に創造しよう

という試みは、この頃に始まったと考えられる 。

官頭に示した「残したい日本の音風景100選J も、 笑はこの延長

線上にあるが、サウンドスケープに関するその後の動きは低調であ

るというか、具体的な動きが見えない。筆者はこの原因を、サウン

ドアメニティ、サウンドスケープ、いずれも概念が| 慶昧で目指す方

向がよく判らない点にある、と考えている 。対象とするものが、室

内か、戸外か、地域レベルか、国レベルか。音環境分野だけでヒト

を取り巻く環境の改善が望めるのか、などなど。

快適な室内環境とは、ヒトの五感に違和感を生じさせない室内の

状態である 。 しかしながら、「室内の音環境」を良くしようとすれ

ば、 「視環境J .  i温熱環境J .  i空気環境」 と対立する、または相矛

盾する側面を持つのも事実である 。

「音環境J なることばが一人歩きしている今日、それが独自で存

在しうるのかどうか、五感に基づく「建築計画原論J の精神に戻る
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必要があるのではないか、 多少の l吟| 床が必要なように思う 。

舞台床下の状態

( とくら

能楽堂のデータシート (京都観世会館一部)

舞台床下断面など (単位 : mm)

槍

1Tコ

大ヲ 10 本 根 太 8本

杯五戸

その結果、能楽堂の残響l時間は、従来わが国で使用されてきた欧

米の設計基準 より 短いことを見出した( 図 7) 。 また、 床下のカメ

は常に舞台中央に関口が向けられ、しかも関口からの反射波の放射

を実験的に確認したので、カメは音響反射器として働く、との結論

る。

前者の言葉は、i貧能 l侍には下方か らの採光 ・照明が望ましいと解

釈される 。本願寺奥能舞台における60年振りのi寅能において、舞台

と見所 (客席) との聞には白州があった。そして、白州からの反射

光が舞台の内部空間と演者の面に映えていたことを思い出した。そ

の意味では、音響と照明、つまり聴覚と視覚の融合には未知の部分

があり、研究の余地が残されている 。

アンケート調査では、多くの能演者と面談し、貴重な意見を得た。

たとえば、「本来、能は自然光のもとで演ずる 。夜または会館式の

能楽堂で演ずる場合、舞台|瑚附にロウソクを 立て れば、 柔らかい能

の気分を l床わえる J i空調された能楽堂では演奏し難い」などであ

五感と音環境( おわりに)

制 日本騒音制御工学会の「騒音制御J 1993年 8 月号の特集は 「サ

好評能楽堂における室容積と満席時残響時間との関係 (500Hz)

図 6

カメの位置および傾き (単位 : mm)

直径870 高さ 860

を得た 6) 。

(

U

曲

目

)

亙

盤

激

怒

図 7



感覚 2 聴覚

アクティブコントロール

中 島 立 視

はじめに

建築空間におけるアクテイブコントロールの代表的なものには、

表 1 に示すようなシステムがある 。その創( はじめ) は、 1964年、

ロンドンのロイアルフェステイパルホールにおける残響の付加 - 調

整といえよう 。 このホ ールはクラッシク音楽の演奏にとって響きが

不足していた。ホールの響きを豊かにするため、客席の天井部全体

に数多くの音響ユニット( マイクロホン、音響レゾネ ー夕、スピ ー

カ等で構成) が設置された。天井に入射する楽音の収音と調整そし

てスピーカからの再放射、すなわち音響フィードパックが天井と客

席空間の聞で繰り返されて、その結果ホールの響きが豊かになった。

これは高度な建築音響と音楽を知り尽くした研究者- 技術者たちに

よる素晴らしいアナログによるアクテ ィブ コントロールである 。続

いて、 A K Gのデルタステレオフォニー・システムが登場する 。 こ

のシステムは、デジタル音響技術を駆使したものである 。先行音効

果、すなわち 「第一波而の法則」による音像定位拡声 を本格的に具

体化した最初の例であり、わが国には1990年、東京芸術劇場小ホ ー

ルで採用されている 。拡声音の音像を話し手の方向に定位させる A

表 1 従来の各種室内音場制御技術と主な実施例

シス テム名称 効 果 原 理 実施例

A R  残響の可変 アナログフ ィード ロイヤ jレフェステイパルホール 19ω

音シス テム バック ( A F )  (AKG)  

場 ROD 残響の iir変 A F  P OC コングレス センタ ー 1984

支 A A 残響の可変 デジタ Jレ、7 ィー 浜松アクトシティ 1994 (ヤマハ)

援システム ドパック 東京フォ ーラ ム1998 (ヤマハ)

DS F C  音場の可変 デジタル人工音場 宝媛大劇場 1993 (竹1:1:1 ・松下)

R S S  音場の可変 デジタル人工音場 ランドル 7 記念講堂 1993 ( 大成 ・日サンド )1

音 デルタス

視覚と音方

1定象テD レ5 フ5 ォニー l句感の一致

ハース効来 東京芸術劇場 1990 (AKG)  

{立 竹J:j:l 視覚と音li
ハース効果 宝塚大劇場 1993  (竹中・松下)

松下システム 向感の一致

K Gシステムは、自然な拡声 を笑現することを狙っている。

これら 2 つの技術は、いずれも建築空間の音響を制御することに

よってより良い音環境を笑現すべく開発されたものである 。本稿で

は、筆者たちが開発してきたアクティブコントロ ール技術の実用化

例の概要を紹介し、本技術の現状と将来展望の際の一助としたい。

音方向制御拡声システム

http:/ /www. t akenaka. co.jp/techno/n23_ozt /n23_ozt. htm 

音像定位拡声の狙い

従来の拡声システムでは、拡声音は天井や壁に設置されたスピー

カの方向から聞 こえる 。視覚はステ ージの役者に集中しているのに、

音像は違う方向に形成されるのである 。不自然である 。 自然で、か

っ臨場感あふれる拡声を客席のすべての聴衆に対して提供すること

が音像定位拡声の狙いである 。

シス テムの動作原理

音の方向は、われわれの両耳に到来する最初の音で決 まる 。 これ

は、 「第一波面の法則J (" l aw of first front") と名付けられた重要な

聴覚現象である 。例えば、最初の音が右から、第 2 の音が左の方向

から到来する場合、左の音の音圧レベルが10dB大きくても| 時間差が

1  ms もあれば、最初に到来する右に、 音の方向を知覚するのであ

る (左からの音は聞こえない) 。話し手の声 は、話者が隠し持 った

ワイアレス・マイクで収音され、音像定位シス テムを経て数多くの

スピーカから放射されるが、客席全体にわたって「第一波面の法則j

が成立するようにホ ール内に設置された数多くのスピーカから放射

する 音 をデジタルで|時間遅延、すなわちアクテイブコントロールす

るのである 。

システムの概要と実施例

本システムが本絡的に採用されたのは、 1993年 1 月オ ープンの新

1) 客席のどの場所に対しても 、話者近くの

代理スピーカの音が先行音と なるよ うに、

時間と音圧を制御して拡声する 。
合グカード

受信アンテナ

音像定位のイメ ージ

30 強策と社会 ・2∞3. 5

②客席周囲の多くのスピーカを使い、

代理スピーカからの先行音を補強する 。

話者が発した音の方向感は、どの席においても

視覚と一致するため、話者に向かう集中度が増す

図 1 音方向制御拡声シス テムの概要

クリップタク方式自動追尾システム



宝塚大劇場であ った。それは、特殊音響設備であ った。一般の多目

的ホ ールや講堂で使用する こと を前提にして、 図 1 に示す赤外線及

び ｾｉ ， 接触タグの Ｒ 方式で、話者の識別と位置を自動追尾して音像移

動に対応する新システムを開発した。本国では簡単のため、プ ロセ

ニアムア ーチの左、中央、右に音像を定位させる場合を示しである。

表 2 に示す本システムの実施例すべてにおいて、自然な拡声は長時

間の講演会でもクリアーで、リ ラックスできるなど好評である 。

ハイブリッド残響可変システム

http://www. t akenaka. co. j p/ techno/ n31_hybri d/ n31_hybri d. ht m 

ホールの残響時間を可変する狙い

多目的ホ ールでは、様々なi寅目が繰り広げられる 。講演会、芝居、

歌謡ショ ーからクラシ ック音楽やオペラなど。 これら各種演目にと

って最適な残響|時間を 実現することを狙いと して、図 2 に示す「ハ

イブリ ッ ド残響可変システム ｊ を ｾｦｊ 発した 。

①電気的- 人工的な音の響きではなく 、自然なホ ール固有の響きを。

②響きを付加するためのスピーカは、聴衆の自に触れさせない。

この 2 つの前提条件は、 ロンドンのロイアルフェスティバルホ ール

表 2 音方向制御拡声システムの実施事例

実施

主なJH途

年 月

ノートルダム女子大学ユニソン会館 1993.10  体育館講堂演劇

技研食堂

聖心女子大学聖堂

妙智会館多目的ホー Jレ

文京学悶仁愛記念講堂

東北学院大学泉礼拝堂

東北学院大学事1
1
川記念講堂

大阪経済大学70周年記念講堂

1994.12  全n! t 会など

1995.7 ミサ祭礼結節式など

1995.10  講演祭礼パーテ ィ等

1996.4  講演 1自劇 ホール等

1999.3 礼拝 I 講演 ，コンサー卜 等

2
∞

0.5 i時制i

2∞2.1 rli 自

音は天井康で反射、抵散して厚みを地し 、

天井のスリ ッ トから客席へ流れ出る

客席には自然で豊かな響書の音が届〈

収容

人n

15∞ 

350 

6ω 

8∞ 

830 

12ω 

800 

800 

ー' 0

音

圧 - 20

レ

，、〈

)[， -30 

(dB)  

40  

-50 

効果

拡声音の臨場感

多J l I途使用

IVI 瞭度改善に有効

システムを変更

J広pi 音の自然性

拡戸音の自然性

拡声音の自然性

拡声音の自然性

500Hz 

における残響の付加l と同じであろう 。

システムの技術的特徴

①、② を実現すべく、残響付加| 用のスピーカは客席の天井裏の空

間に設置する 。天井義には鉄骨の柱や梁、空調ダク トや設備配管な

ど様々な音波の散乱体が存在する 。その複雑な音場内部でス テー ジ

の発音体が発した音を電気的に加工 した後に拡散させて、客席天井

に設ける開口部から客席に再放射する 。本システムの特徴はこの方

式にある 。 ネー ミングは、このように電気音響と建築音響による 2

種の残響付加 を相補う形で実現したことによる 。

音響効果及びクラ ッシッ ク演奏会での適用

本システムの性能を線認するために千代田区公会堂で実施した音

響測定結果を基にして音響効果をまとめる 。

1  ) 残響l時間の変化

図 3 ・1 に示す。 ホール固有の残響 l時間は1 . 2秒( 空席 |待500Hz)

である 。当該シス テムを ONにした場合、 1. 7秒と 2. 1秒にな った。残

響時間の可変は、1 . 2- 2. 1 秒の聞で システムのパラメ ー タを事前に

セ ッ トしておくことによ って、任意に可変できる 。

2  ) 音圧 レベル、 I ACCの変化

図 3 ・2 に示すように、残響を付加した場合、客席のほぼ全体に

わたって音圧レベルは約 1 - 2  dB大きくなり、 I ACCは 0. 1 近くも

低下している 。 クラシック音楽演奏会の会場の音響条件を満足する

方向に音響性能が改善できている 。

3  ) クラッシック音楽演奏会の支援

写真 1 は、船橋市民文化ホ ールにおけるニュ ーフィルハ ーモニ ア

千葉演奏会のゲネプロ風設である 。当ホ ーJレ固有の残響u寺|簡は1. 2秒

である 。 これを演奏者の耳と J毒性でチュ ーニ ングしていただいてク

ラシ ック音楽の最適残響l時間といえる1 . 8秒程度にまで延ばして演奏

会支援を行った。アンケ ート 結果は、 90%以上の聴衆が「響きが自

然で豊かである 」 と評価している 。千代田区公会堂、慶応義塾幼稚

時 間 (秒)

0.6  

0.5  

3 0 4  

〈

- 0.3  

0.2  

0.'  

6  S  ｾ＠

唖" (

:::ii 

0.0  -18 

4.6  7.2  10.0 1 1. 614. 2 17.0 1 9.7 16.3 1 9.021. 223. 926.7  

音轟からの距離1m)

図 2 ハイフリ ッド残響可変シス テム 図 3 ・1 残響時間の変化 図 3 - 2 音圧レベル・ I ACCの変化
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写真 1 演奏会ゲネプロ風景 (船橋市民文化ホール)

舎自尊館の支援においても同様、本シス テムは大変好評である 。

アクティブ消音システム

現在最もホ ー ッ トな技術は、アクティブコントロ ールANCによ

る騒音の低減であろう 。本誌1995年 2 月号の「アクティブノイズコ

ントロ ールによる騒音の低減J において空調ダクトでの実用化が紹

介されている 。現在では、オ ーディオ用ヘッドオン、さらにホンダ

アコードでの車室内騒音の低減においても実用化 されている 。本年

1月に新開発表された国土交通告; の総合評価落札方式では、工事で

排出される C02や騒音の低減など、環境に配慮 した施工が優位にな

る。 このため、 ANC技術に新たな注目が集まりつつある 。

最後に紹介するものは、図 4 に示すアクティブ消音シス テムであ

る。これは工事現場において建設機械が発生する騒音が工事用仮囲

いを回折して作業場の外に伝播するのを低減するシス テムである 。

( l 刷機械システム振興協会の研究助成を得て、1993年 3 月に製作

を完了した。中型パワ ーショベル( コマツPC・78US) を音源として、

工事用仮囲いの外側 5 m点で、騒音レベルを 5 dB以上( 中心周波数

125- 500Hzオクタ ーフ。バンド平均値) も低減する性能である 。音源

の大きさ、音源と障壁間の距離などが異なれば、 制御効果は異なる 。

各種建設機械やク ーリ ングタワ ーなど設備機器へ適用すべく、最終

のシステム調整と性能確認、そして改善を笑施している。

むすび

建築空間におけるアクテイブコントロ ールは、電気・電子回路を

用い、制御理論を応用して能動的に音場を制御する 。パッシブな方

法( すなわち吸音材、遮音材などの内装材料や室内の形状設計ーなど)

では実現出来ない建築空間を実現しようとするが、重要な点は本技

術が建築空間と融合していることである 。 これは今後の課題である

が、室内におけるアクティブ騒音低減も遠い ことではない。本稿で

示 したアクテ ィブ コントロ ール技術の紹介が参考になれば幸いであ

る。

( なかじま たつみ/竹中工務応技術研究所 主任研究貝 学術博士)
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V V V V '  

制御音 B ( A の逆相波) 制 御 結 果 : A + B
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工 事 用仮 囲 い

5 m以上

図 4 アクティブ消音システム
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感覚 3 嘆覚

香りで快適空間をデザインする

長 谷 川 俊 雄

はじめに

地球上で香りのない空間は無いといわれている 。それだけに人間

を初めとして動植物は何らかの形で直接あるいは間接に、香りとの

深いかかわりを持って生きてきている 。

ここではこの香りを使 った快適空間作りについて紹介する 。

香りの効果

< 魅了 す る >

古代エジプトではアレキサンドリアを中心に香料工場が作られ、

パラの香油の輸出がローマなどに向けて盛んに行われていた。女王

クレオパトラはシベ ット (霊狛香) やバラの香油などをふんだんに

使 っていたといわれている 。彼女にとって香りは、自身の事11秘と気

高さを示すツ ールであり、シーザー、アントニウスを代表とする男

たちと戦うための女の武総でもあ った。

また中国の楊貴妃は江南の地、初の出身でペルシャ系のI飢も混じ

っていたといわれている 。中国人は体臭の少ない民族なので、類利i

な体臭を持つ楊貴妃が玄宗皇帝の飽愛を 一身に受けたのであろう 。

楊貴妃は牡丹の花のような芳香を放 っていたとされる 。反乱1ftに追

われ、 皇帝に代わって殺された| 時38歳の若さであった。後に復権し

た皇帝が埋葬された楊立妃の遺体に対而したとき、龍脳の香りが休

中から漂っていたとされる 。

紫式部の作品「源氏物語J には、多くの香りにまつわる話が登場

する 。当時、香りは教養の高さの現われとされ、文学と結びついて

日本独自のこまやかな感性で伝えられていた。物語では諜の君( 生

まれながらに芳香を体に持 っていたとされる ) と匂兵部卿宮 (抜高

の薫物 を常に焚き染めた) を登場させている 。源氏物語では、立公

子と 姉たちのコミュニケー ションに香りが用いら れたのである 。

< 危険を知らせる >

l民党は他の視覚、聴覚、創!党、味覚と異なり直接大脳を刺激する

とともに情動反応と深く結びついているとされている 。情動反応と

前

ラベンダー 前

を限ぐと

左 l ｾｃＩ ｉ＠ |右

後

後

色が濃いほど C N Vが大きい。脳の 濃い色の領域が薄くなっているの

前部が興奮していることがわかる。 て-、 脳全体が鎮静化していること

がわかる。

出典 雷 りの窓、周居餓主、1994年

図 1 香りによる沈静作用

全身が軽い

はっきりしている

生き生き している

頭がさえている

気分がさわやかで楽しい

心が落ち着いている

香りあり

・香りなし

体がだるい、璽い

何も し た く な い 休 み

たい、横になりたい

頭の回転がにぷい

気分が重い

いらいらする

何か不安だ

目が疲れた

首筋、肩がこる

腰や足がだるい

出典 : 香りと環境、岩備基行 1995年

図 2 香りの有無による 自覚症状調査の結果

1 時間あ たりのス トロ- ' } 数 ストローク数に対するエラー数の割合

1000 2 0 0 0 1 4，1JO? 15，?OO !6，0∞ 0.01 0.02 0.07 0朗 O.ω 0，10

香り主し
0 ，1073 

香りあり 16，122回

図 3 香りによる作業効率の向上

は過去の経験や記憶と H日合して、外界の出来事にどのような意味が

あるのか、危険なものか利益になるものかをすばやく判断する動き

である 。動物は香りに対しては考えたり知覚したりする前に、生存

にかかわる重要な反応を示す。 この性質を使って、人間の 100万倍

の嘆力を持つといわれている犬を警察犬や麻薬犬などに、また豚を

トリフ探しに活用している 。

< 鎮静・覚醒 ・リフレ ッシュ>

香りの元である香料は元来植物や動物から抽出した天然粕1111 (エ

ッセンシャルオイル) であり、古代の伝統医学ではこのような精油

は効果、効能をも った治療楽 として幅広く使用されていた。

ラベンダーなどの鋲 ｪｩｲ ｾ 効果のある香りを喫ぐと、図 Ｑ に示すよう

に脳波が変化することが確認されている 。これらの変化は、鋲静効

果のある香りだけでなく、その人が好きな香りでも同様の結巣が得

られる ことも確認されている 。

また香りが疲労感の自覚症状を軽減するという実験結果も報告さ

れている 。図 2 のように香りがあることにより、ない場合に比べて

全身が軽い、気分がさわやかで気持ち良い、首筋、肩こりがないな

どの自覚症状が報告されている。

作業空間の中にレモンやジャスミンなどの覚酸効果のある香りを

流すと、キ ーパンチャーのパンチミスが減少する ことも機認されて

いる (図 3 )。

建第と社会 ・2∞3.5 33 



香りで快適空間を創る

< オフ ィスビルに求められる機能・性能>

最近のオフィスピルでは、情報化、国際化に対処するため、コン

ピュータをはじめとする 多 くのOA機器を導入し、 生産性や創造性

の向上 をはかつている 。 このようなオフィスに働く人々は、氾濫す

る多くの情報を的確にスピーデイに処理することを求められる 。そ

の結ｾミ極度の緊張を強いられ、いわゆるテクノス ト レスの蓄積に繋

がることも 多い。図 4 に現在のオフ ィスピルに求められる機能 ・性

能を示す。信頼性や利便性だけではなく快適性もまた欠くことので

きない要素のーっといえる 。人が一生のうちにオフ ィスで働く時間

は約 8 万| 時間、およそ l 万日といわれている 。 この 「働く場j とい

うよりむしろ 「生活の場J ともいうべきオフ ィスの居住者にと って、

心理的にも 生理的にも快適な空間を提供する建物が求められている 。

ここで述べる香り環境制御システムは、この目的を達成するため

の手段のひとつである 。

< 快適性における香りの位置付け>

快適性を左右する因子 として、光、 音、色彩および空気があるが

(図 5 ) 、この内 「空気j が最も大きなウェイトを占める 。温度や湿

度が適切であることだけでなく、これからはその質の良さが重要と

なっている 。空気 中の粉塵量、 C02やCOあるいは0 2の量 など、い

わば空気の組成にかかわる因子 までも 言及されるようにな ってきて

いる 。

< 香り制御システムと 導入 事 例 >

図 6 に香り Il iU御システムの椛成を示す。 シス テムは、対象となる

空1mを空調する 空調機と、香りを供給する装世に大別 される 。香り

供給装世は香料を貯える 3 本の香料ボンベと l噴霧するためのノズ

ル、! 噴霧盆、|噴霧|時間、 l噴綴ピ ッチをコン トロールするための制御

ユニ ッ トから構成されている 。

なお人附の l央党が香りに対して' 削れてしまい香りの効果が減少す

ることを防ぐために、香りは断続的な l噴綴と している 。

対象となる 空間に香りを流した場合にその拡散状態と濃度の分布

がどのようになるかを、シミュレーションで予 iJ IIJ した結果を 図 7 に

示す。 この予測は写真 1 に示すアトリウム 空間に香りを流した場合

で、 l噴霧から約 10分後にはアトリウム下部の居住域がほぼ設定値に

達することが予iJl IJ された。

このアトリウムではヤシやパパイアなどの南洋系の高木類やシダ

などの低木、 地衣類を配し、周囲の池のせせらぎやト ップライ トか

らの自然光とともに、より自然に近い雰閉気 をi貸出 している 。 また

屯子音楽によるバイオミュ ー ジッ クが静かに響 く。 このような視覚

や聴覚によるリフレ ッシュ効果をさらに高める目的で、香りを導入

している 。 図 Ｘ にア ト リウムの香りの ｉ ｾｴ 議 パ タ ー ンを示す 。
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図 4

オフ ィスビルに求めら

れる機能・性能

ヒューミテ'ス責 ッ ト

サー モス51 ッ ト

図 6 かおり 環境制御シ ステムの構成
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写真 ， KI ビルのアトリウム

図7

アトリウムの香り

拡散シミュレーショ ン



図 8

朝の出勤時にはさわやかで覚醒効果のあるシトラスの香りを漂わ

せ、業務中は精神の鋲静をはかるためのフロ ーラルの香りを、さら

に昼食前後には木の香りを流すことによ って気分をリラ ック スさせ

KI ビル (東京・赤坂)写真 2

ょうとしている 。

これらの香りは、前述の香り拡散シミュレ ーションの結果でも 示

すように、アトリウムとオ ープンに継がっている各ワ ークエリアで

も、かすかに感じることができる 。なおこのアトリウムを持つ建物

(写真 2 、K1ビル、東京赤坂) では、地下 l 階にある 400人収容の大

会議室でも、 この香り環境制御システムを導入している 。ここでは

会議やパーティーなどのイベントスケ ジ、ユ ールに合わせて、 l噴霧す

る香りの香調、 l噴霧時間、世度等を変えている 。このように香りを

音や光と同様に積極的にイベントの演出にも使おうとするものであ かおりが好き

嫌なにおいがマスキングされる

リフレッシユする

リラックスする

お客綴との会話が弾む

気分転換になる

オフィスの雰囲気が良くなる

快適性が泡す

演出の手段として面白い

かおりが煉い

かおりが邪魔になる

何の効果も感じない

あってもなくても良い

200 50 100 150 

回答者数 ( 件)

アンケー ト調査結果ーかおりを体験して感じたこと

。

図 9

図 9 に香りを空間に流すことに対するアンケ ート 結果を示す。導

入の目的である「リフレ ッシュ J i気分転換J i オフィスの雰囲気の

向上J などの評価が高い。また ii 貸出の手段」や 「香りによるマス

キング効果」など予想を越えて高い評価もあった。

図10は香りを流すことによる快適度のア ップ率の調査結果であ

る。337名の申告者の内、 150名が10%のア ップと申 告しており、単

純平均では24%のア ップ とな っている 。この香り制御システムは現

在までに約500件近くの建物に採用されて いるが、その対象空間の

用途を 図11 に示す。約半数がオフィスであるが、その他様々な空間

にも快適性の向上などの目的で香りが流されている 。

る。
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おわりに

空間に香りを流すことは、その空間を利用する人々が豊かな感受

性をもち創造性を発揮できるための快適な空間創りの手法の一つで

ある 。それゆえ、人間の五! 惑を適度に刺激し、快適さ、癒し、心地

よさを提供するこのようなシステムを導入する場合は、 高等動物で

ある人間の I瞥好が個人やさまざまな状況によって異なることを常に

念頭に置くことを忘れてはならないであろう 。

オフィス

53. 1% 

図10

[ 引用文献〕

「香りの謎J 鳥 居鋲 夫、 1994年

「呑りと環境j 岩崎基行、 1995年

としお/ 鹿ぬ建設株式会社建築設計エン ジニアリン グ本部本部次長)( はせがわ
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感覚 3 曝覚

室内における臭気と機能性建材について

武 虞 絵 里 子

はじめに

近年、内装材中に含まれるホルムアルデヒドやトルエン、キシレ

ン等の揮発性有機化合物 ( 以下、 VOC) が室内に揮発 し、入居者の

健康に影響を与えるシ ック ハウス症候群に関する問題が顕在化して

いる 。そのため、建物内部の空気の質に対して住まい手の意識が向

上し、健康に有害な化学物質のみな らず臭気に対しでも 考躍すべき

ものとな ってきている 。

臭気は、溶剤臭、新築臭に代表さ れるホルムアルデヒド、 voc以

外にも 存在する。 トイレ臭に代表さ れるアンモニア、厨房臭、下水

臭である硫化水素、メチルメルカブタン、低級脂肪酸等の悪臭物質

やカピ臭等がある 。

これら臭気物質を低減するためには、外気取り入れ、 屋外への羽|

除、あるいは仕上材からの揮発を促進するという観点から換気が

番多く採用されている 。 しかし、給排気ダ クトの設計、換気量の確

保、ランニングコスト、メンテナンス、及びホルムアルデヒド、

V OCが減衰 した後の運用法の問題等がある 。そのため最近では、換

気以外の手法 として放散量 を抑制した建材や、室内に放散した化学

物質を吸着 ・分解する性能を有する建材( 機能性建材) の開発が増

加している 。ここでは機能性建材の中でも、 室内における 臭気物質

を対象とした消臭建材の動向・課題について紹介する 。

臭気への取り組み

臭気 にかかわる法規制として悪臭防止法がある 。各物質の閥値、

臭気の質につ いて表 1 に示す。閥値とは、 臭気 を人間が検知できる

表 1 悪臭物質包成分の闇値と臭気の種類

凶11u

建物臭気物質

物質名 臭気のn flt者らの

( ppb)  指針物質

湖3' t

アンモー 7 1500 刺激臭
。

メチルメ Jレカブタン 0.07 玉葱の腐l&j;.!，

硫化水，k ; 0.41  卵 の腐敗ｾ

硫化メ チ Jレ 3  キャベツの腐敗ｾ

硫化メチル 2.2 キャベツの腐敗ｾ

トリメチ Jレアミン 0.032 1. ( ¥の腐敗共

アセト 7 J レデヒド 1. 5  エーテJレ線刺激臭 • 
プロピオンアルデ ヒド くどいホルマリン央

。

ノルマルプチルア Jレデヒド 0.67 バナナ線シンナ ー共
。

イソブチルアルデ ヒド 0.35 ドライタリ ーニ ングi容J1i J尖
。

ノルマ Jレバレルアルデ ヒド 0.41  甘酸っぱいシンナ - : R
。

イソノ〈レ Jレアルテ. ヒド 0.1 甘放っぱいシンナー尖
。

イソプタノ ー Jレ 11 特典な労骨シンナ Ｍｾ 。

111'11主エチル 870  甘いパイナップル級溶剤j臭
。

メチルイソプチルケトン 170 特典な汗i J1i JSlo
。

トJレエン 330  特典な芳香シンナ Ｍｾ • 
スチレン 35 発抱スチロール焼却J:W: • 
キシレン 41  特災 ー な刺激シンナ Ｍ ｾ • 
プロピオ ン酸 5.7 目ぃ酢酸ｾ

ノルマルifu酸 0.19  チーズｾ 汗: w:

ノルマ Jレ宵1，'i.1iJi 0.037  銀杏: R: 靴下むれ共

イソ占 ｬ ｉ ｉｊＺｾ 0.078  葺l沓 !iJ:. 靴下むれJ I !

物質名、凶f由、 共気の質は 「理主党とにおい物質」臭気対策f l J f l先協会より 111典

※ i . l ! 物内部で検出する物質について厚生労働省指針物質を・1011. 市. r ，らの研究で知l比が1! J .られ

た物質を01'11でぶ示した。
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最小濃度を意味するが、成分ごとに| 羽値が異なり 、その! 羽他のレベ

ルはppbと微量なものが多い。

悪臭防止法で定める悪臭物質22成分には、厚生労働省指針物質で

あるアセトアルデヒド、 トルエン、キシレン、スチレン( ・印) が

含まれているが、筆者らの研究では、それ以外にも室内空気中で検

出することを確認しており ( 0印) 、非常に多くの悪臭物質が室内

に存在することが分かっている 。

さらに室内の臭気はこの22物質以外にも存在し、最近では臭気の

質を表現できない極僅かな臭気の相談・対策事例も増えてきてい

る。臭気 を保有する 化学物質は約40万種存在すると 言われており、

臭気物質を特定するのは難しい。 さらに単一成分で存在する場合と

複数成分で存在する場合では臭気の質が変化したり、 臭気物質濃度

の高低によっても異なる質を示す特性があるため、臭気物質を特定

し、その物質のみを低減させるだけでは改善できない。

臭気物質の物理量 と、人間の感覚量 との関係を示すもの として、

ウェーパー ・フ ェヒナーの法則があり、視覚、聴覚と同様に| 奥覚で

も当てはめることができる 。この概念図を 図 1 に示す。化学物質濃

度( 物理量) に対して対数でしか臭気の強さを感じることができな

い。化学物質濃度を 99%減らしても、 臭気の強さは 1 / 3程度の減

少にしか感じられないと 言われており、 l吸着能力が発揮されても、

人間の| 奥覚では笑感し難い問題がある 。

そのため、室内臭気の詳細liには、化学機器を用いて物理! 量を把握

する方法と共に、臭気判定士の監督により、 6名の選任パネラ ーが

直接臭気を |奥ぎ判定する官能試験( 三点比較式臭袋法) が活用され

る場合が多い。

消臭吸着建材

吸着法は、物理|庇着 と化学 l段着に分けられる 。一般にホルムアル

デヒドは化学吸着、V OCは物理II 吸着を利用する傾向にある 。

相

聞

1

〉

刷

世

酬

明

一

版

刷

叫

↓

岡

町

Y = k l og X+a  

k 目臭気物質定数

a 検知悶値

少← 化学物質濃度X (ppb)  →多

図 1 ウェーパー・フ ヱヒナーの法則



物理l民着は珪藻土、ゼオライトのような多孔質材や活性炭が該、"

する。 トルエン、キ シレン等のV OCには活性炭が、アン モニ ア、硫

黄系化合物、 低級脂肪酸、あるいは水溶性であるホルムアルデヒド

はゼオライトや珪藻土に選択性がある 。臭気の場合はアン モニア、

硫化水素などの物質が主成分となる ことが多いのでゼオライト、 珪

藻土などを用いた消臭建材が多く、筆者らもゼオライトパネルの開

発等を過して この問題に取り組んでいる 。

物: i l l l 吸着は材料の微調11空隙にファンデルワールスカで結合するた

め比較的結合力が弱く、温度上昇や清浄空気環境下における再放出

や、持続性の検討が求められている 。

化学吸着は、除去の対象となる物質と相性の良い化学薬剤 との電

子の交換や共有等の化学反応で結合さ せる方法であり、ホルムアル

デヒドの場合はアルデヒド基と反応させる方式を取っている 。一般

に物理lil .吸着に比べ化学結合力は強いため、 再放出の可能性は少ない。

化学薬剤は、除去の対象となる物質との反応性が十分でも、安全

性の観点から他の共存物質との反応についても確認の必要がある 。

l汲着 とは低減方法は異なるが、分解と して光触媒を利用した塗

料・ク ロス等が商品化されて いる 。主に酸化チタンが使われ、基材

自身を傷めないルチル型間が一般的である 。光触媒の活性は紫外線

を必要とするため、現在のところ防汚として外装への実献が多い。

最近は可視光応答型光触媒の研究が進められており、技術が確立さ

れると蛍光灯程度の光で活性が得られ、内装材での展 1mが可能とな

る。物理吸着と光触媒を組み合わせてハイブリ ッ ト化することで、

長寿命の消臭建材につながる 。

光自ｾＡ媒は対象ガスが接触することで酸化・分解させ、最終的には

炭酸ガスと水に分解し消臭する 。 しかし、光触媒への臭気物質の接

触が均一でなく、反応が一律でない ため徐々に酸化反応が進む こと

が想定され、酸化や分解途中の物質( 中間生成物) が新たな臭気や

有害物質に変化することが懸念される 。例えばホルムアルデヒドの

中間生成物としてギ酸になる可能性が高い。ギ酸は非や目への刺激

があり人間への有害性もある 。そのため、光触媒による中 r: 日生成物

の可能性とその安全性に関して雌認する必要性がある 。

今後の展開

吸着建材における対象ガスは、 ①ホルムアルデヒド②voc①悪臭

物質ーの 3 つに大別される 。2001年 5 月に 日本建築センターから

「室 内空気中の揮発性有機化合物汚染低減建材認定基準」が制定さ

れ、換気以外の低減手法として注目すべき新技術分野とな った。認

定基準では、吸着する機能 を有する建材として、 厚生労働省の指針

物質を対象としており、今のところ悪臭物質は認定の対象には入 っ

ていない。認定の申請は、 ①指針物質に対する吸着性能②吸着原理

等ー を提示することとしているが、悪臭物質に対する吸着性能を提

示する 商品もあり、設計 ・施工に活用する観点か らも有用なものが

出始めている 。

しかし、吸着建材はまだ開発途中であるため、 i肢着原理が不明瞭

であったり、性能・評価iに関する試験方法も規格化されていないの

注) 酸化チタンの結晶形は 3 :fi1i賓iあり 、正ブJ 品のルチ Jレ型、アナタ ーゼ型、及び

斜方品プルッカイト型がある。通常の光触媒はアナタ ーゼ型がキ11mされる。

が現状である 。濃度既知lの標準ガスの中に吸着建材を暴露させ、そ

の濃度減衰で吸着性能を表す試験方法が多い。数十p p mの高濃度ガ

スに暴露し、数時間で減少する効果を示している場合があるが、 室

内で問題となる濃度レベルはppbの低濃度で、あり、室内濃度レベル

での吸着効果を提示することが重要である 。比較・選定が行 えるよ

う、吸着建材性能試験法の規格化が望まれる 。

また最近は! 吸着ではなく 、建材に芳香を付加lした商品が出 ている 。

芳香建材の原点は畳や木質系建材である 。畳は前草に由来し、木質

系建材はテルペン類と して日ーピネ ン、カジノ ール、ヒノキチ オー

ル等がある 。いずれも天然に由来する精illl 成分であり、これ らの匂

い成分はアロマテラピーとしても比 l絞的好まれる 。抗菌、抗カピ等

を目的に、合板に精力]1を添加した芳香建材や繊維などがあり、床材、

天井材、カーテ ンに活用され始めている 。積極的な開発として興味

深い建材であるが、臭気は倒人差があるため、同じ「においj であ

っても快・不快が分かれる場合も多い。特に濃度が変化すると臭気

の質も変わるため、適宜香りを与える香り空調と 比較し、建材から

定常的に香りを持続させるのは難しいと 言える 。 また シックハウス

等の化学物質過敏症の人間にとっては、例え精iUIであ っても化学物

質である ことには変わりはなく 、安全性についての検討が必要であ

り、実用化には至っていない。

おわりに

|庇若建材の研究 .I l1J 発はまだ日が浅いため課題も多い。現時点に

おける吸着建材を選定する際の留意点を以下に示す。

①再放出・再飛散しない。

①中間生成物の可能性とその安全性の確認。

①従来の施工法で行える 。

④性能試験は、高濃度ガスでの実験ではなく、笑際の室内濃度レベ

ルのガスで実験を行う 。

建物の臭気は、竣工l時の新築尖や、あるいは逆に時|聞が経過する

ことで問題となるカビ臭など、大きな l時間 jlq!J の中でかかわる嬰素は

多い。換気に比べ吸着建材の実際の低減効率は小さいと考えられる

が、機械換気が設置できない場合や、空気が滞留している場合に、

新 しい空気質の改善手法と して位置付けら れる 。 また建材と して用

いるため、従来の施工の範聞で行うことができれば、経済的 • Nti 使

的な方法であると 言える 。

今後は|脱着建材の性能・ 評価手法に関する規格化を進め、同一条

件化で単材として比較・選定できることが望まれる 。単材と しての

l吸着性能表示が明確となり、さ らには施工を想定 した建材 の表裏面

における影響や複合材としての効果の確認等を行い、室内空気質を

トータル的に判断することで消臭建材の実用化が進むと考える 。

(たけひろ えりこ 鹿山技術研究所建築生産グループ主任研究只)

〔謝辞〕

本原稿の執筆にあたり、共同研究者である鹿島技術研究所の寒河

江昭夫博士、荒井良延博士のご指導 と、 i岡井俊氏の助力を頂いた。
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感覚 G 触覚

オンドル( 温突: 床下暖房) の心地よさ

李 允 照

はじめに

日本にはタタミの部屋がある 。恐らくこれほど日本の風土に適し

た空 1mはないだろう 。反而、韓国にはオンドルバン( 温突房) とい

う床下 l暖房の部屋がある 。両方とも| 時代の変化の中で、形を変えな

がら受け継がれ、異な った居住形態の tやでも存在している 。しかし、

タタミを床材だとしたらオンドルは| 暖房設備である 。

1978年の夏から札幌で日本での留学生活を始めた筆者は (1992年

の 3 月までに約 14年間滞在) 、北海道で迎えた初めての冬に一 日で

もいいからオンドルの部屋で寝て見たいと幾夜思ったことやら。

今日、日本でも用いられている床下暖房は、韓国では古くから

人々に愛され、現在にも住居様式の変化に対応して居住空間におけ

る最も 一般的な| 暖房方式になっている 。このようなオンドルバンは、

居住空 11日だけではなく旅館 ・ホテル・研修施設などの宿泊施設やレ

ストランのような飲食応まで幅広く用いられている 。

寒い冬、オンド‘ ルパンに足を踏み入れたH寺の硬い感触は、瞬間的

に|暖かさと変わって、座りたくなる衝動を引き起こす。座布団の上

に座り、その下に手を入れた l時や、寝る前に布団の下へ体ごと突っ

込んだl時のオンドルの l暖かい感触は、日本のカイロや コタツと同様

に体で直接触れることのできる l暖房ではあるが、前者を器具だとし

たら後者は建物のー音11としての l暖房設備で、韓国の一般的な生活習

慣である座式に適合した|暖房形式と 言 えよう 。すなわち 、手や足で

触り、体全音11が直接触れることのできる l暖房設備と してのオン ドル

は、世界に類を見ない| 暖房方式とも 言えよう 。

ここでは、このようなオンドルの形成過程および時代的変遷と現

状を、心身で感じる心地よさの見地から紹介する。

オンドルとは

本来のオンドルは炊事と l暖房の機能を兼ねたもので、炊事の l時に

余った熱を l暖房として利用できる経済的な物であった( 図 1) 。す

図 1 在来式オンドルの断面図 1 - ' )

キーワード

オンドル (温突: 床下暖房)、 オンドルパン (温突房: 床下暖房の部屋)、

アンパン (内の房、マスヲールーム)、 マル (板敷きのオープンスペース)、

ジャンパン (壮版 オンドルの最終仕上げ材である油紙)、

ハノ ック (韓 屋 伝 統 家 屋)
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なわち、かまどの下にある焚口に薪などを燃やして炊事をしながら

床下に敷設した煙道を通して燥を入れ、煙突の方に暑い空気を流す

ことによって床の全面を l暖める l暖房方式である 。最初、韓半島の北

部に発生したものが高麗時代 ( 918- 1392) に至って全半島に普及

したという 1)。今日では斡半島のほとんどの家が これを持つという

意味でも日本のタタミに似ている 。

しかし、日本ではタタミ離れが進んでいて都市圏は勿論のこと地

方の住宅にも洋間がだんだん増える現象が著しい。一方、韓国では

都市圏の住居を含め、全国的にもあらゆる住居形態の中で寝室は全

てオンド・ルパンになっている 。 このような現象は戸建てでも集合住

宅でも同じである 。 ここで、注目すべき点は図 2 で見るようにオン

ドルパンであるにもかかわらず、ベッドを置いて生活をする風景は

今の斡国では珍しくもない。特に、今はドルチムデ( クッションの

変わりに玉石とか黄土を使う) が流行っているのが、例えばインタ

ーネッ トを使って eオンドル' という単語を検索すれば、無数のオ

ンドルチムデ( 寝室) の項目に出合える 。 という ことは、生活様式

が西洋化 しでもベッドの向B! 感はオンドルの硬さでなければならない

とか。 また、普通のベッドでもその上に電気シ ーツを敷いて、オン

ドルの延長線での背中の温もりを求めていることは、オンドルが単

なる |暖房形式ではなく生活の一部であると理解 した方が良いと思わ

れる 。

形成過程および時代的変遷

オンドルの発達および変遷過程は、熱源と して使う燃料と住居株

式の変化 による 。初期には、焚口で直接的に植物性の燃料を燃やし

外廊下

図 2 韓国の一般的なアパートの平面図 2)



図 3 温水パイプによる施工例

たが、近代に入 ってからは煉炭に変わり、その後は煉炭を使 った温

水ボイラ ーになる 。現在にはガスとか灯illl を使 った温水ボイラーが

一般的にな っている 。 また、居住株式からいうと初期のものは一階

建てにしか対応できなか ったが、 1960年代に入り、煉炭を使うよう

にな ってからは重層の住居にも対応できるようにな った。

言いかえれば、最も大きな変化は、簡単な煉炭ボイラーから熱効

能に優れた電気やガスボイラーに至 るまでの温水への移行である 。

すなわち、今までの直接床下へ煙を流し込む方法と追 って床のモル

図 4 伝統家屋の平面図

タル内に埋め込んだパイプによる温水l暖房が普及してきたのである

(図 3 )。

この結果、 居住空間の間取りにも大きな影響 をもたらすことにな

り、生活様式の変化へと導いた。例えば、伝統住宅の中でアンパン

( 内の房 : マスタールーム ) 中心型および食寝一致型の生活様式が

(図 4 ) 、1960:11:代の近代的な建物に変わ ってもアンパン中心型は変

わらなか ったが ( 図 5 ) 、温水パイプによ ってマル (板敷きのひろ

閲) にも床下| 暖房が敷かれることによ って、食寝分離とともに居間

中心型へ変わ ってきたのである 。

図 5 近代家屋の平面図

構造およびその変化

在来式オンドルの床は数条の坑道( 図 6 ) の上にグド ゥルと |呼ば

れる石板を敷きならべ、石の上には厚く土のこて仕上げをしてから

韓紙を何枚もはり、最終的にはジャンパン( 壮版: i，1I 紙) を張 って

仕上げる 。焚口からの煤は坑道を通って煙淑に集まり、そこから煙

道を通って煙突に出る 。焚口を含め、 Il rl: およびその他の構造は多様

である 。

オンドルは他の l暖房 と比較し、放熱特性が持続的でしかも室内の

温度を均等に保つことができるゆえに( 図7 ) 、鞠射熱で快適感を
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ウィ ッモク (上座) とアレ ッモク (下座)

未だに儒教思想が根強く残されている韓国では、部屋の中での家

族の関係は座る場所によって序列が決まる 。勿論、部屋の中で最も

| 暖かい所が上座になり 、場所的には焚口に一番近い所である 。 とい

うことでオンドルパンで、は部屋に入った| 瞬間、 一 目で上座の位置が

分かる 。すなわち、最終仕上げ材であるジャンパンが、焚き口に近

い方から集中的に熱を受け変色するのである 。当然ながらそ こが最

もl暖かいため上座になる 。 しかし、先述したように熱源及び設備の

煙

-ーーl l . _

坑道
焚 10

口10
溜

変化によって部屋中が全体的に l援かくなったのと、アンパンの奥ま

でベッド・が入ってきたこと、さらに居間中心で椅子式に生活様式が

変わったため部屋の中での上座の概念がだんだん薄くなっている。

ストーブ

ラジエーター

おわりに

枯れ葉が舞う肌寒いある日、ソウルの高層マンションのオンドル

パンに横たわって背中で感じる温もりには、古き良き! 時代の先人た

ちの智恵を覚える 。でも、現代に生きる我々は西洋化のはざまで、

妥協を余儀なくされる 。いろんな I暖房器具が散乱している今日、手

で触り足で触れるオンドルは単なる l暖房設備ではなく体全体で感じ

ながら衣食住すべての生活に密着した勝国特有の暖房形態である 。

オンドル

300 

在来式オンドルの平面図 1 - 2 )
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暖房方式による室内温度の分布図 7)
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図 7

あたえるため、座式にはもちろん、椅子式にも適している 。

しかし、オンドルの部屋に机や精子・ベッ ド等が持ち込まれる よ

うになってから、家具のl測で床仕上げ材であるジャンパンを傷める

しかし、冬季の |暖房は オンドルだけでは成立 しない。すなわち、

オンドルの上に布団とか座布団などを敷くことによって表面がだん

だん温かくなっていくし、硬いオンドルも軟らかさを増す。夏 もひ

んやりとしたオンドルの表面が自然的に冷房の役割を来たす。その

上にござ等を敷くことによって、体で感じる冷房が居住空間の一部

ことになる 。 ここで、床仕上げ材も紙質から強化ビニール系でしか

も弾力性のあるものに変わってきた。 このミンソ ックジャンパン

( 民族壮版) と呼ばれるもの の材質お よび模様は多様で、こ の床材

の変化で今 までの 6 オンドルは硬くて単調' というイメ ージも e軟

らかくて多様' と変わってきている 。

として価値を発郷する 。

オンドルは韓国的な生活習慣と風習、そして自然現象が生んだ体

で触ることのできる暖房方式である 。 しか も、居住環境の変化の中

光と陰

先述したようにオンドルの燃料は薪から始まって、 1980年代後半

でも根強く残され、他の生活空間にも応用されてきた。 これか らもまでは煉炭が最も 一般的な熱源であった。蓄熱性に優れ、体全音11で

オンドルは冬の l暖房だけではなく四季を過して体全体で感じる空間感じることもできるオンドルは、燃費の面でも他の燃料に比べ安い

の一部として愛されていくだろう 。ため、長い冬のあいだ韓国人に最も愛されていた。

ユンヒ / 桃園京京大学校教授建築環境工学部長)
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( リーしかし、煉炭 l 個で約 61時間くらいしか持たないし、アンパン以

外の焚口は家の外にあるため、その者11/主取り換える人 ( 主に主婦の

仕事だったが) の不使さが、後に韓国の l暖房設備や住宅平面を変え

る決定的な原因となる 。

さらに、仕上げミスやその後のなんらかの衝撃により気密性が低

下したうえ、煉炭の不完全燃焼に よる 一酸化炭素が部屋の中に入り

込んでの死亡事故が相次ぎ、国家として高額の懸賞金を掲げ、ガス

漏れに対するアイデイアを全国的に募集した時期もあった。現在は

主にLPGガスや灯油を熱源として、ボイラーで温めた温水や蒸気を

部屋の床下に配管したパイプに流す事でそのような事故もなくな

り、部屋中も万遍なく| 暖かい状態が保てるようになった。
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感覚 月 昧覚

浪花の昧覚

松 原 伸 介

大阪は江戸時代、幕府直轄地の商業都市として位置づけられ、米

や各地の産物の往来も多く“ 天下の台所" と称された。農作物や水

産物、その他さまざま の物流移動の手段と して多くの椀川が作られ

た。現在も地名として、道頓堀、長堀、土佐堀、江戸堀、京 11fT堀、

立売堀等々、地名として残っている 。この堀川が出来た ことで近郊

の新鮮な野菜だけでなく、瀬戸内海からの魚類も容易に流通するよ

うになった。平野音11の農家からは、米や野菜類の農産物、近郊の山

間部で採れる松茸や竹の子、山菜などが入荷されていた。

この| 時代の堀川の開発が原点となって、今日の大阪がある 。浪花

の食い倒れとは、八百八橋といわれるほどに多かった橋の杭に増水

|時の芥 ( アクタ = ごみ、屑、座、流木など) が引っかかって“ 杭が

倒れ" たことから転化したといわれている 。

魚

大阪湾や瀬戸内の豊かな海の幸

は、雑魚場の魚市場に運ばれた。

大阪の富裕な町人の出身で江戸前

期の俳人 浮世草子の作者井原西

館も、「またとたぐひなきは雑 l喉

場の魚市」と記したとか。安うて旨いもんこそ旨いもん、とする浪

花の人々は、下魚でも 生きのいいもの は旨い、と 「手て|噛むほど新

鮮な鰯」の |呼び売りから魚を貰い、その煮汁で翌日おからを炊く 。

潤沢な材料と、しまっの精神が相ま って独特の浪花の食文化を育ん

だ。

毘布

浪花の食に無くてはならない食材に昆布がある 。昆布は浪花の l床

の命と 言われる 。私の生まれ育った天王寺区上汐11町にある、生玉小

学校の同級生の実家が経営 していた見布食品加工工場があ った。こ

の工場では、松前から送られた良質な昆布を様々に加工 していた。

だし昆布、おぶろ昆布、塩昆布、昆布巻等々が生産されていた。生

産されている昆布の種類も多く、広い工場内に多くの 出来上がった

昆布が、大きな壷に入れられ保管されていた。昆布の加工に使う水

従iの大きな壷も並んでいた。 この工場で働いていた、長いおぼろ昆

布を剥く峨人さんの姿を今も思い出す。今日も上物の多くは浪花に

集まるという 。材料の持ち味を生かした、浪花料理のまったりとし

た| 床はこんぶだしによる 。

野菜

浪花近郊の農家は、江戸時代から惣菜栽培が盛んであった。米作

より換金作物を栽培 した。近郊農民は、商人の感覚を持ち促成栽培

も行われた。作物は、初め京橋の近く、後に天事11橋北詰めに移った

市場に運ばれ賑わいを見せていた。

天満の大根、天王寺の燕など、各地に名産も生 まれ、浪花ならで

はの野菜が賞味された。新鮮なしろ莱を中心に野菜の鍋や鯨ととも

に水菜を l床わうはりはりは、十分に野菜を l床わう食文化である 。

府尽の日未

浪花では、見せかけより安くて中 l床が一番! その笑のある l床の

代表は、かやくご飯とおでん。細かく刻んだ牛努、こんにゃく、う

すあげにだ しをきかせ、 i等口醤rUfでl床と 香りをつけてふっくら と炊

き込んだかやくご飯は、家庭ではもちろん、食べやすさと匂いがし

ないことが喜ばれ、芸人や芸者衆にも好まれた。 もともと豆腐を串

刺しにして焼き、 l床噌をつけた田楽のことであったが、関東では醤

rrl1のだしで炊かれる ようになり、それが関東煮と して再び浪花に入

ったという 。いずれもだしが決め手の味覚。

旨い老九は

女房を質に入れても初鰹を食べたいと願った江戸っ子とは異な

り、浪花人は何事にも質実で合理的である 。家庭では初物に高い金

を払うより句のものを勝に並べ、普通なら捨てるような鯖のあらに

は大根を合わせ船場汁に、務鉾屋が身を取った後を香ばしくあぶり、

きゅうりとざくざくに、蒲焼き鰻の頭は焼き豆腐とたいて半助豆腐

に、と旨いもんに仕立て上げた。

浪花では、懐具合に応じて、それ相応の庖がある 。

名物甘い老九

元禄期、高麗ｾ需に庖を構えていた某匠虎屋伊織は、他の庖が鰻頭

一個三文のときに五文という値をつけたにもかかわらず、終日人が

引きも切らない繁盛ぶりであった。このf没頭は浪花の旨いもの見立

て番付に上がるほどだったが、明治の初めに庖をたたみ、幻の銘菓

となった。 この庖の出で、新たに庖を興したのが 「儀屋八幡」で、

季節を重んじ茶の菓子をめざ した。一方で住吉大社や天王寺の参拝

客、中津川畔、十三の渡しに集う西国巡礼者などには、親しみ深く、

ひなびた味わいの甘いものが人気を博した。 また泉州、堺では豊臣

のl時代から、銘菓が浪花

びとに口福をもたらして

いる 。

小鍋立 ( こなべたて )

少人数で炉を凶み鍋を凶んで時

り合う、くつろぎの中に心を通

わせる冬の知史、

( まつばら のぷよし/ 株式会社アルテ研究所)
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灯かりのいえなみ協定

山根正利

神戸市都市計画総局建築指導部建築調整課主査

388 
。 法令コーナ

l モデル地区による実施

神戸市では、平成14年度からの新しい取り組みとして 「灯かりの

いえなみ協定」事業を進めている 。

この事業を進めていくことになった背景には、①市街地では、震

災による更地や路地等が夜はI暗い場所となり、防犯上に問題がある

②ニュータウンでは、就寝H寺悶を過ぎると街灯以外の 「灯かり 」が

なくなる状態になりやすい③節約 - 省エネにより、不安な照明はす

ぐに消されてしまう傾向にある④社会経済情勢悪化から、 「ひった

くり J などの事件や事故が増加するなど、まちの安全性が低下して

いるーなどの、 「夜のまちの諜題」があげられる。

I  r防犯」と「まちづくり」

灯かりのいえなみ協定事業の目的は、①安心して暮らせるすまい

づくりを、防犯の観点から推進する② まちの個性を灯かりで演出 し、

夜間景観形成の取り組みを行うことで、地域コミュニティの活性

化・連帯感の醸成を図るー ことにある。

また、乙の事業を 「まちづくり j の一環としてとらえ、 「夜間に

おける地域の防犯」という 一つのテーマをきっかけとして、今後の

住民主体によるさまざまな「まちづくり j の取り組みに対する動機

付けや誘導も視野に入れている。

法

令

コ

ー

ナ

ー

完成イメージ図

軍¥

. ニュータウンでの取り組み概要

- 住民によるナイトウオークの実施

. 協定に関する勉強会・検討会

・まちのシンボル・キャラクターデザインの募集

・モニターストリートによる灯かりの点灯実験

現状配灯図

灯かりのいえなみ協定事業の成果は、道路に面した住宅の人どう

しゃ自治会等の地域単位で、夜間における自宅等のH自明のルールに

関する「市民協定J を締結することにある。

・協定の例

・通りに商した部屋の照明は夜 9時まで点けておくとと

・玄関灯や門灯は夜11時まで点けておくとと

・灯かりとしての優しさを感じさせるため、光色は電球色とする

とのほかにも、クリスマス l時期の電飾やライトア ップなどの楽し

さ演出の協定も考えられる。

・神戸市の支援策

地域が主体となってとの事業に取り組むための支援策として、 神

戸市は照明の専門家やまちづくりの専門家等による 「ア ドパイザー」

を派遣する。

[ アドバイザーの業務]

①住民の動機付けや意識向上に関するアドバイス

②照明に関する専門的アドバイス

③具体的な協定づくりに対するアド、パイス

. 進め方の例

l 灯かりのいえなみ協定の概要

点灯実験・灯かりウォ ッチング

灯かりのいえなみ協定事業は、市内全域を対象としており、今後

l幅広い普及を目指している。そのため、概ね 3 カ年を試行・検証期

間として位置づけ、さまざまなパターンにおいてケーススタディを

行うことで、効率的な進め方の佐立や、関連制度 ・環境問題等との

整合を図り、より効果的で経済的な制度運用を目指していきた L、

まさとし)( やま ね

など

l 今後の展望

など

. 試" 点灯など による実験 ( 既存灯かり 新設灯かりなど)

・改善計画図の作成( 新設灯かりの位置など) など

. 協定内容等の検討 意見交換

. 協定密の作成( 協定書エリア図合意笛など)

- 灯かりに関するイベン卜等の開催

・他の灯かりのいえなみ協定地区の見学 など

. 危険か所 明るさチェック( ナイトウオークなと)

圃既存照明の台帳作成( 所有・管理 負担者なと)

・現況マップの作成( 灯かりの位置。各照度など)
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GA (I) は生物の進化過程を模したアルゴリズムで、 Hol landによ

り提唱され、さらにGol dbergが応用性の高いコンビューターのプロ

グラム( 単純GA) を開発し、 一気に実用化への流れが生じた。

GAでは、 ①遺伝子型におけるランダムに与えられた遺伝的 コー

ドから②表現型としての形態( または挙動など) が生じ、 ③評価関

数による淘汰を受け適者のみが生存し、 ④その適者の遺伝的コード

が交差、突然変異を受けて、 ⑤次世代の遺伝的コードが生成され、

②に戻って次世代の表現型が生じ、続いて、 ③以下のプロセスが繰

り返される 。世代数が増すほどに評価の高い表現型が得られる仕組

みになっている 。そのフローは図 1に示されるが、数理計画的には、

極めて効率の高い組み合わせ最適化手法として応用されている。

以下に、 GAの原理を簡単な例で示そう 。

図 2 は門型ラーメン形成をイメージした遺伝子型と表現型であ

る。辿伝子型として 4積類を設定し、 Cは柱 2本の建立、 Bは梁 l

体の横|玖を指示する記号とし、左方から建方のl悌予を表すものとし 泊ーォ 20

ょう 。制伝子型に対し、表現型が矢印の先のように与えられる 。 lE ペγ 寸 「

評価li 基準を門型ラーメンとすれば、遺伝子型C ' Bが最適な表現型 図 3 形態形成ルール

328 

構造計画を探勝するからには、そのかl作活動は以下の二つの構成

要件を備えているべきであろう 。

l . 理論的かつ客観的なプロセスにおいて、遂行される 。

2. 構成要. 索の種別は、カウン卜できる場合は有限個であり、連続

的な; 場合は存在範囲として有界である 。

l . に用いられる手法としては、 OR ( オぺレーションズリサー

チ) 、システム工学、コンピューターサイエンスなどの発達に伴い、

各種の数理計画手法が提案されているが、最も先端的で創造的なも

のが辿伝的アルゴリズム( 以下GAと称する) ( 1) である。

2 . の要件を満たすことは現実には大変難しい。その範囲や個数

を絞ると生み出される椛造は変化の少ないものになり、選択肢を過

度に増やすとその実現性が困難になる 。一つのソリューションとし

て、筆者の提案するリカレント建築 (2) を挙げたい。

l 遺伝的アルゴリズム (GA)

を与える ζ とは明らかである。

問題はそのC ' Bをどのようにして見出すかであり、ひとまず遺

伝子型を対象に以下の 3通りの探索方法を想定しよう 。

( 1)  4種の遺伝子の中から無作為に l 穏を選ぶ。

(2 ) 同じく無作為に 2積を選ぶ。

|  遺伝子型 |① 

f ー へ ② 

【 表現型 J  

図 1 遺伝的アルゴリスムのフロー図

E

l

@
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E ヨEヨB Eヨ

ｾ＠ ｾ＠ _ _ ! 1 土」工」ヨー

4 ξ 三ぅ

図 2 門型ラーメン形成遺伝子型・表現型

遺伝的アルゴリズムの構造計画への応凋

河 村 虞

神戸大学工学部建設学科( 建築系) 教授、工学博士

( 3 ) 無作為に 2磁を選んだ後、最適Wi - を含まない組み合わせにつ

いては、前半の記号のみを入れ替える。

おのおのの探索方法において最適解を見出す確率を求めると、以

下のようになる。

( 1 ) 明らかに 1/ 4 である。

(2) 4極から 2種を選ぶ組み合わせは 6であり、それにC ' Bが含

まれる組み合わせは 3であるから、確率は 3 / 6 = 1 / 2 である 。

( 3)  C- Bを含まない組み合わせは [ (C .  C， B  .  C)， ( C '  C， B  .  B) ， 

(B ' C，B' B) ] であり、前半を入れ替えると真ん中のものが (B '

C， c '  B) となり 、正解が含まれる 。 したがって、確率は 1 / 2 +

( 1 / 2 X 1 / 3 )  = 4 / 6 = 2 / 3 である。

以上より明らかなととは、複数個を選び、それらの迎伝子型にお

いて記号の交差を行うと正解率が著しく上昇することである。これ

は、生物の進化を生じさせるアルゴリズムの基本原理であるが、 GA

はそれをうまくモデル化したもので、ある 。有性生殖によって生物の

進化が著しく述、められた所以でもある 。 さらに位代交代において、

記号の突然変異を生じさせると、その問主によっては解が局所解に

陥ることを防ぐ効果があり、進化の速度を速める効果も期待できる。

I  G Aの構造計画への応用例

筆者の研究室で、はGAの建築構造言|画への応用性について研究を

行っているが、大きくは二つの方向性がある。

一つはGAの対象となる構造要素が辿伝的記号化されることから、

生命体の形態生成原理を模して要素や構造体の多様な生成に応用す

ることである。建築が立方体を要素として構築される場合を想定し ( 0、

形態形成のルールを図 3 に、造形プロセスを図 4 に、 GAによる椛

1  Step 3. Step 10. Step 30.  Step 50.  Step 

x  

400.  Step 200.  Step 100. Step 

図 4 形態形成プロセス
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図 5 最適化プロセスと結果
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図9 平面計画 (A社神戸事務所)

表 2 実施設計と企画支援システム結果の比較 (A社神戸事務所)

よ---------

宴 怖 設 計 吉正岩 口 Fラム結果

P- Type し遺伝子 P- Type L竺伝子

1 階

C1 BCR- 550x16 2 8  

C1 I  BCR- 550x16 2 8  
C 2  I BCR- 550x16 2 8  

柱

C1 BCR- 400x12 16 

C 1  I  BCR- 350x12 5 階

C 2  I BCR- 350x12 12 

12 

2 階 H- 582X300X12X17  20  H- 606X201X12X20 16 

R階 H- 400X200X 8X13 9  H- 396X199X 7X1 1  B  

梁 I y  2' 皆
H- 582X300X12X17 20  H- 588X300X12X20 21 

R階 H- 496X 19 9 X  9 X  14 12 Hで596x199x10x15 14 

単位面積当たリ
(雑1鉄0 0骨9を(k含:glむm)2) 

96. 6( kg/m
2

)  
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図10 リカレン卜建築ネットワーク 図11 遺伝子コード

造安定性、採光性、辺長比などを評価li 関数と しての最適化プロ セス

と結果を図5 に示す。構造要素の立方体を正 4 面体とした場合 ( 5 )  

を図6 、図7 に示す。ここでは、立体 トラスと することで、斜而の

ように変化に富んだ敷地条件への適応性を示してい る。

もう一つは、構造実務的要請に直接即応した応用例で、単R9ラチ

スド ームの最適設計と構造の設計や計画の前段階での構造企画であ

る。前者は( 紛フジタとの共同研究 ( 6) であり、後者は(仰がr井組との

共同研究 ( 7) である 。前者における、 ドームの直径、ライズ比、弦

材の部材長、サイズなどを設計変数に、重量や安全性などを評価l刻

数とするGAによる最適設計の出力例を図8 に示す。後者は、 S造の

実設計建物を対象として、応力、変形、保有耐力、コストなどを総

合的に評価 し、最適な実在の形鋼の柱梁断面を選定する企画支援シ

ステムである。表 1 、図9 に建物の概要と平面計画を示し、 表 2 に

選定結果を示す。表 2では、本支援プログラムと実務構造設計者に

よる結果を比較して、本プログラムの妥当性を示している 。

l リカレント鎮

リカレン ト建築( ＲＩ は、資源循 ｾ を基本原理 とする地 味環境に翻

利する乙とを 目的 として、主と して耐周年限の長い構造部材の リユ

ースを基調とする構法システムから成る。構造部材を共有する建築

Ul'は図10のようなネッ トワークを形成する。一般に建築物は1 5 - 50

年くらいの社会的寿命を持ち、一方、精進部材自体には数百年から

千年の寿命を与えることは可能である。リカレント建築は乙の落差

を活用することにより資源の有効利用に大きく貢献する。

このようなシステムを実現させるには、構造部材の情報管理シス

テムが不可欠である。具体的には各部材にラベルを付すとか直接IC

タグ( メモリーと発信機能を持つ) を埋め込み、誰でもがどとでも

その情報を共有できるようにすればよい。情報としては、材料、サ

イズ、生産年月日、使用履歴、損傷 ・修復記録、保管場所などであ

ろうか。建物の新築や改築H寺には、乙れらの情報を基に目的に遮っ

た最適な部材を選定すればよいが、対象部材や条件の数が極めて多

44  

図12 最適部材選定結果

く、 この時に先述のGAが有力な組み合わせ最適化手法となる。

筆者の研究室では、 以下のようなケ ーススタテ' ィを行っている ( 3) 。

部材情報の遺伝的記号化とGAによる部材強度と コストの評価の最

適部材が選定さ れた結果の一例を図11 、12に示す。

l 構造謝とGA

GAによれば、設計変数が級数個に及びそれぞれにおいて天文学

的な数に至ろうとも 、比較的短時間にそ乙そ この実用上差し支えの

ない最適な組み合わせの解を見出すととができる。

IT (Information Technology) 環境が整備される とともに、実用性

と創造性に溢れたGAが、リカレン卜建築システムを含めて、実務

構造設計においても活用されてゆくであろう 。

謝辞 本稿で引用した ｇａ の応用研究の執ｾ王者である筆者の研究室のスタッ

フ諸君、学外共同研究者諸氏、そして、本稿作成にご協力頂いた木村俊子事

務員に心より御礼申し上げます。
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l 高所トレーニング

1960年ローマオリンピ ックのマラソンで、エチオピアの高所に住

むアべべ選手が優勝したことや、 1968年のメキシコオリンピックが

標高2，340mの高所で、開催されることで、その当時から高所( 高地)

トレーニングへの関心が持たれ、 2000年の シドニーオリンピックで

優勝した高橋尚子選手や有森裕子選手などが、アメリカ合衆国コロ

ラド州のボルダーで高所トレーニングを積んだとの報道で、あらた

めて高所トレーニングが注目を集めている 。

標高が高くなると気圧の関係で空気が簿くなり、 l 回のH干l汲で体

内に取り込める酸素量が減少するが、この環境の中でトレーニング

すると、血液中のヘモグロビン量が増加して酸素を効率よく取り込

むことができ、運動能力が高まると言われている 。

近年では、マラソンなどの長距離種目だけではなく、スケートや

水泳などのトレーニングにも取り入れられるようになっており、世

界の高所トレ ーニ ング施設として、先のボルダーをはじめ、閉じく

アメリカ合衆国アリゾナ州のフラッグスタッフや中国雲南州の昆明

などが恵まれた環境にあるが、それに比べ日本ではその適地が極め

て少なく、選手は国外各地へ遠征し高所卜レーニンクーを行っている

(図1 )。

標高加古 '  日本経連 '  富山県立山

トレーニング トレーニング

(1990)  (1997. 飢 渇)

鮫阜県飛騨御岳 Levin BD&J  

トレーニング :  Stray-Gundersen 

eα 氾) ・ {1997)

4，αxl 

3，まわ 0 :滞在 (Li vi nq)

一 一ム I トレーニンク (Trai ni ng)

[ 体育の科学J VoJ. 51 NO.4 2001 小林寛道)

l 人工環境室における高所トレーニング

メキシコオリンピックの開催地やボルダーの高地と同桜の人工環

境として低圧シミュレ ーターがあるが、気圧を常圧とし設定標高の

酸素分圧に見合う酸素濃度にした低酸素環境室を作り、その室内で

トレーニングすることで、個人差はあるものの自然の高所と 同桜な

高所トレー ニングの効果が得られるとの研究成果が、スポーツトレ

ーニング研究者らによって報告されている。

わが国には高所トレーニングの適地は少ないが、自然環境には恵、

まれ豊かな自然環境の中で、人工的に作りだした低酸素環境を利用

した総合的な高所トレーニング環境の活用が有効であるとされてい

る。

l 坑道利用低酸素走路

高所トレー ニン夕、が比較的近距離で、自然の環境の 中で行える

坑道利用低酸素定路

大屋康幸

紛竹中工務居環境ビジネスプロデュース本部

「ハイポキマイン・走路 ゃなはら j が、岡山県柵原町に完成した。

乙れは気密性が高く、温度と湿度が年闘を通じでほぼ一定に保たれ

ている坑道としての特長を活かし、産業遺産である鉱山跡地の坑道

を有効に活用したユニー クな低酸素トレーニング施設である。

この施設は国の「スポーツ振興基本構想」に基づき、 トップアス

リートの競技力の向上やスポーツ愛好家の健康の維持増進を目的と

した「ゃなはら・ウェルネス ・アスリー トビレ ッジ」 桝煙、の中核施

設として計画され、低酸素条件でのトレーニングや長期滞在中の身

体効果などの基礎的なデータの収集 ・分析を行い、マラソンやクロ

スカントリー、水泳など持久力を必要とする競技のトレーニングに

利用 し、 2005年の岡山国体に向けて活用されようとしている( 写真

1 、 2)。

設

備

の

頁写真 1 施工前の坑道 写真 2 完成した走路

「ハイポキマイン ・走路 ・ゃなはら j はl隔3.5m、高さ 2.5m、全

長がマラソン コー スの 1/ 1000の42.l 95mあり、「高分子j僕分離方式」

による低酸素空気で、標高1，000mから 3，500mの高地環境を、周囲の

気圧と同等の常圧で再現した i低酸素トレーニング走路である。

空気圧縮機で加圧した圧縮空気を中空糸( ストロー) 状の高分子

膜材に送り込むと、空気中の各ガス成分のJI英への透過述度の差によ

り、主に窒素の成分の多い低酸素空気とその他のガス成分の高酸素

空気に分離 ・ろ過される。

高分子! 撲を備えた低酸素発生装置では、低酸素空気の酸素濃度お

よび発生量を圧縮空気の圧力 ・温支で制御し酸素泌度一定の空気を

作り出す 。 それを室内の酸素濃度や炭酸ガス泌度を計ｾｻｉｪ . 表示する

酸素濃度制御盤で新鮮空気と混合制御して室内に送り込み、大気の

酸素濃度は約21%であるが、標高1，000mから 3，500mに見合う酸素

濃度18.6%から 13. 6%のうち、任意の酸素濃度になるようにしてい

る ( 図2 、表 1)。 いイポキ・

1 マインゃなはり

図 2

表 1 機器リスト

機 器 ; 名 1:1: 4革

①空気圧縮機 オイルフリースクロール式 216m' /h 22kW 

②低酸紫発生装世 i f I j 分子脱酸紫分難方式 76m' /h 

③送風槻 ターポフ ァン 200ni  /h  I OOW 

@混合ボ ックス 吸音材内l砧制御ダンパー

⑤重量素濃度制御鍛 自主紫・炭酸ガス浪度指示日i 笹報器 他

⑥中間17 7 ン 消音ファン 300ni  /h 36W 

⑦室内表示探 酸量: ・炭酸ガス指示i l . y ｾＱￎｬ 表示灯

⑧差圧ダンパー ＲＰＰｾ＠ JOPa 

室内は酸素濃度が一定のレベル以下にならないようにフェイルセ

ーフ機能を持ち、 警報装置を備え 、安全性を確保している。

( おおややすゆき)

強策と社会 ・2∞3.5 45 
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クリーンエネルギーを目指して

エネルギー科学研究系

大阪工業大学工学部

電気電子システム工学科

地球関墳の悪化が取りざたされてずいぶんH寺| 聞が経過している 。

われわれ人類が不要と考え、気;1援に排 出しているもので、地球の環

境に大きな影響を及ぼす物質には多くのものがある。代表的なもの

は、 PCBやダイオキシン ・環境ホルモンなどの各種の有害物質、フ

ロンなどのオゾン層破壊物質、 二酸化炭素をはじめとする満室効果

ガスである。これらのうちのいくつかは、生産を中止し、あるいは

代替物に代えるなどの手段が講じられているが、温室効果ガスのう

ち特に二酸化炭素については、現在のところ代替の手段がほとんど

皆無で、お手上げの状態である 。

エネルギー統計の示すところによれば、平成12年の最終エネルギ

一作i1!( f11は昭和40年の3.5倍で、その約半分はf ' 1 l 気エネルギーに変

換され、さらにそのうち約半分は、火力発電で作られる。火力発泡

では、途中に熱エネルギーを介しているため、カルノーのi I l リ約を受

ける 。そのため、発電に伴う 二酸化炭素の排出量は極めて大きなウ

エイトを占めることとなる。このような状況を改善するものとして、

いわゆる新エネルギーの開発が進められている。

研

究

最

前

線

l 燃料電池

この新エネルギーの一つに、燃料電池がある 。これは、燃料の持

つ化学エネルギーを、熱エネルギーを経ることなく直接電気エネル

ギーに変換するもので、変換効率は50- 60%が見込まれている。さ

らに! 発熱を有効利用することにより、総合的な効率は70%を超える

と考えられるので、発電に伴う 二酸化炭索の排出量は 2/ 3 に減少

することが期待される 。

燃料 ＱＱＱ 池には多くの種類があり、リン酸 ｽｲｾ はすでに 実 用の ｪ 戎に達

しているが、効率はあまり高くない。自動車用の固体高分子形は、

急ピ ッチで1m発が進んでいる。乙れに対し、国体酸化物形燃料電池

は約1000'Cの高渦で動作するため材料面でのI1可約が多く、まだIJ 日発

途上にある。われわれの研究室では、この次世代型である団体般化

物形燃料電池に関する研究を行っている。

団体酸化物形燃料電池に用いられる電解質としては、通常、酸化

ジルコニウムに酸化イ ットリウムなどを数%混合した安定化ジルコ

ニア (YSZという) が用いられる 。しかし、このYSZは選手屯率が他

の型の燃料電池用電解質に比べて約 l 桁低く、燃料電池としての性

能をづ |き出すためには、電解質の薄膜化を図る必要がある 。この2日

僻質のWf. JI英化に| 刻して、われわれの研究室では、 二つの方法で研究

を進めている。一つは、従来の焼結法であるが、材料に成形助剤を

添加することによって特性改善を図ろうとするもの、もう 一つは、

高温プラズマを用いて μ mオーダーの薄膜にしようとするものであ

る。

- 研究室のひととき

10数年前、研究テーマとして燃料電池を取り

上げたとき 、当 11寺の電気工学教室の学生諸君

から 「燃料1l i池とは何か」という質問を受け

た。今ではそれがl賊のように11';1こえるが・

述絡先

大阪市}lll 区大宮 5・16・l

Te! 0ι -69以4236 ( 伊佐) 、 4229 ( 長田)

htゆ: / /www. oi tac. jp/ www-ee/ 

l 泡が消えた!

といっても、別に

ミステリー小説のこ

とではない。団体酸

化物電解質を作る

| 祭、まず原料( 二酸

化ジルコニウムを主

体としたもの) を粉

砕し、 i答剤を混ぜて
j肖泡剤添加なし 消泡剤添加あり

スラリー( 泥紫) と 図 1 固体電解質破断面の電子顕微鏡写真

する 。これを型に流して乾燥後、約1，300'C で焼結すれば国体市If(

質が出来上がる 。ただし、スラリーの段階で多くの気泡が発生し、

出来上がりの電解質のイオン導電率を低下させる原因になる。そこ

で、型に流す前のスラリーに消泡剤を添加してみたところ、 図 1 に

示すように、ものの見事に泡が消えた。その結果、イオン導f ' l J 率は

大きくなり、燃料電池としての発電特性にも改善が見られた。

l 薄膜化に成功!

とれまでの固体酸化物形燃料電池の固体電解質は、 J平さ 0.5m間程

度が限界であ った。これに対し、当研究室では、プラズマを応用し

たスパ ッタリング法により、 YSZを静脱化する研究を続けてきた。

ｦｴｾ 近、 当 研究室では、電極として ｎｩ と ｙｓｚ の複合材料である ｎｩＭｙｓｚ

サーメ ットを用い、電解質とともにまとめて蒸着することにより、

燃料屯池それ自体を薄脱化することに挑戦し、ついに発泡させるこ

とに成功した。ただし、基板に蒸着させた段階では、 YSZの結 i品構

造は発電に適した立方品ではないので、結晶桝造を立方品に変える

ためには1，200- 1，300'Cの温度で焼鈍する必要がある 。とうして出

来た燃料電池の発電特性を図2 に示す。1A¥負荷における発電電圧の

0.9  

0.8  

ｾＰＮＷ＠

出 0.6

f O5 

ｾ＠ 0.4 

0.3  

0.2  

JA論値は0.915Vで

あるので、ほぼそ

れに近L叶直が得ら

れている 。また、

図に示すように、

7時間後には負荷

特性が低下してい
0.1 

o  L - _ _  ｾ＠ _ _ _ _  ｾ＠ _ _ _ _  ｾ＠ _ _  ｾｾ＠ _ _  ｾ＠ るが、長時間特性

o  50 100 150 200 250 

負荷電流密度 [ mAl c m
2

] の改普は今後のテ

図 2 蒸着法により作製した薄膜形燃料電池 ーマである。

の発電特性

- 研究ス タッ プ

長田昭義 Ｏ Ｑ ＹＵＴ ｩ ｬ ｾ 生まれ

・専攻/ プラズマ理工学

・若l ! J / 基礎電磁気学，パルスパワー工学の

基礎と応問

掛山智哉/ 1978年生まれ

Ｎ ｾ 与攻 Ｏ 事 ｲｲ エネルギー ・ プラズマ科 学

機 弁 腕/ 1978年生まれ

・専攻/ エネルギー発生工島

伊 佐 弘/ 1943年生まれ

・専攻/ 布市圧・ m力工学

・3警告/ 基礎電気回路 ，パルスパワー工学の

基礎と応用

左から長田昭義教授、掛山智哉院生、襖弁暁院生、伊佐弘教授
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8 3 4  見 蓄 J す ττf 8  7  4  

やさしいケンチク数学ぱなし

ーその 5- 近似値と有効数字

山 田 修

l 近似値とは

近似値は真の値に近い値で、日常的に使われてきた。近似値には

次の三種類が存在する。

① 四捨五入

8.764・・・ 小数第 31立を四捨五入すると 8.76 となる 。8.76 は、

哀の値8.764 ・・・の近似値である。

② 切り捨て

π =  3.14 ・3.14は、其の他 3.14159 の近似値である。当値は

世界中で通用している。

① 切り上げ

身長= 165cm :  165cmは、測定器具の皿皿以下を切り上げたもの

で真の値 165. ・- の近似値である。当値は「誰もが少しでも高

くみせたい」と願うから① ・②の ようにはせず、すべて切り

上げるのがよい。身長で"mm以下を出しでも無意味である。

l 有効数字とは

直の値を近似値として表すとき、その各数字は有効数字とよぶ。

有効数字は、最上位から 3 ケタまであれば通用する (写 1参照) 。

かつて、わたしが手言時主で構造計算をしていたときは、計1 + 尺と

そ ろ ばん

ソロパン (昔は卜露盤と記した) を使っていた。計算尺は 3 ケタ

( 最上位が 1 のときは 4 ケタ) までの計t ) : が| 瞬時に求められる。位

どりも問逃わなかった。

有効数字 3 ケタを使った言| 苦手は、次のように行う 。

〔例J 567.321 x  0∞ω472 

=  567.側 x o側 85

=  5.67 x  10 ;  x  6お x 10 - 3  =  38.8395 x  10 '  

=38. 8x 10 ' = 3.おO

l 近似値計算の位どり

数字は、端数が多くついているほど正確で、信ぴょう性が高い、と

錯覚する。これは 「数字のマジック J というもの。

いまは、コンピュータの| 時代で何ケタでも計鉾が可能である。機

械による計算だから正しい、と人は思いがちだ。が、肝心なのは、

近似値とその位取りである。大きい数と小さい数を加減 ・釆|徐した

とき、小さい数の端数はコッパミジンに l次っとんでしまう 。いまの

不況時の会社再編成と同じで、大会社が小会社を吸収合併する。

近似値計算の位取りは、次に示した。

加減法 : 有効数字の末位は、もっとも高い位に揃える。

〔例J 8.4侃 + 5.92 =  8.41 +  5.92 =  14.33 

0.897 - 0.0435 =  0.897 - 0加4 = 0お3

乗除法 . ，有効数字のケタ数は、も っとも少ないケタ数に揃える。

〔例J 620.7 x  75.4 =  621 x  75.4 =  46.823.4 =  46. 側

94.07 .;- 7.3  =  94 .;- 7.3  =  12.88 =  13  

l 近似値計算のπ

円の半径は、円周ム 2π で求まる。通常は、 π = 3.14であるが、

円周が次の数値のときは、 πは三種類に変化させる。

① 円周が 9 mあるときは、 π =  3 を使う 。

半径= 9  .;- (  2  x  3)  =  1.5 =  1.5 m 

② 円周が8. 8mあるときは、 π =  3. 1を使う 。

半径= 邸 ( 2  x  3.1)  =  1. 42 =  1.4 m 

① 円周が8. 94mあるときは、 π =  3.14を使う 。

半径= 8.94 ム( 2 x  3.14)  =  1. 424= 1.42 m 

写 1 スーパーの値段は、有効数字 3 ケタ

上鍋 1，980 1-

'

1の表示は、 1，000円の大台にのったので l の位は Oとした。有効数字 3 ケタ

を活かすためである 。1，985円とするとミミ ッチすぎる。乙れを 1，990 円だ、と 2，000 P' Iに

思いがとぶ。1，970円では負けすぎになる。ととで、 1，980円が登場する 。

10 f立は、 8 が主役である 。8 は、 4 の2 ｦＧ 音でダブル十字を表し、古くは最高のｾ｜ｾ数だ

った。「八 j は末広がりの向ばれる数で、いいやすい。子供にと っては l の次に占きやす

い数字である。8 は、ダル7 さんの姿を思い出させた。落語でも「ハチ ( 8 ) 公 ク ( 9 )  

マ公J というではないか。
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三重

E ヨ

評

本番は、建築家・佐野正ーの自伝の警であ

る。彼は今年82歳とは思えない明断な語り口

で、大正、昭和、平成の建築をテンポよく語

っていく 。同時に戦後の激励期、高度成長期、

バブル以後の過酷な| 時イ℃を生き抜いてきた経

営者としての冷徹な判断が隅々に示されてい

て興味深い。端的に言えば勝ち組の記録とい

うことになるのだが、佐野流の勝利のための

キーワードは、実は「継承J という諸に要約

される。この継承というコンセプトは、J l 券つ

ことよ りも負けないことを重視する姿勢であ

り、建築に関する養生訓として低成長時代の

建築のあり方を暗示してはいないだろうか。

さらに継承という語は、 3是正li 的な冒険主義か

ら柔軟な現実主義への転換、普通的な理念よ

りも具体的で、伝統的な知恵への回帰によっ

て、近代的価値をゆっくりと変えていく方法

を示唆している。

*  

その意味で「近代とは何か、近代建築とは

何か」という 問いにと らわれ続けていた私に

とって、本書は近代の束縛から解き放ってく

れる福音の書で、あった。余人にとってはいざ

知らず、少なくとも私にとって、本書の最大

の効用は、近代というものを相対化すること、

決して近代という時代を特別視したり、和l'話

化したりする必要はまったくないことを示し

てくれたことである。理屈っぽい言い方にな

るが、近代が生み出した 3 つの理念、「自由、

平等、友愛」のうち、初代安井武雄は、自ら

の建築を「使用目的及び桃造に基づける自由

様式」と名づけたように、自由という理念を

具象化することを志向した建築家といえよ

う。これに対して 2代自の佐野正ーは、実は

友愛を形象化することに才能を発揮した日本

では稀有な建築家であると考えられる。この

ことは、直接的には佐野前期の代表作、野村

龍券本社新館ならびに大阪ガスピル北館が、

ともに岳父安労ニ武雄の代表作にぴったり隣接

して建築されていることからも煙、起される

が、間接的には、サントリ ーホールや東京国

立博物館平成館、 戸塚カン トリー倶楽部クラ

ブ‘ ハウスといった佐野後期の代表作が、現代

社会におけるコミュニティや社交のための建

築であることからも伺われる。

ちなみに自由、平等、友愛のうち平等を表

象するのは住宅であり、集合住宅こそ近代を

代表するピルテ事イングタイプである。佐野は

これまで何千という建築の設計に携わってき
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代 i築

t  自家

たが、不思議なことに本番では自作の住宅に

関してはほとんど触れていない。佐野は戦前

国鉄に勤務し、戦後復員して旧京都駅の設計

で、有名になった経歴からも分かるように、彼

の建築観の背後にはどこかに公の秩序といっ

たものが感じられる。対照的に岳父安井武雄

は、卒業設計において和風住宅の設計を行っ

たように、彩、性を造形力や技術力によって調

和あるWf ，答へと向かう建築家である。一方の

佐野の方法はより波線的であり、公的な普遍

性と民間企業の私性を制御して明断な全体像

を結実させることを主題としている。

*  

本音: は、大変読みやすい本である。 しかも

佐野の明| 噺な語り口と優れた記憶力によって

客観性が与えられたと 言ってよいだろう 。さ

らに、 一人称による独り 言、あ るいは諮り口

が一本調子になることを避けるために、複数

の視点を導入し、立体的な本作りが行われて

いる。其鍋圭子との座談会、吉田秀和の引用、

山口肢と石田潤一郎という こ人の近代建築史

家による分析と論評、さらに佐治敬三や安井

武雄、カラヤンの思い出など、多様なライン

ナップによって、自然と緩急の変化がつく構

成になっている。そうした中で最も緊張感あ

ふれる箇所は、岳父安井武雄の戦後の作品に

対する冷静な評価を行っている箇所である。

とくに大和紡績と日綿実業ビルの造形的比較

論が展開される 3 掌末尾の段落は、平易なが

ら力のこもった文主主である。老境にある著名

な建築家が戦争という急激な|時代の変化にさ

らされ、それでも建築を作り続けようと努力

している姿。その作品は決して悪くはないが

かつての代表作には及ばない。 しかも彼は自

分の義理の父であり師でもある。そうした時

期の義理の父の作品をどのように評価し、紹

介し、書き留めるのか、決心の要る仕事であ

る。一方、最終ページに一瞬その横顔を覗か

せる 三代目吉彦社長、 300ページの本の 3 ペ

ージだけの唐突な出演が、かえ って普段着の

彼の存在感を感じさせて、 三代目に対する好

奇心をかきたてる。新社長の祖父安井武雄に

対する短文も魅力的であり、佐野正ーの安井

論と読み比べれば、興味は尽きない。

(ふるやま まきお京都工芸繊維大学教授)



[ お知らせ]

第 1 3回近代建築公開講座

テーマ 「戦争遺構の保存と破壊ー幻燈で見る各地の戦

争の傷跡-J

日 時 2003年 5 月14日(水) 18:  30より

会 場 ビジュアルアーツ専門学校中庭

J R大阪駅南西約700m、大阪デザイナー専門

学校北向かい。北区堂島 2 - 3  - 20 

講 師 柴 田 正 己 (戦争遺矯研究会代表)

内容原爆ドーム、旧第四師団司令部庁舎、旧大阪砲

兵工廠化学分析場、旧高射砲陣地 (東淀川区)、

旧読省飛行場開本壊、旧米軍ミサイル基地、沖

縄県旧奉安殿、旧陸軍兵舎 (堺)、 沖縄県旧海

軍i豪、旧大阪府立北野中学校校舎外壁などスラ

イド約100枚。

連絡先戦争遺矯研究会 (TEL 072-236-3357)  

フォーラム「近代建築を旅する」

会場 INAX大阪. 8階会議室

大阪市西区新町 1- 7- 1 地下鉄 「四ツ橋j 下車

定員 80名 (当日先着順)

参加一般1，000円、学生500円

・林昌二 (建築家、日建設計名誉顧問)

r22世紀の近代建築を構想する」 一一三愛ドリームセン

ターやパレスサイドビルなど 、オフィスを住居の延長で

とらえようと独自の視点在切り開いてきた林氏の 、22

世紀へと引き継ぐべき近代建築のエ ッセンス。

日時 2003年 5 月31 日(土) 17: 00- 19: 00

. 平良敬一 (編集者)

「戦後建築ジャ ナリスムと地域主義j 一一 「建築J

rSDJ  r都市住宅J r 住宅建築j そして「造景」を創刊

し、近代建築に自を注いできた平良氏の話。

日時 2003年 6 月28日(土) 17 :  00- 19 :  00 

スペースデザインコース開講

第一線で活躍中の実務家や感性豊かなアーチス卜など多

彩な講師陣とのコミュ二ケーションを通じて、広い視野

で物事をとらえる力と、豊かなパ ソナリティを育てる

スペースデザインコースは 6 月11 日から大阪ガスイン

テリアデザインスクールの教室で開講される。

講義毎週水曜日 18: 45- 21 :  05 ・全45固

定員 30名

費用入学金30，000円、受講料284，000円、税別

申込 6月4 日締め切り 。大阪ガスインテリアデザイン

スクールにパンフレ ットを請求後、受講申込書に

写真 2枚を添えて送付すること。

n f o r mo t i o n  

大阪駅北地区国際コンセプ卜コンペ入賞作品決定

大阪の梅田貨物駅用地約24haを対象lこ、①まちづ くり

のコンセプト②のぞましい土地利用、立地を図る べき

施設・機能③都市環境、アーバンデザインの提案を求

めて 、大阪駅北地区国際コンセプトコンペ実行委員会

(都市基盤整備公団、日本鉄道建設公団、関西経済連合

会、大阪商工会議所、大阪府、大阪市) はコンセプ卜

コンペを関f寵した。http: //www. osakacompe. j p/

今年 1月31 日の作品受付締切日には海外を含め966作

品が集まり 、審査 (安藤忠雄、石森秀三、伊藤滋、川

勝平太、熊谷信昭、残間里江子、ジ工 ムス・バクス

ター 、田口芳明、鳴海邦碩、本間正明、村橋正武) の

結果、新しい都心のあり方について高い理想をうたい

ながら 、それぞれに課題はあるものの、実現に向けた

具体性の高い提案が選ばれた。

入選作を含む多くの提案は 、今後の同地区開発基本権

想及びそれに続くまちづくりに活用される予定。

・優秀賞 3点

日本工芸館の民芸展

1960年に竣工 した日本工芸館は43年を経た今も 、大阪

難波の大阪府立体育会館の近くにビルに固まれて建つ。

この民芸博物館では、6 月まで下記の展示が行われる。

会期 2003年4月4 日(金)- 6月29日(日)

10:  00- 17:  00 休館; 毎週月曜日と第 2火曜日

会場 日本工芸館 TEL 06-6641-6309 

大阪市浪速区難波中 3 - 7 - 6

展示 ①古作種子島焼展一徳寺IJ ・壷など約70点ー

号混代各地漆器展ー各地の漆器約120点ー

③古作自子の型紙展ー型紙約30点

.  Metropol i ta円 Compost - 平成のまちづくり~

提案代表者/ 林 直 樹 (日建設計、大阪)

・創と奏の水都 (みなと ) - 浪速の万華鏡ルネサンス~

提案代表者/ 白井順二 (森ビル都市開発、東京)

- 再生、創生、バランス 、調和、融合

提案代表者/ Mari o Roberto ALVERZ (アルゼンチン)

. 佳作 5点

- 地上に地下をつくる丘プロジェク卜

提案代表者/ 本多友常 (和歌山大学)

.  r和の文明の森・ネオなにわ京J の創生

提案代表者/ 加藤晃規 (関西学院大学)

.  Mother Forest 

提案代表者/ 佐々 木正人 (竹中工務庖)

. 再生: SAISEI 

提案代表者/ ColinSTEPHENS (建築家、カナダ)

・知識創造拠点の形成 ナレ ッジコア

提案代表者/ 小林敬一 (東北芸術工科大学)

けんざい2003、6月に開催

附日本建築材料協会の「総合建築材料 ・住宅設備展」は

17回目を迎え 、「環鏡との調和一き っと見つかる快適建

材J をテーマにインテ ックス大阪で関唯される。入場無

料。会期中、健康トレンドセミナーも開催。

会期 2003年 6 月4 B (水)- 7 日(土)

10:  00- 17:  00 最終日は16 : 00まで

会場 インテ ックス大阪 ・4号館

大阪市住之江区南港北 1- 5- 102

出展 161t:土254小間 ( うち海外50社64小間)

詳しくは、http: //www. kenzai . or .jp/へ。

ビルディングドクターく建築設備> 講習会

制建築 ・設備維持保全推進協会 (BELCA) と例日本建 ・福岡 2003年 7 月30日(水)- 8 月1 日(金)

築設備・昇降機センヲーは「建築設備診断技術者」資 定員60名 ・福岡朝日ビル

格取得のための講習会を 、東京、大阪、福岡で開催。 申込み 2003年5月21 日(水) 締め切り

・東京 2003年 7 月2 日(水)- 7 月4 日(金) 安講料 50，400円 (消費税、テキス卜代を含む)

定員240名・飯田橋レインポーホール 閉会せ (社漣築・設備維持保全推進協会 (BELCA)

・大阪 2003年 7月16日(水)- 7月18日(金) TEL 03-5252-3873、FAX 03-5252-3871 

定員150名 ・大阪YMCA会館 e-mail  :  bel ca@bel ca. or .jp 

シンポジウム rJ  ¥イブリッド換気の原理J

換気動力に自然エネルギを活用し 、信頼性・確実性 東京都目黒区駒場 4 - 6 - 1

に優れる機械換気を合理的に併用することにより 、所 定員 70名 (先着順)

要性能を十分に満足させつつ、省エネルギーを達成す 費用 7，000円 (テキスト代4，000円を含む)

る方法を研究したのが「アネ ックス35J 。 三井住友銀行東京公務部普通18962、例建築環

〒541-0051 大阪市中央区備後町 3- 6- 14 国際エネルギー機関と俄建築環境・省エネルギー機構 境・省エネルギー樹首

TEL 06-6262-4089 の4年間にわたるこの共同研究の最終報告書が出され 申込事前に参加費を振り込んだ後、振込受領書コピー

講師東孝光/ 池上俊郎/ 石井修/ 遠藤岡IJ 生/ 遠藤秀 た機会を捉え 、アネ ックス35の研究成果をふまえて実 にシンポジウム名、氏名、所属、電話、e-mail を

平/ 岡幸男/ 柏木浩一/ 加蕨力/ 佐々木葉二/ 長 務上にも役立つシンポジウムが聞かれる。 明記し 、FAXで鋤建築環境 ・省エネルギ一機構

瀬{ 言博/ 野井茂正/ 服部滋樹/ 増田昇/ 三宗司 日時 2003年5月22日(木) 13:  30- 17:  10 (FAX03・3222-6696、TEL 03-3222-6946)へ。

郎/ 安原盛彦ほかを予定。 会場東京大学生産技術研究所・食堂棟上第 3会議室 講演加蕨信介 (東京大学) 教授ほか 7名の実務者
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福岡道雄展、アートスペース虹で 第11回円主まいとコミュニティづ‘ くり活動助成J 助成対象者決定

住まいと コミュ ニティづ くり活動を対象に、例ハウ ジ この方面の「専門家派遣j 技術の開発 ・充実が当財団

ングアンドコミュ ニテ ィ財団が助成希望の民間グルー に望まれるところである。

プの活動を募ったところ 109件の応募があり、選考委 関西のクループでは、「歴史的都心街区でのまち運営

員会(渡辺俊一東京理科大学教綬ほか 7委員) で選考し、 システムの研究J (姉小路界隈を考える会)、「野宿経験

14件の助成対象が決定した。助成期間は2003年 4 月 のある生活保護受給者の地域社会への定着支援J (釜

1  B - 2004年 3 月31 日ま で。助成金総額1，000万円。 ケ崎のまち再生フォーラム)、「憩える場所づくりを通

全国35都道府県からの応募は、住環境24% 、施設 じた地域エンパワーメント事業J (阪神淡路大震災ま

2 4 %など各分野をまんべんなくカバーしてい た。な ち支援グル プ ま ち ・コ ミュ ニケーション) を助成。

お、今回の募集では、案件について当財団が「専門家 姉小路界隈を考える会の活動は平成14年度に引き続い

の派遣を必要とするかj 問うたが、派遣を必要とする ての助成であり、町式目というユニークな建築協定に

福岡道雄氏は1960年初頭から個展、グループ展などで 分野では「建築系 J 21 % 、「組織の経営 ・運営 j 始まり、今年は地区計画指定を 目指した活動を展開し

作品を発表してきた。今回は「何もすることがない J 16%、「都市計画系J 12%の順で回答があ った。今後 て、歴史的都心街区のまち運営システムの4昔築を目指す。

「僕達は本当に怯えなくてもいいのでしょうか」シリ ー

ス中、最も大きい平面の作品 2点が出品される。

会期 2003年 5 月6 日(火) - 18日( 日)

11 :  00- 19 :  00 ( 最終日18 ・00) 月曜休廊

会場アートスペース虹 TEL&FAX 075- 761- 9238 

京都市東山区三条通神宮道東入 3丁目東町247

医療福祉建築賞2 0 0 2受賞

(紛日本医療福祉建築協会の「医療福祉建築賞2002J は、

病院21 ・診療所 4 ・福祉施設等16点の計41 点の応募作

品の中から審査の結果、5作品の受賞を決定した。

. NTT東日本関東病院 2000年10月竣工

所在地東京都品川区東五反田 5 - 9 - 22

病床数 665床

設計者 (紛エヌ・ティ ・ティファシリティ ーズ

施工 者 大林組 ・竹中工務底 ・戸田建設 ・不動建設 ・共

立建設 ・佐藤工業 J V

. 特別養護老人ホーム親の家 2001 年3 月

所在地東京都武蔵野市八幡町 3 - 4 - 1 8  

入所数 40名+ ショートスティ 8名

設計者側象設計集団

施 工 者 戸田建誌側東京支庖

・特別養護老人ホーム せんねん村 2000年12月

所在地愛知県西尾市平口町大溝 7

入所数特養80名+ ショートステイ 20名+ ケアハウス 15名

設計者 キット・ プランニング(有トト大久手計画工房

施工者戸田・山旺建設工事共同企業体

・愛知県厚生連渥美病院 2000年5 月

所在地愛知県渥美郡田原町大字神戸字赤石 1一 1

病床数 316床

設計者 。車j共同建築言宣言十事務所

- 新刊紹介 『実例に即したーやさしいケンチク文章術』山田修著

この春にとの感動。199歳 1 三浦敬三モンプラン大 今でも毎日体を鍛え、 11町内の卓球大会、陸上競技へ

滑降」のニュース 。彼は、冒険家 三if ll 雄一郎のお

父さん、今もって、現役のプロスキーヤー。白銀を

滑る白寿のお姿をT Vで拝見。感激でした。 乙んな

ひとがいる!

そして、今副司
01
1の日野原重明さん( 型路加国際病院

理事長) は91歳。パワフルな耐1惜の熱い生き方を

指南されて、世代を ｉ ｾ 自えた共感を ｈ 干んで 、いる 。 まさ

に、日本の元気なお爺さんがたに脱帽! このお二

人の活眼を見ていると、元気がもらえそうな気分に

なる 。われわオじ皆いもんがめげてたら、日本よくな

らない。

そして、モッとやらないかん! という気にさせる人

が、ここにもおられる 。『見築文章術j を上梓され

た、まだまだお若い山田修さん (74歳) 。斡国の古

寺に造詣が深く、 100数度にわたる訪特と多数の者

作により、日斡親善友好に努めてこられた。工業高

校や大学で建築学生に講義するかたわら 「建築法規」

「構造j 関係の著作をも重ね、まもなく 501叶になる

という 。初出版から毎年 1illt の快進撃。ただただそ

のエネルギーに恐れ入る 。

の参加をはじめ、水彩画、演歌大好き( 斡国の歌は

もちろん原諮で) という、まさに 「スーパーおじさ

ん」である 。

現在も日本建築協会出版委員会の顧問としてパワー

をいただいているが、この fケンチク文章術j から

先生の 『教えることへのひたむきな姿勢J r モノを書

くことに対する情熱J r日日のたゆまざる努力の大

切さ j をひしひしと感じる。先生の生き織を通して、

われわれにI i 喝j をいれていただける読本である 。

B  5  'fi J  82頁

ご一読をお勧めしたい。

( 日本建築協会出版委員

長/ 上原正行)

*  

本は私家版で、実質

2，000円で日本建築協会

2，310円でお届けします

( 事務局) 。

. 新刊紹介 WNP O法人の設立と運営 Q & Aj

三木秀夫+ 岡村英恵+ 中務裕之+ 荒木康弘+ 長井筒子著

NPO法人の

設立と運営

囲内のNPO活動は、 98年12)' J の特 認会計士の中務裕之氏、荒木康弘氏

定 ｾ ｊ ，営 利活動促進法 Ｈｎｐｏ 法 Ｉの と、税理士の長 ｾ Ｇ ｉ Ｇ Ｂｮ 子氏が 加わり、

施行で本格的にスター卜した。この

特定非営利活動法人への理解を深め

そろって大阪NPOセンターにつく

られた INPOたすけ隊」のメンバ

るため、弁設士の三木秀夫氏らがガ ーとのこと 。

施工者附守中 ・大成 ・銭高共同企業体 Ｑ Ｎ ｾ 哩竺竺 ＭＮ Ｑ イドブックを出版した。 福祉や教育、社会貢献などの法人設

I  Ｎ ぬｩ￟Ｂ ｩｾ ｩｬ ｄＺＧ ［ｩＮ ［Ｍ，Ｑ Ｑ Ｍｮ i i D! fH市 2・・・・・ l  

・けま喜楽苑特養棟 ・グループホーム棟 2001年3月 11邑孟ーーー凶= ー品孟孟 NPOを設立したくても法人になる 立を検討している 団体、運営上の悩

所在地兵庫家尼崎市食満2- 22- 1 1・・・・・・・・・・・|  と、どんな利益、不利益があるのか みを持っている NPO法人の質問に

入所数特養50名+ ショートステイ 20名+ グループホ もつかめないなどとい った紫朴な疑 答える形式で、定数の作成、設立の

ーム 9名X 2 ユニット | 圃 圃 圃 圃 圃E 極 圏 圃 圃 圃 園 |  間の解消が編集の主眼に置かれてい 手続き、事業報告など、法律、労務、

設 計 者 外山 義( 設計監修) 、永野建築設計事務所 ，青文社 2003.1.6刊 る。執筆には、 三木氏のほか、社会 会計、税務のジャンル別に、編集、

施工者 佐 藤工業側 A 5 判 412頁 本 体2，800円 保険労務士の岡村英志氏、ともに公 解説されている 。 ( Y . K )  
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第 2 回通常総会

3 月26日 (水) 16: 00- 16:30 

.6、

主主

出 席 者 金 多 会 長 ほ か1260名 (2476口) (委任状共)

議 事 (1) 平成15年度事業計画 (案) の件

(2) 平成15年度予算 (案) の件

理事会

第 2 回通常理事会

3 月26日 (水) 15: 05- 15:40  

出席者 金多会長ほか47名 ( 内委任状26名)

議 事 (1) 平成15年度事業計画 (案) の件

(2) 平成15年度予算 (案) の件

(3) 後援名義使用の件

(4) 会長辞任の件

正・副会長会議

3 月26日 (水) 16: 45- 17: 00 

出 席 者 金 多 会 長 ほ か 4 名

議 事 協 会 の 運 営 に つ い て

|  編集委員会

第12回編集委員会

3 月12日 (水) 18: 00- 20: 15 

出 席 者 設 楽 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 4 月号「サスティナビリティ 次世代に引

き継ぐ都市 ・建築 ・暮らしのデザインー j

特集報告

(2)  5 月号「建築と五感j 特集報告

(3)  6 月号「都市計画法及び建築基準法の改正J

特集経過報告

(4)  7 月号「コンハージョンーインテリアから

発信するまちなみー」特集経過報告

(5)  8 月号「介護と建築 ・設備j 特集経過報告

(6) 収支状況報告

第 12回設備分科会

3 月4 日 (火) 18: 00- 21  :00 

出 席 者 汚 井 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1) r研究最前線を追う j の企画

(2)  r設備の頁J の企画

(3)  8 月号「介護と建築 ・設備」特集の企画

第12回法令分科会

3 月 5 日 (水) 14: 00- 16: 00 

出 席 者 中 島 委 員 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 6 月号[ 都市計画法友び建築基準法の改正」

特集の企画

(2)  r法令 コーナ ーj の企函

第12回広告企画小委員会

3 月5 日 (水) 16:00- 17:30 

出 席 者 設 楽 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1) 4 月号「サスティナビリティ一次世代に引

き継く都市 ・建築・暮らしのデザイン」特

集報告

(2)  5 月号「建築と 五感j 特集報告

(3) 作品作風関係報告

月間の動き

(4) 平成15年度独自特集企画、広告企画小委員

会特集企画

(5) 収支状況報告

第12固権造分科会

3 月14日 ( 金) 18:00- 19:15 

出 席 者 田 淵 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1) r備造の頁」の企函

(2)  10月号構造特集の件

第 6 回計画分科会一建築計画系-

3 月14日 ( 金) 19:00- 20: 00 

出 席 者 野 団 幹 事 ほ か 7 名

議 事 9 月号特集について

第 7 回計画分科会ーインテリア・住宅系

3 月18日 (火) 19・00- 20: 30

出 席 者 高 野 幹 事 ほ か 5 名

議 事 7 月号「コンパージョンーインテリアから発

信するまちなみ j 特集案

第10団施工材料分科会

3 月26日 (水) 17: 30- 18: 00 

出 席 者 竹 中 幹 事 ほ か 2 名

議 事 企 画 内 容 の 検 討

第12回作品作風小委員会

3 月27日 (木) 19: 00- 20: 30 

出 席 者 倉 淵 副 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1) 作品の選定

(2) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

( 3)  r  gal l eryJ 掲載報告・予定

読者と選ぶ「建築と社会賞 j 審査会

第 3 回読者と選ぷ「建築と社会賞j 審査会

22日 (土) 14: 00- 17: 00 

出席者井上審査委員長ほか 3 名

|  事業委員会

第 7 回事業委員会

3 月18日 (火) 18: 00- 19:30 

出 席 者 川 村 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 (1) 各小委員会からの報告と検討

(2) 常設委員会委員の応募状況 (報告)

(3) 事務局組織の変更について (報告)

第 7 回若い会員の集い小委員会

3 月4 日 (火) 19:00- 20: 00 

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 1 名

議 事 委員会の今度の活動について意見交換

見学会小委員会2002年度第 6 回企画

近代建築見学会 (第13回) 神戸税関

3 月 5 日 (水) 14・30- 16:00

講 師 山 形 政 昭/大阪芸術大学教授

川島 克也/日建設計設計室長

参加者 25名

第 7 回情報小委員会

3 月12日 (水) 18: 00- 19:45  

出 席 者 天 野 副 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 今 度 の 企 画 に つ い て 報 告 ・検討

第 7 回見学会小委員会

【平成15年 3 月分】

3 月13日 (木) 18: 00- 19:50  

出 席 者 伊 藤 幹 事 ほ か 7 名

議 事 実 施 報 告 と 今 後 の 予 定 に つ い て

|  出版委員会

第11回出版委員会

3 月20日 (木) 18: 00- 19:00 

出 席 者 上 原 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 ( 1) ( プ口のノウハウ 〉 と特装本の経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定

(3) 第26回 ( プロのノウハウ 〉講座 (経過報告)

(4) 常設委員会委員の応募状況 (幸E告)

(5) 事務局組織の変更について (報告)

第 2 回建築教育小委員会 (仮称)

3 月6 日 (木) 17: 30- 19:00 

出 席 者 安 達 主 査 ほ か 3 名

議 事 「建築設計教育の変化J について

第10回 r(仮称) 建築施工図の作図方法とチエ y クポイ

ン卜 J 出版小委員会

3 月13日 (木) 18: 00- 19:15 

出席者 団中主査ほか 7 名

議 事 ( 1) 建築施工図の作図方法とチェックポイント

に関して (事例報告)

(2) 今後の作業予定その他

第26回 ( プ口のノウハウ ) 講 座 飛 躍 す る 繕 造デザイン

3 月22日 (土) 15: 00- 18: 00 於 学 芸 出 版 社 ホ ール

講 師 渡 辺 邦 夫 / 構 造 設 計 集 団 ( S D G) 代表

参加者 39人

「一一 教育委員会

第49回工高生デザインコンクール募集規定作成会

3 月11 日 (火) 18: 00- 19:45 

出席者塘審査委員長ほか審査委員 9 名

片倉 ・和田正副委員長ほか委員 10名

E華 事 第49回工高生デザインコンクール募集規定

(案) の検討

建材委員会

第 8 回建材委員会

3 月12日 (水) 16: 30- 17:30 

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1 ) 平成15年度の活動方針

(2) ホームページ開設のお知らせ

建築クラブ

第368回建築クラブ朝食会

3 月11日 (火) 8・30- 10・00

演題「飛鳥からイースター島へ 、石人の世界j

講 師 猪 熊 兼 勝 氏 (京都橘女子大学教授)

参加者 20名

入会者(敬称略)

上 仲 宏 二 黒田 能弘 清 水 哲

( ナブコ) (撞聾企画) (高砂舶学工集名古屋支庖)

高 津 麻 子 三 村 和 生 吉 川 雅

( リピノず ・デザインセノ タ )  (鴻池組) ( コラムデザイ〆センタ ー)
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よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給 排 水 衛 生 設 備，冷 暖 房 設 備 消 火 設 備 の 設 計 施 工

空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工)

小r 額面眠衛生工業両大阪本庖

組朝日工業社
干531- 0071 大 阪 市 北 区 中 津 六 丁 目 8 帯 4号

T E L  06- 6458-3628 (代 表)

干 108- 0023 東 京 都 港 区 芝 浦 三丁目 6祷 18号

T E L  03- 3452・7441 (イ七)

札幌・東北・新潟・東関東・横浜 ・名 古 屋 ・九州

大 阪 本m

社本
東京都港区浜松田T l - 25- 7 電 話03 ( 3432)  5711 

大 阪 市 淀川 区加I烏1- 58- 59 iU:話06 ( 6302)  2270  

北海道/ 東北/ 北関東/ 縦浜/ 名古屋/ 中園/ 九州

本 社 ・本/ ; 5

大 阪 支 社

支 庖
庖

ー←
ムι

人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛 ・給緋水 ・衛生設備

空気回和

工場配菅

水 匙理

コー ジエ本レーンヨン

クリ ーンルーム

・プラン ト

プラ ン ト計量産

システムエンジニ ア リング

y 凶 型 地 と 役 人

φ 住友電設株式会社 関 ;2112E張感宇;:ii422J::;;::;!!

- 情報通信設備

情報通情ネ ッ トワーク

情鋸処理

通惜システム

抽進システム

・電力，総量設備

畳宜電

架空通配電

地φ 退配電

宮 鍵 種 目 位 計 範 工 ・監理

・電気設備

畳 宜 電 曽 蝿

動力・嗣掴甚置

電 話、腫送、イノタ ー;t.:..-

防犯. 防虫

中央' 直視剛劃

システム肘毒事

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. " ヲイヲ〉株式会社

本車・大匝本社 干550-0002 大阪市西区江戸堀I丁目9番25号 電話 (06)6441-8231

東 京 本 社 〒 102-0071 J I ! 京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03) 326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

宝 庫 札 幌 仙 台 ・新潟 ・大宮 ・千 葉 横 浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広 島 高 怯 ・熊本

営換所 稽広函館 ・ 青森 ・ 秋図 ・ 盛岡前橋 ・ 長野 ・ 静向 ・ 質問 Ｍ ｾ ・ Ｑ 富山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 厄 川 福 島 . /11崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 宝 庫 シ ン ガ ポ ー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 干354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58・1511

入がいる多彩なフィールドで、

新しい限界に挑戦していますc

社

干 5 3 0ー0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4( 朝日ピル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5)  1  3 6 1  ( 代) F AX  0 6( 63 8 5)  1  0 5 0  

社本

/ λ ¥  産 業 設 備

1 /三"¥1 水 処 理 施 設

マ------y 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 清 光

常務J政締役関西支庖長 本 木 i前

大阪市淀川区宮原3- 4羽 ニッセイ新大阪ビ lレ 電話 06 (6350)  8100 

来京都千代田区有楽町 1 - 4 ー 1 ;"(;:話 03(3502)  6103  

北海道・東北・|到来・千葉・横浜・北陸・名舌屋・京都・神戸 ・四国・中国・九州

空 気 調 和 設 備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

A

Q

一

A

C HOY O 

電 気 設 備 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

関西支五吉

本 社

支 庖

社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

高 橋 幸 久

ム

冨

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三晃空調

常務取締役支社長

大阪市中央区高1 m橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 (6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州

大阪市北区西 天満3丁目 13番20号 電 話06- 6363- 1671

東京都新宿区西新宿新宿住友ピ jレ 電話03・3344- 7911

大阪市北区西天満 3丁目 13番20号 電 話06- 6363- 1371

仙台・繍 ｩｾ ・名古屋京都千ｉｉｲ 戸 ・ 広 ￏＺ ￠ . 福岡

本 社

東京本応

大阪本庖

支 I占

電 気 設 備 設 計 施 工

締 裏 金 泊 三 輿 討

上 田 正 雄

。

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官 切 よりよき環境へ技術て挑む一一一一一

守 株 式 会 社 精 研

代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 - 4- 19 ( 日 土 地 堂 烏 ピ ル )

m 話 o 6  ( 6  4  4  2 )  3 6 7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番3 号

屯 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7 8  (代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

社

庖

営業所

本

支

社

52 

大阪市中央区瓦屋町 2 丁目 11番16号( オートセンターピルl ・2階)

干542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6 7 6 8 - 5  0  3  1 代 表

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東京都文京区小石川 l 丁目12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

〒112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1 代表

メンテナンス

東 京 支 社



黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

U

一

E

J
刊

U

F

 

K

 

O

 

巴 箆E g愈容も妥三島むお箆舘拶窃@

「大規模天井無足場工法j

干 547- 0001 大阪市平野区加美北3 - 4- 5

T E L 06  ( 6792)  5858 F A X 0 6  (6792)  2 810  

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530-0047

TEL(06)6312- 4131 FAX(06)6312-7998 

軍事 ・ 九 州 繍 浜 商 九 州 ・名古屋 ・上海

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

問主社オクジコー

Ｍ・・・・ｉｬ｝ 註・ ＧＱ 削 ｾ ｉＢ 【ヨヨｬｬｩｉｉｴＮ紬歪 ｅ 続 主 主ｲｕｉ 鴇 温 ｭ 【｝ｾＡｬ ｪｦ，ｩＱ ｾ 報 調圃圃圃圃圃

入と技術をクリエイティヴで結びます

'" 
7 日本データネット株式会社

TEL. 06- 6352- 7502 FAX. 06- 6355- 2714  

TEL. 06- 6352- 0943 FAX. 06- 6355- 5533 

TEL.  /  FAX.06- 6352- 1551 

本 社 〒530- 0043 大阪市北区天満 1- 1- 10

制 作 部 〒530-0043 大飯市北区天満 ト自ー 19

印刷工場 〒530- 0043 大阪市北区天満2- 5- 15

ssdg出主義 ω L

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

問湖、e. 06- 6351- 5428 F，凱06- 63 5 1・5 2 9 9

あ ー:干

与て町

三= 査 3
'::E ・1 市まま ツ

f艮J L i良 ?

工 且 謬 ス

ｾｾ＠ ｢ｦ ｾ 量 さぎ
の 修司除 草 うEうE

Ｎｦ ｬｬ ミ ｾ Ｎ 平 二二
K 3 ブ白 ¥¥ 

は 主主二 七七

、 ｾ 番 四四

& 十 エ 一 五

I: . L. 号

大 阪 市 西 区 西 本 町 ! の l3の33

T EL. 06- 6532- 0  6  4  1  ( 代表)

r AX06- 6535- 5181 

天 理 市 丹 波 市 新 聞r 4  9  

⑪ま: . " 榊 業 総
天 理 営 業 所

デンカC S Aファミリー製品

- 安二. InCSA (膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・子ニＮｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｮ 守 Ｓ ー子・ｾＧｊｾ Ｈ 主義一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・安ニJ nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・雪ニ. InI J OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

宮式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E L 本社 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

令

官式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6)  6 4 4 3 - 6 1 8 1  6 3 3 2 - 6 8 6 1  

3 2 7 2 - 8 5 0 1  

T E L 大阪 ( 0 6)

T E L 東京 ( 0 3)  

ネ土

d 色、

ｾ＠式株成イヒ郷東ネ土

A

Q

玄式株産物洋光

T EL  滋 賀 ・ 守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T EL  大 阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

6 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6)  
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騒音対策には、

シズカライト。

湿度調整には、

ハーモナイトシーズ。

- 同リ体多孔質吸音材の中てートップクラスの吸音性能。

・屋外でも使用可能で、長期耐久性・耐候性があります。また、耐火 ・不燃の

認定を取得していま1九

・吸音性能だけではなく、遮音性能をあわせもっています0

・新築だけではなく、既存のさまざまな壁画に施工できます。

- 室内の湿気を素早く吸収・放出し、快適湿度を保ちます。

・空気中のホルムアルデヒドを、素早く厚生労働省指針値以下まで吸着。

再び放出されることはありません。

. 6カラー、 6デザイン。どんな空間にもマッチする、優れた意匠性です。

. 新築だけではなく、リフォームにもお役立ていただけます。
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4 清潔な病室

51: スカライト、
ス

ホルムアルデヒドを限着する調湿内装材

ナ)¥.一

耐火性、断熱性、軽量性、遮音性など優れた基本性能に加え、長期耐久性を向上させた工場安イル張りパネル 「クリオンタイルパネルj 、

自然石の風合いなど洗練された外観をつくりだすファ ッションパネル「リリ ックトーンJ 、「ゼファー J をライ ンナ y プ。クリ オンの

A L C(; j : 進化し続けています。

快適環療をJ l J り出す

A L Cクリオン

太平洋セメ ン卜のA LC ・工コマテリアル

クリオン株式会社

東 京 支 底 干103・0027 東京都中央区日本橋3- 5- 15 (同和ビル4階)

名 古 屋 支 底 干460- 0003 名古屋市中区錦1- 13- 26 ( 三井生命名古屋伏見ビル11階)

大 阪 支 底 干530- 0002 大阪市北区曽根崎新地1- 3- 16 (京富ビル3階)

福 岡 支 庖 干812- 0018 福岡市博多区住吉4- 3-2 (博多エイ トビル8階)

東 北 営 業 所 干980- 0811 仙台市青葉区一番町2- 5- 22 (G Eエジソンビル仙台6階)

北関東営業所 干370- 0103 群馬県佐渡郡境町大字下沸l名53番地

中 国 営 業 所 干730- 0013 広島市中区八丁堀14- 4 (広島八丁堀第一生命ビル6階)

T E L :  03- 3516- 2960 

T E L :  052- 201- 1700 

T E L :  06- 6345・0051

T E L :  092- 441- 4282 

T E L :  022- 267- 2761 

T E L :  0270崎 76- 3228

T E L :  082- 223- 8191 

【ｾ可 ｆ
東 京 本 社

干i Ii I<1Ii Ii m

東京都中央区日本橋ｾＱｉＧｬ・ｩｬＧｬ

( 同和ビル4階)

ｵＺＺＡ ｂＺＧＱ＼ ｬ ・ ｾｭｾ ・ ｛ＧｉＪ ｊＧＮｬ

03379- 5  雑誌


